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大刷新！

この世界は、先人たちの歩んだ長い歴史の上に成り立っています。人は、その過去の歴史から学び、

未来への指針を得てきました。今日、私たちの生きる世界は、人工知能（AI）のようなこれまでの常識

を大きく覆す科学技術の進展と、世界を駆け巡るさまざまな情報の渦の中にあります。どの情報を信じ

て良いのかと、戸惑うことも少なくありません。この激変する社会のうねりを前に、歴史から学ぶことが

どれほどあるのかと、いぶかる声すら聞こえてきそうです。

しかし、歴史から学ぶとは、過去の事実を知るだけでなく、その原因と成り立ちを理解し、現代的な

視点から考えることにあります。私たち執筆者は、高校生に、歴史を通して現代社会について考え、その

学びを、未来を生きる力にしてほしいと願っています。

歴史総合は、自国史と世界史を一体とした新しい歴史科目として、世界各地に生きる人たちとつなが

り、高校生のみなさんがいま生きる世界を考える手がかりとなるものです。その教科書として、本書は、

高校生に知ってほしい歴史の事実を時系列に沿って構成しました。また、それを考える際に役立つ資料

やデータ、そして分析する方法を盛り込みました。

迫りくる環境破壊、繰り返される戦争や対立と、不確かで不安定にみえる世界であっても、高校生が決し

てひるまず、未来に向けた力を養っていくうえで、本書が少しでも役立ってくれることを願ってやみません。

『明解 歴史総合』に込めた想い
よりよい未来を考えられる歴史の教科書を目指して
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巻頭 4

時系列に沿った学習ができる 構成全体
構成

⃝全編にわたり、本文の流れは時系列で展開しつつ、単元（章）は
学習指導要領で提示されているテーマに沿った学習ができるよ
うに構成しました。
●本文ページは1見開き1時限で授業が進められ、1年間で無理なく
歴史総合の内容が身につく構成にしています（全57見開き）。

「前近代資料 地域の歩み」
を設置し、地域ごとに前近
代史を確認できるように
しています。授業時間には
含まれていないため、必
要に応じてご使用いただ
けます。

1

3部では、第一次世界大戦から
民族自決までを一つの章で扱っ
たり、「第二次世界大戦とその影
響」を一つの章として扱ったりす
ることで、二度の世界大戦の始ま
りから、その後の世界に与えた影
響までを、それぞれ一連の流れで
理解できるようにしています。

3

4部では、戦後史における日本の記述を強化しまし
た。本文記述の再編を行い、日本の国連加盟や高
度経済成長、経済戦略などを世界の同時代の動き
と関連させながら記述しています。

4

+
本編：1～4 部

1部 2部 3部 4部
歴史の扉

資　料

前近代資料
地域の歩み
1～5 近代化

と私たち

国際秩序の
変化や大衆化
と私たち

グローバル化
と私たち

+
本編：1～4 部

1部 2部 3部 4部
歴史の扉

資　料

前近代資料
地域の歩み
1～5 近代化

と私たち

国際秩序の
変化や大衆化
と私たち

グローバル化
と私たち

●本書の構成

本文ページ

57
見開き

2部では、章の配列や区切り、文章を、時系列に沿ったより学びや
すい構成に変更しました。例えば、2部6章では、「帝国主義」「世
界市場と日本の産業革命（新規ページ）」「日清・日露戦争」を章
内にまとめて、「帝国主義の影響と日本を含めた東アジアの変
化」をテーマとした学習をしやすくしています。

2

▲ 巻頭3-4
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植民地支配と人種主義

未来へ活かす歴史 統合統合
とと
分化分化

　帝国主義の時代、植民地支配は「進んだ」
ヨーロッパ人が、「遅

おく

れて」「野
や

蛮
ばん

な」地域の
人々に「文明化」をもたらすとして正当化され
た。それには、人種主義という非白人の人々
に対する蔑

べっ

視
し

や差別が含
ふく

まれていた。19世
紀には、「劣

おと

った人種は頭
ず

蓋
がい

骨
こつ

が小さい」など、
多くの誤った理論や科学が現れた。

　　　　　　　　　　　欧
おう
米
べい
諸国で発明・発見された科学技術は工業に応

用され、鋼鉄や機械、造船、化学肥料、染
せん
料
りょう
の生産

など、石油を動力とした重化学工業による第 2次産業革命が 1870 年代
から始まった。巨

きょ
額
がく
の資金が株式で集められ、銀行と国家が力をもち、少

数の巨
きょ
大
だい
な独
どく
占
せん
企
き
業
ぎょう
が経済を支配するようになった（独

どく
占
せん
資本主義）。先導

したアメリカとドイツでは、現在まで続く大企業が生まれた。

　こうしたなか、あり余る工業生産力と資本を得た欧米諸国は、新たな国

外市場と国外投資（資本輸出）の場を求めていき、19世紀末になると競
きそ
って

新たな植民地の獲
かく
得
とく
に動いた。また市場・資源を安定して確保するため、

獲得した植民地を政治的・軍事的・経済的に支配していった。産業の発展を

背景とした、侵
しん
略
りゃく
的な植民地統治を伴

ともな
う領土拡張の動きを帝

てい
国
こく
主義とよぶ。

　19世紀末の列強諸国はヨーロッパを戦場とせず、アジアやアフリカの

各地で対立した。特に南下を進めるロシアは、アジア各地に植民地をもつ

イギリスと対立を深めた。欧米中心に領土拡張が進められるなか、日本も

日
にっ
清
しん
・日
にち
露
ろ
戦争を経て、帝国主義政策を展開するようになっていった。

　　　　　　　　豊富な資源が確
かく
認
にん
されたアフリカでは、1885 年のベル

リン条約にしたがって列強による分
ぶん
割
かつ
が進んだ。フランス

がサハラから横断政策を進める一方、イギリスはエジプトとケープ植民地

（現在の南アフリカ）を結ぶ縦断政策をとり、両国がファショダで衝
しょう
突
とつ
する

第２次産業革命と
帝国主義

p.48

p.83

p.84

2

巻末 1 1

p.69、70

未来

p.40

p.76 p.77

植民地化の
過程

1

3

事件も発生した。ケープから北上していたオランダ系ブール人に干
かん
渉
しょう
した

イギリスは、激戦の末勝利し（南アフリカ戦争）、南アフリカ一帯を支配し
た。ドイツは、南西アフリカや東アフリカなどを領有した。こうして、ア

フリカはリベリアとエチオピアを除き実質的に植民地化された。

　他方、太平洋の島々でも通商・軍事上の重要性が高まり、争
そう
奪
だつ
戦が激化

した。南北戦争が終結したアメリカは、98年にハワイ諸島を併
へい
合
ごう
し、同

年米西戦争に勝利すると、フィリピンと西太平洋の要のグアム島を得た。

　　　　　　世界の一体化が進むなか、19世紀後半から 1920 年ごろは、

大規模な移民がみられた。移住の動機は、貧
ひん
困
こん
や飢

き
餓
が
、民族的

抑
よく
圧
あつ
、政治的・社会的不満、成功への希望など多様だったが、最大の要因

は世界各地での資本主義の発展であった。国内的・国際的な分業が急進展

し、新たな労働力として移民が受け入れられた。日本でも 1866 年に海外

への渡
と
航
こう
禁止が解かれると海外に移住する人々が現れ、しだいに増加した。

　中国人（漢
かん
人）移民の華

か
僑
きょう
やインド系移民の印

いん
僑
きょう
の数は、19 世紀後半、

蒸気船での大量輸送によって激増した。特に華僑は、東南アジアではプラ

ンテーション農業、アメリカでは開
かい
拓
たく
や工場労働などに従事し、低賃金で

働いた。また印僑は、奴
ど
隷
れい
貿易廃

はい
止
し
後の、列強による植民地支配の労働力

となった。移民のなかには、現地にコミュニティをつくり、日用品の流通

や販
はん
売
ばい
の独占に成功して、大きな経済力をもつ者も現れた。

　19世紀後半は、世界の一体化が地球上にくまなく及
およ
び、人類がかつて

ない地球規模で動く時代となった。今日の諸地域の民族構成は、この 19

世紀後半からの大規模な人口移動によって、その基
き
礎
そ
が形成された。
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時代

4 3

巻末 1 p.45

p.22

p.16

巻末 1 p.47

p.46

帝国主義、アフリカの分割、移民

帝
てい

国
こく

主義の広がりと人々の移動

　　　　 帝国主義を進めたヨーロッパ諸国は、世界のどの地域を支配下に置いたのだろうか。読み解き
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中学校との関連

1 第 2次産業革命後、欧
おう

米
べい

諸国の進出により世
界規模でどのような変化が起こったのだろうか。

学習
課題

　　　　帝国主義についての説明を、本文
から書き出そう。
確認

　　　　資本輸出のための支配は必要だっ
たのだろうか、あなたの考えを説明しよう。
説明

　　戦争後も続いたブール人の反英感情をそら
すかたちで、白人労働者の優

ゆう

遇
ぐう

政策が進められ、
後のアパルトヘイト（人種隔

かく

離
り

政策）へと発展し
ていった（→ p.191）。

2

扌　 世界の分
ぶん

割
かつ

１

イ ン ド 洋イ ン ド 洋
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エ
ク
ア
ド
ル

エ
ク
ア
ド
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コロンビアコロンビア

アメリカ合衆国アメリカ合衆国

ブラジルブラジル

アア
ルル
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ンン
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チチ
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ドイツドイツ
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ノノ
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扌　 世界の工業生産の割合　1870 年代以降、
アメリカやドイツの工業化が進み、最大の工業国
であったイギリスを追い越

こ

した。イギリスは、工業
国から金

きん

融
ゆう

の中心国へと転
てん

換
かん

していった（→ p.45）。
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〈J.クチンスキー著『世界経済の成立と発展』〉

イギリス

ドイツ

アメリカ

フランス
ロシア

日本

　　条約では、実質上最初に占
せん

領
りょう

した国が、そ
の地域を優先的に領有できる権利（先

せん

占
せん

権）をも
つとされた。これは、現地住民の意向を全く無
視した内容であった。

1

扌　 主な国・地域からの人口移動 　　　   移民は、どのような地域への移動が多かったのだろうか。
図 1と比

ひ

較
かく

しながら考えよう。
4 読み解き

カナダ

ハワイ

西インド
諸島

ブラジル
アルゼンチン

アメリカ
合衆国

オーストラリア

ニュージー
ランド

アフリカ西岸

華僑

印僑

日本

ヨーロッパ
諸国

南アフリカ

シベリア
41万人

24万人

365万人

574
万人

9万人
27万人

800
万人

30
0万
人

600万人

400万人

700万人 3万人

150万人

朝鮮半島・
中国東北部へ

2410万人

27万人

移住したおよその人口
茶字　アフリカ人奴隷（1500～1870年）
赤字　ヨーロッパ人（1860～1920年）
青字　日本人（1868～1945年）
緑字　華僑（1907年）

アフリカ人の移動（奴隷として）
ヨーロッパ人の移動
日本人の移動

印僑の移動
華僑の移動
か きょう

いんきょう

ど れい

　　最大の移民受け入れ国はアメリカ（→p.47）で、
日本からハワイへ移住する者も多かった（→p.110）。
3

➡　 「文明化の
使命」を語るフ
ランスの新聞の
挿
さし

絵
え

（1911 年）
　　　　 この絵
は、女性に擬

ぎ

人
じん

化されたフラン
スが、植民地に
何と何をもたら
すと伝えている
だろうか。

5

読み解き読み解き

ヨーロッパ・アメリカ ➡ p.47、アフリカ ➡ p.23前の出来事

ヨーロッパ・アメリカ ➡ p.93、アフリカ ➡ p.169 次の出来事

扌　 イギリスのアフリカ進出を風
ふう

刺
し

する絵
　　　　 この人物が足をかけている 2 か
所は、それぞれどの地域だろうか。また、
手には何を持っているのだろうか。

3

読み解き

ケープ植民地首相
セシル＝ローズ

着色
図版
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本

東
ア
ジ
ア

産業革命下の過
か

酷
こく

な労働

未来へ活かす歴史 平等平等
とと
格差格差

　急速に進む産業革命において労働者の過酷
な労働が問題となった。特に、繊

せん

維
い

業に従事
する女性労働者のなかにはまだ幼い子供も多
かったうえに、長時間勤務を強

し

いられ、夜通
し働くことも常態化していた。劣

れつ

悪
あく

な労働環
かん

境
きょう

で結
けっ

核
かく

を病
や

む者も続出し、多くの女性が亡
な

くなった。政府は、女性労働者の深夜業禁止
を重大な課題の一つととらえ、1911年に制
定された労働
者を保護する
法律（工場法）
に盛り込

こ

んだ。

　　　　　　　　　開港直後のアジア諸国は、列強主導の世界市場へ一方

的に組み込
こ
まれたわけではなかった。世界の一体化が進

むなか、開港地では、外国企
き
業
ぎょう
の資金や貿易の税収を利用したインフラ整

備が進み、各地を結ぶネットワークが拡大した。これにより、欧
おう
米
べい
諸国と

の貿易だけでなく、アジアの諸地域を結ぶアジア間貿易が活発に行われた。
開港前から輸出されていた米や砂糖のほか、工業化に伴

ともな
い生

き
糸
いと
や綿糸など

の取り引きも増え、対欧米貿易の成長を上回るほど急速に盛
さか
んになった。

　　　　　　　19 世紀のアジアにおいて、中国では欧米の技術が段階的

に導入され、インドではイギリスの支配の下
もと

、綿関係産業が

発展していた。日本でも、国内の産業を発展させ、国際競争力を身につけ

て富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい
を実現することが、緊

きん
急
きゅう
の課題だった。大

おお
久
く
保
ぼ
利
とし
通
みち
が主導する

新政府は、欧米諸国から技術の導入を図
はか
り、お雇

やと
い外国人の指導の下で伝

統産業の近代化と新たな工業の育成に努めた（殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう
）。

　また、国際競争の前提となる貨
か
幣
へい
制度を整えるため、政府は 1871 年に

新貨条例を制定し、「円・銭・厘
りん
」を新たな単位とした。しかし、西南戦争

の戦費調達や殖産興業の影
えい
響
きょう
で、金貨や銀貨と交

こう
換
かん
できない不

ふ
換
かん
紙
し
幣
へい
も発

行されたことで、物価が高
こう
騰
とう
した。81年に大蔵卿

きょう
となった松

まつ
方
かた
正
まさ
義
よし
は事

態の沈
ちん
静
せい
化のため、大規模な緊

きん
縮
しゅく
財政を実

じっ
施
し
し、不換紙幣の整理と財政の

立て直しを進めた。また、翌 82年に設立された日本銀行で、銀と交換可
能な兌

だ
換
かん
紙幣が発行されたこともあり、貨幣制度は安定に向かった。

世界市場と
アジア間貿易

p.54、56

QR

p.52

日本の
産業革命

p.75 p.51
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2 QR
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1835 〜 1924 QR
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QR

　貨幣制度の安定を背景に民間で多くの企業が生まれ、製糸業や紡
ぼう

績
せき

業を
中心に日本の産業革命が本格化した。開港当初は、世界市場のなかで、日
本経済は大きな打

だ
撃
げき
を受けていたが、新政府が、官営工場や内国勧

かん
業
ぎょう
博覧

会などの展示会を通じて、最新技術の普
ふ
及
きゅう
と技術革新を促

うなが
したことで、各

地に有力な資産家が誕生し、地方での産業革命の担
にな
い手となった。製糸業

では、器
き

械
かい

製
せい

糸
し

が普及して各地に工場が建てられ、紡績業では、渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

 

らがイギリスの機械を導入した大阪紡
ぼう

績
せき

会社が成功したことで、全国で紡
績会社が次々と設立された。大阪は「東洋のマンチェスター」とよばれ、

1900 年代には日本は世界最大の紡績大国となった。綿織物でも、豊
とよ
田
だ
佐
さ

吉
きち
が自動織

しょっ
機
き
を発明するなど、独自の技術革新が起こり、生産量が増えた。

　鉄道は工場と港をつなぐように敷
し
かれ、商品が盛んに輸出された。貿易

で獲
かく

得
とく

した外貨で、日本は欧米から機械や戦
せん
艦
かん
などを購

こう
入
にゅう
した。石炭や銅

を産出する鉱業も90年代に発達し、製糸業と共に初期の外貨獲得産業と

して産業革命を後
あと
押
お
しした。こうして日本は、産業革命でアジア間貿易を活

発化させる一方、さらなるアジア市場の獲得を求めるようになった。

　　　　　　　　製糸・紡績などの繊
せん
維
い
工場で働いていたのは、専

もっぱ
ら女性 

で、日本の繊維業の発展に大きく貢
こう
献
けん
した。他方で、子供

や女性による長時間労働が問題となり、重工業や鉱業の分野でも、劣
れつ
悪
あく
か

つ危険な労働環
かん
境
きょう
が問題視された。また、産業革命は環境問題も引き起こ

した。足
あし
尾
お
銅山の採

さい
掘
くつ
によって、鉱毒が周辺の渡

わた
良
ら
瀬
せ
川に流出した事件は、

日本で初めての公害とよばれる。このとき、衆議院議員の田
た
中
なか
正
しょう
造
ぞう
は問題

解決のため議会で働きかけ、天皇への直
じき
訴
そ
も行った。
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産業革命の
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世界市場と日本の産業革命

　　　   明治政府は当初、どのようにし
て産業を発展させたのだろうか。
読み解き

２
部
６
章

中学校との関連

2 世界市場のなかで、日本はどのようにして産業
革命を進めていったのだろうか。

学習
課題

　　　　日本の産業革命が発展した要因を、
本文から書き出そう。
確認

　　　　産業革命が日本の社会にもたらし
た変化と課題について、説明しよう。
説明

➡　 富岡製糸場　政府は、フランスの技
術を導入した官営の模

も

範
はん

工場を群馬県に設
立し、全国から集められた女性たちが生

き

糸
いと

生産に携
たずさ

わった。〈岡谷蚕糸博物館蔵〉

１

　　政府は当初、金を通貨の価値基準としたが、
当時のアジアではまだ銀貨での取り引きが一

いっ

般
ぱん

的で、貿易のために銀貨も併
へい

用
よう

されていた。

1

扌　 明治時代の貿易品目の変化　　　　   貿易
品目はどのように変化しているだろうか。
4 読み解き

輸出

輸入

総額平均 約3997万円

約1億9504万円

生糸 34.5％
き いと 茶

17.0 その他 31.7

33.625.5 綿糸
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綿織物 2.1

絹織物
7.7

石炭
6.45.44.4

水産物 7.1

米 5.2銅 4.5

マッチ 3.1

約3040万円

約2億6172万円

綿糸
17.8％

砂糖
17.4 その他 34.3

37.4綿花
21.34.9 4.8

2.6

9.3

米 8.0 鉄類 7.7

毛織物
9.7

綿織物
8.4

石油 6.4 鉄類 6.0

機械類 4.0

〈大石嘉一郎編『日本産業革命の研究』〉

※上段は1884～86年、下段は1898～1900年の平均

➡　 大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

　岩
いわ

倉
くら

使
節団でヨーロッパを視察
した大久保は、欧

おう

米
べい

諸国
の産業発展に追いつくた
め、まずは農業や繊

せん

維
い

業
を重視し、民間の活力育
成に力を注いだ。

3

扌　 来日した外国人技術者　新政府に雇
やと

われたフランス人のブリュナは富岡製糸場
の建設に携

たずさ

わり、母国の技術者を招いた。

2

日本産綿糸の国際進出

　当時、中国・朝
ちょう

鮮
せん

・日本では、生
き

地
じ

が薄
うす

いイギ
リスの機械製綿布が高級品として輸入された。対
して大衆衣料には、インド製の太めの機械製綿糸
が活用されていた。こうした状

じょう

況
きょう

を受け、日本は
欧
おう

米
べい

諸国とすみ分けて、安価な中国産やインド産
の綿花を輸入して大衆向けの太い綿糸をつくり、
需
じゅ

要
よう

がある中国・朝鮮へ盛
さか

んに輸出した。こうし
た結果、日本
は、19世紀末
に綿糸輸出国
へと転じた。

世界の中の
日本

〈『日本経済統計総観』ほか〉
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生 産・輸 出 入 量
の推移
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幌内炭鉱
ほろない札幌麦酒醸造所

びーる じょうぞうしょ

小坂銀山
こ　さか

阿仁銅山
あ　に　どうざん

院内銀山
いんない

釜石鉄山
かまいし

東京砲兵工廠
（兵器工場）

深川セメント
　　　製造所
ふかがわ

石川島造船所
いしかわじま

品川硝子製造所
しながわがら す　

千住製絨所
（毛織物工場）
せんじゅ

青森

札幌

佐渡金山
さ　ど　

大阪砲兵工廠

新町屑糸紡績所
しんまちくずいと

富岡製糸場
とみおか

仙台
新潟

横須賀造船所
よこ　す　か　

兵庫造船所長崎造船所

八幡製鉄所
や　はた

愛知紡績所堺紡績所
さかい

広島紡績所

高島
炭鉱
たかしま

三池炭鉱
み　いけ

名古屋
東京

高崎
たかさき

岡谷
おか やしものせき

生野銀山
いく　の　

福岡

下関 広島
神戸

大
阪

0 200km

➡p.78 　　官営工場・鉱山
　　鉱山
　　紡績所・製糸場
　　製絨所（毛織物工場）
　　製鉄所・造船所
　　砲兵工廠（兵器工場）
　　その他
1893年までに開通した鉄道
1906年までに開通した鉄道

ぼうせき

ほうへいこうしょう

せいじゅう

扌　 鉄道網
もう

の広がりと主な産業7

扌　 東京へ向かう貨物列車〈生田誠コレクション・イメー
ジアーカイブ〉
6

労働時間

就
寝浴

入

起 　
床

12
3

6

9
12

3

6

9

夕食

昼食

朝食

着替え
など（

午
前
）

（
午
後
）

き

がき

しょう

しゅう

しん

➡　 製糸工場で
働く女性の一日
8

　　松
まつ

方
かた

財政は深刻なデフレーション（→巻末1）
を招き、米など農産物の価格が下落した。その
ため、多くの農民が土地を手放し、都市に移っ
て労働者となったり、子女を出

で

稼
かせ

ぎに出したり
した。

2

日本 ➡ p.65、 東アジア ➡ p.53前の出来事

日本・東アジア ➡ p.75 次の出来事

〈絵葉書資料館蔵〉

73 74

世界と日本の歴史的なつながり が見える教科書
世界と日本の出来事の関連が理解できる 単元構成

2部6章　「帝国主義の影響と日本を含めた東アジアの変化」を例に

▲ p.71-72 ▲ p.73-74

重化学工業による第2次産業革命を機に、市場拡大や国外投資の場を求めた欧米諸
国を中心に「帝国主義」が広がったことを記述しています。
また、資本主義が発展し、新たな労働力として世界各地で移民が受け入れられるな
ど、人々の移動が盛んに行われたことがわかります。

1
世界市場が成立し、インフラ整備が進んだことで、アジア間貿易も盛んに行われたこ
とがわかります。それに伴い、日本も富国強兵を目指し、殖産興業や貨幣制度の安定
化を進めたことで、産業革命が本格化していくこともわかります。

2

特色
①

●日本での歴史的な出来事には、背景に世界の大きな動きがあることがわかる単
元構成にすることで、世界と日本の出来事の関連が一連の流れで理解できるよ
うにしました。
●2部6章1節、2節では、第2次産業革命や帝国主義などの世界の動きを踏まえ
て、日本を含む東アジアの近代化が進んでいったことがとらえられるようにし
ています。

世界市場 が成立

教科書p.71-72

帝国主義の広がりと人々の移動1節
教科書p.73-74

世界市場と日本の産業革命2節

章の学習課題 帝国主義の動きは、近代化が進む東アジア諸国の関係にどのような影響を与
あた
えたのだろう

か。

帝
てい

国
こく

主義の影
えい

響
きょう

と日本を含
ふく

めた東アジアの変化6章

　私たちが生きる社会では、人種主義やかつての植民地支配に反対する運動が、今なお起こっている。こ
うした問題が生まれた背景には、19世紀の列強諸国で生まれた思想や政策が関係しており、日本が進む道
にも大きな影響を与

あた

えた。
　２部６章では、帝国主義の下

もと

でアジア諸国が模
も

索
さく

を続ける、19世紀後半を中心に学んでいく。列強によ
る植民地支配が進むなかで、近代化を進める日本や他の東アジア諸国の関係は、どのように変化していっ
たのか、その様子に注目して学んでいこう。

６章の学習内容と現在とのつながり

➡　 義
ぎ

和
わ

団
だん

に対する８か国連合
軍　清

しん

は、国内で武装蜂
ほう

起
き

した
義和団を支持し、列強に宣戦布
告した。これに対し、日本を含

ふく

む列強による８か国連合軍が結
成された。

1

章の振り返り 帝国主義が広がるなか、日本・中国・朝
ちょう

鮮
せん

の関係はどのように変化したのだろうか、あな
たの考えを説明しよう。

➡　 破
は

壊
かい

されたイギリス人植民
地首

しゅ

相
しょう

セシル＝ローズの銅像
（2020 年、南アフリカ）　反人
種主義の運動が広がるなか、植
民地拡大を主導した人物の銅像
が撤

てっ

去
きょ

・破壊されている。

2

破壊される前

破壊された後

列強諸国による帝国主義

東アジアの変化と日清・日露戦争

　　    世界市場のなかで、日
本はどのようにして産業革命を
進めていったのだろうか。

2 節

　　    近代化の進展により、日
本・清・朝鮮の国際関係は、ど
のように変化したのだろうか。

3 節

　　    日清戦争後、列強の進
出により、東アジア諸国にはどの
ような変化があったのだろうか。

4 節

　　    日露戦争の結果は、世
界各国にどのような影響を与え
たのだろうか。

5 節
　　    第 2 次産業革命後、
欧米諸国の進出により世界規
模でどのような変化が起こっ
たのだろうか。

1 節

ワークシート

70

2部6章の問いの構造図



全
体
構
成
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色
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紹
介

関
連
教
材

コ
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ン
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15

20

日
本

東
ア
ジ
ア

　　　　　　　　太
たい
平
へい
天
てん
国
ごく
を鎮
ちん
圧
あつ
した清

しん
は、日本と対等な日

にっ
清
しん
修
しゅう
好
こう
条
じょう
規
き
を

1871 年に締
てい
結
けつ
し、国内外での情勢を安定させた。アロー

戦争で軍事力強化の必要性を痛感した清は、李
り
鴻
こう
章
しょう
ら官

かん
僚
りょう
が中心となり、

西洋技術を導入した兵器工場や造船所、紡
ぼう
績
せき
工場などの建設を進めた（洋

よう

務
む
運動）。茶や陶

とう
磁
じ
器
き
などの国際商品を中心に輸出が急増し、開港場であ

る上
シャン
海
ハイ
などの都市が新たに発展する一方、欧

おう
米
べい
の近代思想や政治制度は、

既
き
存
そん
の政治体制に適するか検討され、選

せん
択
たく
的・段階的に導入された。この

ため、洋務運動による富
ふ
国
こく
強
きょう
兵
へい
策は、主に旧来の体制下で進められた。

　清は欧米的な外交体制に順応しつつあったが、従来の冊
さく
封
ほう
関係に基

もと
づい

て朝
ちょう
鮮
せん
などを事実上の属国とみなし、朝鮮側も貿易統制を続けた。日本の

新政府は、欧米的な国際関係を結べる新たな体制を朝鮮に求めたが受け入

れられず、一時、日本国内で征
せい
韓
かん
論が高まった。75年、日本は朝鮮沿岸

で挑
ちょう
発
はつ
的な軍事演習を行い、朝鮮が砲

ほう
撃
げき
したこと（江

カン
華
ファ
島
ド
事件）を口実に、

翌 76年に不平等条約である日
にっ
朝
ちょう
修好条規を結んで朝鮮を開国させた。

　　　　　　　　開国後の朝鮮では、日本の明治維
い
新
しん
にならおうとする開

化派と、清に従おうとする保守派の間で政争が生じた。保

守派の軍人が、国王・高
こう
宗
そう
の父である大

たい
院
いん
君
くん
を支持して開化派の王

おう
妃
ひ
・閔
びん

妃
ひ
らを襲

おそ
う壬
じん
午
ご
軍乱や、開化派の金

きん
玉
ぎょく
均
きん
による甲

こう

申
しん

政変が起こったが、開

化派は争いに敗れ、日本の影
えい
響
きょう
力は後退した。この結果、日本国内ではア

ジア諸国に対し、列強にならった強
きょう
硬
こう
論を唱える動きが広がった。

東アジアの
近代化

p.54 史料

（明治 4）

p.54 p.54

3

p.22

巻頭 15

巻末１

p.64

こう か とう

史料

朝鮮情勢と
日清戦争

1 p.63

1820 〜 98 QR 1851 〜 95 4 QR

1882 1851 〜 94 1884

　こうしたなか、開国によって外国の商品が朝鮮に流入し、経済が混乱す

ると、1894 年に大規模な農民反乱が起こった（甲
こう
午
ご
農民戦争）。朝鮮は、

清に派兵を要
よう
請
せい
したが、清国軍の出兵に対

たい
抗
こう
して日本も朝鮮に出兵した。

農民軍は朝鮮政府と急ぎ和解したが、清と日本は互
たが
いに撤

てっ
退
たい
せずに対立を

深め、日清戦争に発展した。日本軍は清軍を圧
あっ
倒
とう
し、95年に結んだ下

しもの
関
せき

条約で、日本は清に、朝鮮の独立、遼
りょう
東
とう
半島・台

たい
湾
わん
などの割

かつ
譲
じょう
、多額の賠

ばい
償
しょう

金、清の開港場で製造業を経営する権利を認めさせた。日本政府は清から

得た賠償金で産業の発展と国内整備を図
はか
り、国民は戦勝を祝った。

　　　　　　　　　日本は、東アジア唯
ゆい
一
いつ
の植民地帝

てい
国
こく
となり、対外進出

が始まった。しかし、清での利権拡張を狙
ねら
うロシアがド

イツ・フランスと共に三
さん
国
ごく
干
かん
渉
しょう
を行い、遼東半島は清に返

へん
還
かん
された。

　属国とみなしていた琉
りゅう
球
きゅう
・ベトナムをすでに失っていた清が、日清戦争

で朝鮮の独立も認め、宗
そう
主
しゅ
権を失ったことで、冊封関係などの東アジアの

伝統的な国際秩
ちつ
序
じょ
は完全に崩

ほう
壊
かい
した。

　日本との戦争に敗れた清では、康
こう
有
ゆう
為
い
らが、洋務運動のような西洋の技

術導入に偏
かたよ
った近代化だけではなく、日本のように憲法と議会をつくり、

専制君主政から立憲君主政へ転
てん
換
かん
すべきだという考えを説いた。光

こう
緒
しょ
帝
てい
は

この考えを支持し、1898 年に康有為らと共に改革を実
じっ
施
し
した。しかし、

急速な改革は多くの反発を招き、西
せい
太
たい
后
こう
を中心とする保守派による弾

だん
圧
あつ
を

受けたことで、わずか 100 日で元の体制に戻
もど
された（戊

ぼ
戌
じゅつ
の政変）。

　朝鮮では、日清戦争中から、清から自立する動きをみせた。97年には

国号を朝鮮から大
だい
韓
かん
帝
てい
国
こく
（韓
かん
国
こく
）に改め、清との対等関係を目指した。

（明治 27）

1894〜 95 ２  5

史料 1

p.78 6

日清戦争後の
東アジア

巻末１

1895

p.52、66

1857 〜 1927

p.65

巻末１ 巻末１ 在位 1875〜 1908

QRp.771835 〜 1908

1898

日清戦争、日清修好条規、日朝修好条規、甲午農民戦争、下関条約、三国干渉

変動する東アジアと日
にっ

清
しん

戦争

　　　   風
ふう

刺
し

画に描
えが

かれているのは、朝
ちょう

鮮
せん

・
日本・清

しん

・ロシア・イギリスである。どの人物が、
どの国にあたるのだろうか。

読み解き

　　　   下関条約の締
てい

結
けつ

により、清と朝鮮の関
係性はどのように変化したのだろうか。
読み解き

２
部
６
章

中学校との関連

３ 近代化の進展により、日本・清
しん

・朝
ちょう

鮮
せん

の国際関
係は、どのように変化したのだろうか。

学習
課題

　　　　日本が日清戦争で獲
かく

得
とく

したものに
ついて、本文から書き出そう。
確認

　　　　日清戦争の結果、東アジアの国際
関係はどのように変化したのか、説明しよう。
説明

扌　 日清戦争を取り巻く国際関係　バルカン半
島への影

えい

響
きょう

力を拡大したいドイツは、東アジア
へ関心を向かわせようとロシアに接近し、ロシ
アと対立するイギリスは日本に接近した。

2

冊封関係 貿易などの利益

（不凍港を求めて）
接近

朝
鮮

露の南下を警戒

英露の対立（➡p.40）

日清の対立

南下政策
独

仏 露

清 日

英

接近 支持を
表明

露仏同盟
1891～94締結

ふ とうこう

けいかい

ろ

さくほう

➡　 朝
ちょう

鮮
せん

をめぐる列強の動きを描
えが

いた風
ふう

刺
し

画１

扌　 清
しん

で建てられた工場の様子　洋
よう

務
む

運動の一
いっ

環
かん

として、国内で近代兵器などがつくられ、中
国における近代工業成立の契

けい

機
き

となった。
　　　   写真の人々は、どのような服装をして
いるだろうか。

3

読み解き

東東
シシ
ナナ
海海

日　本　海日　本　海

黄  海黄  海

朝朝

ロシアロシア

鮮鮮

ち
ょ
う
ち
ょ
う

せ
ん
せ
ん

日本日本

清清

平壌
ピョンヤン

釜山
プ サン

漢城（現在のソウル）
かんじょう

広島

東京

大連大連
だいれんだいれん

旅順

威海衛
い  かいえい

上海
シャンハイ

りょ じゅん

北京
ペ  キン

天津
てんしん

南京
ナンキン

厦門
ア モイ

佐世保
さ   せ   ぼ

山東半島
さんとう

遼東
 半島

りょうとう

台湾
たいわん

安徽
あん き

江華島
カンファ  ド

❶1894年2月
第一次甲午農民戦争
❹1894年10月
第二次甲午農民戦争※

❺1895年4月
下関条約

日本軍大本営

しものせき

❷1894年7月
豊島沖海戦
日清戦争の始まり

ほうとうおき

❸1894年9月
黄海海戦
日本海軍が清の
北洋海軍を破る

こうかい

※日本勢力を退けるため、農民が
再蜂起したが、日本軍に敗れた。

ほう き

日本軍の進路
日本艦隊の進路
主な戦い
甲午農民戦争が
及んだ範囲

❶～❺は起こった順序

かんたい

こう  ご

0 100km

扌　 日清戦争の推移　甲
こう

午
ご

農民戦争で
清
しん

が朝
ちょう

鮮
せん

に出兵すると、日本は居留民
保護を理由に出兵した。これ以前に、
両国が朝鮮に出兵する際は、互

たが

いに知
らせるという取り決めが結ばれていた。

5

扌　 日
ひ

比
び

谷
や

に建てられた凱
がい

旋
せん

門
もん

　日清戦争の勝
利に国民は沸

わ

き、凱旋した兵士を迎
むか

え入れるた
め、凱旋門が建てられた。

6

　　日本領となった台
たい

湾
わん

では、住民の抵
てい

抗
こう

が起
こった。日本は軍隊を派兵して鎮

ちん

圧
あつ

し、台湾総
そう

督
とく

府
ふ

を置いて警察や学校などの行政機関を整備
した。

1

第１�条　日本と清
しん

は友好関係を強め、互
たが

いの領土を侵
しん

略
りゃく

せず、永久に安全な
ものとする。

第８�条　日本と清の両国にある貿易港には、互いに役人を派
は

遣
けん

し、自国の商
人の取り締

し

まりを行う。財産や産業などに関係する事件が起こった場合
は、裁判を行い、自国の法律で裁くこととする。� 〈現代語訳・要約〉

日清修
しゅう

好
こう

条
じょう

規
き

（1871年）

第１款
かん

　朝
ちょう

鮮
せん

国は自立した国で、日本と平等の権利をもつ。
第 1�0 款　朝鮮の貿易港で、日本人が朝鮮人に対して罪を犯

おか

した場合、日本
の官員が裁く。同じく、朝鮮人が日本人に対して罪を犯した場合、朝鮮
の官員が裁く。それぞれ自国の法律で公平に裁判を行う。

� 〈現代語訳・要約〉

日
にっ

朝
ちょう

修
しゅう

好
こう

条
じょう

規
き

（1876年）

扌日清・日朝修好条規は、清を頂点とする伝統的な東アジア秩
ちつ

序
じょ

への挑
ちょう

戦
せん

だっ
た。日朝修好条規の第 1 款で、朝鮮が自立した国とされたことで、日本側は
朝鮮が清の属国でなく、独立国家となったとみなした。その一方で、朝鮮・清
は伝統的な関係をくつがえすものとは考えていなかった。

第１条　清
しん

は、朝
ちょう

鮮
せん

が完全無欠なる独立自主
の国であることを認める。そのため、独立
を妨

さまた

げるような、朝鮮から清への�みつぎも
の�や儀

ぎ

礼
れい

などは、今後一
いっ

切
さい

廃
はい

止
し

する。�〈現代語訳〉

下
しもの

関
せき

条約（1895年）

日本・東アジア ➡ p.73前の出来事

日本・東アジア ➡ p.77 次の出来事

➡　 閔
びん

妃
ひ

（明
めい

成
せい

皇后）　朝
ちょう

鮮
せん

国王・高
こう

宗
そう

の王
おう

妃
ひ

で、近
代化の推進を唱えた。保
守派の義父・大

たい

院
いん

君
くん

と権力
を争い、初めは日本に接
近したが、後に清

しん

を頼
たよ

り、
勢力拡大を狙

ねら

う日本軍人
の陰

いん

謀
ぼう

により暗殺された。

4

（閔妃殺害を報じる
アメリカの新聞の挿

さし
絵
え
）
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着色
図版
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日
本

東
ア
ジ
ア

　　　　　　　　アフリカでの争いが収束しつつあったヨーロッパ諸国は、

日
にっ
清
しん
戦争の結果で清

しん
の国力の衰

おとろ
えを知り、中国への勢力拡

大を本格化させた。各地に列強の租
そ
借
しゃく
地が設けられ、清は半植民地状態と

なった。この過程で布教が進んだキリスト教は、清の伝統や習慣と対立し、

外国勢力の象
しょう
徴
ちょう
とみなされて民衆の激しい排

はい
外
がい
運動の標的となった。

　こうしたなか、キリスト教排
はい
斥
せき
を目指す義

ぎ
和
わ
団
だん
が勢力を急速に拡大し、

鉄道・電信といった欧
おう
米
べい
由来の施

し
設
せつ
も攻

こう
撃
げき
して、1900 年には北

ペ
京
キン
の外国

公使館を包囲した。西
せい
太
たい
后
こう
ら清の保守派はこれを利用して諸外国に宣戦布

告したが、日本・ロシアを主力とする８か国連合軍に敗れた（義
ぎ
和
わ
団
だん
戦争）。

清は列強の北京駐
ちゅう
兵
へい
、多額の賠

ばい
償
しょう
金の支

し
払
はら
いなどを認める北

ペ
京
キン
議
ぎ
定
てい
書
しょ
に調

印し、植民地化はさらに進んだ。義和団鎮
ちん
圧
あつ
のため、ロシアは中国東北部

（満
まん
洲
しゅう
）にも派兵したが、ロシア軍は北京議定書の調印後も駐

ちゅう
屯
とん
した。

　　　　　　　20世紀に入ると、中国や朝
ちょう
鮮
せん
半島の利権をめぐって各国

の対立はさらに深まった。日本は、南下政策のために満洲か

ら撤
てっ
兵
ぺい
しないロシアが、次は朝鮮半島の確保を狙

ねら
っていると考え、警

けい
戒
かい
し

た。中央アジアでロシアと対立していたイギリスは、南アフリカ戦争と義

和団戦争での苦戦もあって日本に接近し、1902 年、日英同盟が結ばれた。
　朝鮮半島をめぐって日本とロシアの交

こう
渉
しょう
が進められたが、交渉は決

けつ
裂
れつ
し、

04年に、英
えい
露
ろ
対立の代理戦争ともいえる日

にち
露
ろ
戦争が始まった。門

もん
戸
こ
開放を

中国の
半植民地化

p.71

動画

巻末 1 1   2

QR

3 p.76

p.70

1901

日露戦争
p.40

p.72

（明治 35） 1 QR

p.40 1904 〜 05選択肢 p.12 QR

唱え、中国への進出をもくろむアメリカは、ロシアの満洲支配を批判して

日本を支
し
援
えん
し、一方フランスとドイツは、ロシア側についた。こうして、

戦争は列強諸国を巻き込
こ
んだ争いに拡大した。戦争を優位に進めた日本 

だったが、戦争の長期化により国力は消
しょう
耗
もう
し、ロシアでも民衆の不満が高

まり、情勢不安に陥
おちい
った。戦争継

けい
続
ぞく
が難しくなった両国は、日本海海戦で

の日本の勝利を機に、アメリカの調停でポーツマス条約を結び、講和した。
日本は南樺

から
太
ふと
の割
かつ
譲
じょう
、遼

りょう
東
とう
半島南部（関東州）の租借権、南満洲鉄道の利権

の譲
じょう
渡
と
をロシアから得たが、賠償金は得られなかった。このため、日本国

内では不満をもった民衆により日
ひ
比
び
谷
や
焼き打ち事件などの暴動が起こった。

　　　　　　　　　新政府は、旧幕府が欧米諸国と結んだ不平等条約の改

正を訴
うった
え続けていた。交渉は難航したが、ロシアを警戒

するイギリスと 1894 年に結んだ日英通商航海条約を契
けい
機
き
として、各国と

の間で領事裁判権の撤
てっ
廃
ぱい
を含

ふく
む改正が実現し、99年に発効した。併

あわ
せて

日本政府も、外国人の国内行動の自由を認めた。横
よこ
浜
はま
・神
こう
戸
べ
などの外国人

居留地は廃
はい
止
し
され、日本人との雑

ざっ
居
きょ
が始まった。また関税自主権も、条約

の有効期間が満期を迎
むか
える 1911 年に完全に回復された。これらの条約改

正により、日本は近代国家として国際社会に認められるようになった。

　また、下関条約によってばく大な賠償金を手にした日本は、重工業の発

展を目指し、1901 年に八
や
幡
はた
製鉄所の操業を開始して、国内や中国の石炭

を使い鉄鋼を国産化した。これにより、これまで輸入に頼
たよ
っていた鉄道や

戦
せん
艦
かん
の国内生産が可能になった。また、さまざまな分野の企

き
業
ぎょう
を経営し、

産業経済界を支配する財
ざい
閥
ばつ
が登場した。重工業の発展は、軍備の増強を促

うなが

し、日本の帝
てい
国
こく
主義政策を支えた。

4

5

p.95

1905

巻末 1

1905

条約改正と
重工業の進展

p.56、58

（明治 27） 6

p.62、118

p.76

p.12

p.74

QR

p.84

日露戦争、義和団戦争、日英同盟、ポーツマス条約、条約改正、八幡製鉄所、財閥

列強の中国進出と日
にち

露
ろ

戦争

　　　   図 1は、中国がどのような状
じょう

況
きょう

にあることを表しているのだろうか。読み解き

　日露戦争に際し、さまざまな意見が新聞や雑誌に掲
けい

載
さい

された。国民の心をとらえた
のは開戦論で、発行部数が多い新聞は政府の姿勢を軟

なん

弱
じゃく

と批判する主張を展開し、世
論に大きな影

えい

響
きょう

を与
あた

えた。他方で、非戦論を主張する人々もいた。内
うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

がキリス
ト教の信

しん

仰
こう

心から戦争反対の立場をとり、社会主義者の幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

は反戦を訴
うった

える『平
へい

民
みん

新
しん

聞
ぶん

』を創刊するなど、彼
かれ

らは世論に流されず、信念を貫
つらぬ

いた。

日露戦争に関するさまざまな意見

 　　　  開戦派と
反対派の主張は、
それぞれどのよう
な理由から生まれ
たのだろうか。

考えよう

歴史の
選択肢

２
部
６
章

中学校との関連

4 日
にっ

清
しん

戦争後、列強の進出により、東アジア諸国
にはどのような変化があったのだろうか。

学習
課題

　　　　日本とロシアが対立した理由と、
日露戦争の結果、日本が獲

かく

得
とく

したものにつ
いて、本文から書き出そう。

確認

　　　　日本の条約改正が成功した要因に
ついて、説明しよう。
説明

　　19世紀に強大な工業力と海軍を保有してい
たイギリスは、他国との同盟を結ばない政策
（「光栄ある孤

こ

立
りつ

」）をとっていたが、日英同盟を
皮切りに各国と協力関係を築くようになった。

1

➡　 東アジアでの列強
の権益範

はん

囲
い

　日
にっ

清
しん

戦争
後、弱体化した清

しん

に対
して、列強は領土の貸

たい

与
よ

（租
そ

借
しゃく

）や鉄道の敷
ふ

設
せつ

権を要求した。

2
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日本海海戦
日本がロシアの
バルチック艦隊を撃破

バルチック艦隊発見の知ら
せが、宮古島から手こぎ
漁船で石垣島へ届けられ、
電信で東京へ送られた。

❸1905年3月
奉天会戦
最大の陸戦、ロシア軍退却

❷1905年1月
ロシア軍最大
の基地が降伏

❶1904年2月
日露戦争の始まり
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遼東半島
りょうとう

りょじゅん

ほうてん
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山東
半島
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日本軍の進路
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げき は
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扌　 日露戦争の推移5

➡　 陸
む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

（1844
〜 97）　第２次伊

い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

内閣の外務大臣で、
イギリスとの条約改正
に成功した。日

にっ

清
しん

戦争
の開戦と講和、三

さん

国
ごく

干
かん

渉
しょう

の処理にもあたり、
その功績は「陸奥外交」
とたたえられている。

6

日本・東アジア ➡ p.75前の出来事

日本・東アジア ➡ p.79 次の出来事

➡　 西
せい

太
たい

后
こう

　清
しん

朝末
に政権を握

にぎ

り、当初は
洋
よう

務
む

運動を支持してい
た。その後保守派とし
て戊

ぼ

戌
じゅつ

の政変を起こす
も、義

ぎ

和
わ

団
だん

戦争後は立
憲君主政などの近代化
政策を承

しょう

認
にん

した。

3

着色
図版

　ロシアは朝
ちょう

鮮
せん

に問題を起こそうとしている。なぜなら、争い
の中心を朝鮮にすれば、満

まん

洲
しゅう

はもうロシアの勢力範
はん

囲
い

にあると
皆
みな

が思うからだ。…この開戦の機会を逃
のが

したら、日本はその存
立をもあやしくしてしまうのだ。その場しのぎに終始して、決
断を長引かせれば、結局待つのは自

じ

屈
くつ

の運命にほかならない。
� 〈『東京朝日新聞』1903 年 6月 24日より要約〉

東京帝
てい

国
こく

大学などの教授七名の共同意見

　私は日露戦争だけではなく戦争そのものに絶対に
反対する者である。戦争は人を殺すことであり、そ
れは大悪罪である。…戦争の利益は強

ごう

盗
とう

の利益であ
る…世の正義と人道と国家とを愛する者よ、この主
義に賛成せよ。
� 〈『万朝報』1903 年 6月 30日より要約〉

内
うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

の意見

　日本とロシアの両政府は自分たちの過失を認めず、
戦争の責任を押

お

しつけ合っている。…私たち平民は、
何の責任もないのに、その負担をすべて請

う

け負わな
ければならない。…われら平民は戦争を認めず、防
止し、速

すみ

やかに平和の回復を祈
いの

らなければならない。
� 〈『平民新聞』1904 年 2月 14日より要約〉

幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

の意見
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▲ p.75-76 ▲ p.77-78

日本だけでなく、清や朝鮮でも近代化の動きが高まったことが
わかります。また、開国の影響で経済が混乱した朝鮮で農民反乱
がおこり、そこに東アジアの主導権を争う日本と清が干渉した
ことで、日清戦争に発展したことがわかります。

南下政策を進めるロシアとの、朝鮮半島をめぐった交渉
が決裂したことで、日露戦争が起きたことがわかります。
また、中央アジアでロシアと対立していたイギリスが、日
本に接近して日英同盟を結んでおり、日露戦争には英露
対立の代理戦争という見方もあることがわかります。

特色
①

●2部6章3節～5節では、日本・清・朝鮮それぞれの近代化に、日清戦争・日露戦
争や世界の動きがどのように関わっていったのかがわかるようにしました。
●1節～5節を学習することで、帝国主義の動きは、近代化が進む東アジア諸国の
関係にどのような影響を与えたのかを理解できるようにしています。

下関条約を締結
清による冊封体制が崩壊

日本の重工業の発展
列強による軍備拡張競争

（ 5 節へ）

3

教科書p.75-76

変動する東アジアと日清戦争3節
教科書p.77-78

列強の中国進出と日露戦争4節
教科書p.79-80

日露戦争が与えた影響5節

4

世界と日本の出来事の関連が理解できる 単元構成
世界と日本の歴史的なつながり が見える教科書

2部6章　「帝国主義の影響と日本を含めた東アジアの変化」を例に
章の学習課題 帝国主義の動きは、近代化が進む東アジア諸国の関係にどのような影響を与

あた
えたのだろう

か。

帝
てい

国
こく

主義の影
えい

響
きょう

と日本を含
ふく

めた東アジアの変化6章

　私たちが生きる社会では、人種主義やかつての植民地支配に反対する運動が、今なお起こっている。こ
うした問題が生まれた背景には、19世紀の列強諸国で生まれた思想や政策が関係しており、日本が進む道
にも大きな影響を与

あた

えた。
　２部６章では、帝国主義の下

もと

でアジア諸国が模
も

索
さく

を続ける、19世紀後半を中心に学んでいく。列強によ
る植民地支配が進むなかで、近代化を進める日本や他の東アジア諸国の関係は、どのように変化していっ
たのか、その様子に注目して学んでいこう。

６章の学習内容と現在とのつながり

➡　 義
ぎ

和
わ

団
だん

に対する８か国連合
軍　清

しん

は、国内で武装蜂
ほう

起
き

した
義和団を支持し、列強に宣戦布
告した。これに対し、日本を含

ふく

む列強による８か国連合軍が結
成された。

1

章の振り返り 帝国主義が広がるなか、日本・中国・朝
ちょう

鮮
せん

の関係はどのように変化したのだろうか、あな
たの考えを説明しよう。

➡　 破
は

壊
かい

されたイギリス人植民
地首

しゅ

相
しょう

セシル＝ローズの銅像
（2020 年、南アフリカ）　反人
種主義の運動が広がるなか、植
民地拡大を主導した人物の銅像
が撤

てっ

去
きょ

・破壊されている。

2

破壊される前

破壊された後

列強諸国による帝国主義

東アジアの変化と日清・日露戦争

　　    世界市場のなかで、日
本はどのようにして産業革命を
進めていったのだろうか。

2 節

　　    近代化の進展により、日
本・清・朝鮮の国際関係は、ど
のように変化したのだろうか。

3 節

　　    日清戦争後、列強の進
出により、東アジア諸国にはどの
ような変化があったのだろうか。

4 節

　　    日露戦争の結果は、世
界各国にどのような影響を与え
たのだろうか。

5 節
　　    第 2 次産業革命後、
欧米諸国の進出により世界規
模でどのような変化が起こっ
たのだろうか。

1 節

ワークシート
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2部6章の問いの構造図
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● 産業革命の始まり
　産業革命は、市民革命をいち早く経験し、植民地獲

かく

得
とく

競争で勝利していた18世紀のイギリスで始まった。
　イギリスではインドからもたらされた綿織物が人気を
集めており、これを国内生産しようとしたことから、さ
まざまな発明が生まれた。動力である蒸気機関が登場し、
蒸気機関車や蒸気船がつくられるなど、産業革命は人々
の生活を大きく変化させ、同時に世界を農業中心から工
業中心の社会に変えていった。
　やがて産業革命は、イギリスの対岸にあるベルギーや、
七月革命後のフランスなど、西

せい

欧
おう

諸国にも広がった。
● 資本主義と社会主義
　産業革命に伴

ともな

って、資本家が労働者を雇
やと

い、工場でつ
くった製品で利

り

潤
じゅん

を得
え

るという資本主義が登場した。し
かし、児童労働や低賃金、長時間労働などが社会問題と
して認

にん

識
しき

されるようになり、各地で労働運動が展開した。
　こうしたなか、生産活動を計画的に共同で行おうとす
る社会主義の思想も生まれ、この思想は各国に広がり、
後のロシア革命に影

えい

響
きょう

を与
あた

えた。

● 世界市場の形成
　産業革命を経た西欧諸国は、市場と資源を求めて世界
各地に進出し、アジアやアフリカに植民地を建設して世
界市場に組み入れた。特にイギリスは、「世界の工場」と
よばれるほどの工業国となり、世界最大の植民地をもつ
帝
てい

国
こく

となった。植民地化を逃
のが

れたアジアの国々も、不平
等条約によって国内の伝統産業が衰

すい

退
たい

するなどの事態に
陥
おちい

り、経済的に欧
おう

米
べい

諸国へ従属していった。
● 第２次産業革命と台頭するアメリカ・ドイツ
　1870年代になると、重化学工業を中心とする第２次
産業革命が始まった。南北戦争を経て工業化が進んだア
メリカや、統一を遂

と

げたドイツが最新設備を導入してい
ち早く対応し、工業生産力において、設備投資に遅

おく

れた
イギリスを上回るようになった。これによりイギリスは
しだいに金

きん

融
ゆう

業に力を入れるようになった。
　また工業の発展に伴い、巨

きょ

額
がく

資金が株式で集められ、
銀行と国家が力をもち少数の巨

きょ

大
だい

な独
どく

占
せん

企
き

業
ぎょう

が経済を支
配する独

どく

占
せん

資本主義が形成された。同時に、欧米諸国に
よる帝

てい

国
こく

主義の動きが激化した。

p.29 1 p.43
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p.44
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p.95

p.45
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p.50

p.71 p.47

p.39

3

p.71

● 日本の産業革命
　開国によって世界市場に組み込

こ

まれた日本は、国内の
産業を守り、国際競争力をつけることが求められた。日
本の工業化は紡

ぼう

績
せき

業や製糸業といった軽工業から始ま
り、インドや中国から綿花を輸入して綿糸や綿布に加工
し、中国・朝

ちょう

鮮
せん

へ輸出した。日
にっ

清
しん

戦争で賠
ばい

償
しょう

金を得ると
八
や

幡
はた

製鉄所を操業して重工業も発達し、日
にち

露
ろ

戦争後には、
幕末に結んだ不平等条約の改正にも成功した。
　日本の工業化は江戸時代からの技術力や教育も影響し
て急速に進められた。また、政府が民間企業と結びつき、
支
し

援
えん

する形でも進められ、さまざまな分野の企業を経営
する実業家も登場して財

ざい

閥
ばつ

とよばれるようになった。
　こうしたなか、アジア諸国との関係を強めた日本は、
欧米諸国と同様、しだいに市場と資源を求めてアジアへ
の帝国主義の動きを強めていくこととなった。
● 第一次世界大戦とアジアの工業化
　産業革命による工業化は人々の生活を豊かにしたが、
一方で欧米諸国の対立を激化させ、第一次世界大戦を招
いた。ヨーロッパが戦場となったため、大戦中に世界市

場で力を伸
の

ばしたのが、アメリカと日本であった。アメ
リカは連合国へ多くの物資と資金を提供し、金融の中心
もイギリスからアメリカへ移動した。日本も船

せん

舶
ぱく

や鉄鋼
を連合国へ提供し、輸入が止まった化学製品も生産する
ようになったことで、重化学工業が急成長した。
　また大戦中、中国では上

シャン

海
ハイ

や天
てん

津
しん

などで軽工業を中心
に経済が活発となり、インドでも多くの実業家が登場し
た。これらの民族資本は、後の20世紀後半になってア
ジアの経済成長をけん引する企業へと成長していく。
● 経済不

ふ

況
きょう

と中国への進出
　こうした経

けい

緯
い

を経て、日本はアジア最大の工業国へと
成長した。しかし大戦が終結し、ヨーロッパ経済が回復
すると、日本は経済不況に陥った。不景気が続くなか、
アメリカで世界恐

きょう

慌
こう

も起こり、多くの生
き

糸
いと

をアメリカへ
輸出していた日本も大きな打

だ

撃
げき

を受けた。日本では危機
を乗り越

こ

えようと軍部の一部が満
まん

洲
しゅう

事変を起こし、民衆
やマスメディアはそれを支持した。その後、日本は経済
回復に成功するが、軍国主義の流れは止められず、日中
戦争・太平洋戦争へと向かっていった。

p.56

4

p.74

p.78

p.78

p.20

p.78

p.79

p.94

p.109 5

p.113

p.104

p.106

p.121

p.127

p.129 p.135

19世紀

産業革命の
開始

第２次
産業革命の
進展

イギリスの産業革命 工業化・都市化の進展 イギリスの繁栄

繊維工業の技術革新 西欧諸国に産業革命が波及

交通革命 社会主義の誕生
世界市場の
形成

資本主義
社会の成立

西欧諸国の
世界進出

アジア・
アフリカの
植民地化

83-1　産業革命（年表）

20世紀
アジアの
工業化と
日本の
中国進出

アメリカ・ドイツの台頭 帝国主義の激化 アジアの工業化

1929
世界恐慌

1937～
日中戦争
1941～
太平洋戦争

1914～18
第一次
世界大戦

独占資本主義
の成立

侵略的な領土拡張重化学工業の
発展

日本の産業革命 日本の工業の急成長
日本経済への
打撃

民族資本の成長

84-1　産業革命（年表）

〈『日本帝国統計年鑑』ほか〉
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扌　 日本の軽工業・重工業の生産の変化　日本の造船業は急成長し、
第一次世界大戦中には、造船量が米英に次いで世界第３位となった。
5

扌　 神
こう

戸
べ

三
みつ

菱
びし

造船所4

➡　 第１回万
ばん

国
こく

博覧会（ロンドン）　世界各地の産物や最
さい

先
せん

端
たん

の技術が
紹
しょう

介
かい

され、そこにはイギリス国内の産業発展を図
はか

るねらいもあった。
2

①産業革命と工業化の広がり 産業革命と工業化の視点から「近代化」をみていこう！
　「近代化」を考えるには、市民革命から始まる「国民国家」形成の動きとともに、産業革命から進む「工業化」の動きも大切となる。産業
革命の広がりは、現代にどのような影響を与えているのだろうか。また、この歴史から私たちは何を学ぶべきだろうか。

平等平等
とと
格差格差

扌　 「上院の支配者たち」（アメリカの風
ふう

刺
し

画）　アメリカの上院の議員より
も後ろに立つ人々の方が強い力をもっていると風刺している。
3

民衆の入口
閉
へい
鎖
さ

独
どく
占
せん
の、

独占による
独占のための上院

すず

石炭

砂糖

鉄 石油 銅 鉄鋼

扌　 紡
ぼう

績
せき

工場の内部　イギリスの産業革命は紡
ぼう

績
せき

業の技術革新から始ま
り、100 年以上かけて進行した。このため、「革命」とよんでよいのか、
という議論がある。

１

着色
図版

近現代史近現代史明解！

83 84

▲ p.83-84

「近代化」の学習内容
から、現代を生きる私
たちが何を学ぶべき
かを考えることを促し
ています。

1

上段では、世界の「工
業化」に関する資料と
フローチャートで、「工
業化」とそれに伴う近
現代の世界の流れを
把握できるようにして
います。

2

日本の「工業化」の動き
は、第一次世界大戦中
も続き、ヨーロッパが
戦場となったことで重
化学工業が成長したこ
と、また、日本だけでな
くアジア諸国も第一
次世界大戦中に経済成
長したことがわかるよ
うにしています。

5

学習指導要領で示された５つの観点のうち、この
ページに該当する観点をアイコンで示しています。

4

特色
① テーマに沿って世界と日本の動きが大観 できる「明解！近現代史」

●２部と3部の最後に、特設「明解！近現代史」を新設しました。各部を振り返る
にあたって特に重要な事項や概念の歴史的経緯を、資料や年表、文章から大観
できるようにしています。

アジア最大の工業国に成長した日本は、世界恐慌などによる経済不況を乗り越えて経済回復に成功したも
のの、その過程に関連した動きが、後の戦争にもつながったことがわかるようにしています。

6
産業革命に伴い、資本主義が登場した一方で、児童労働や長時間労働などが社会問題として認識されたこ
とにより、社会主義の思想が登場したことがわかるようにしています。

3

世界と日本の歴史的なつながり が見える教科書



全
体
構
成

特
色
①

特
色
②

特
色
③

見
開
き
構
成

単
元
紹
介

関
連
教
材

コ
ン
テ
ン
ツ

12 13

　幕末のころから、海外との交易（→ p.56）や
万
ばん

博
ぱく

（→ p.59）を通じて日本の文物が欧米諸国
に紹

しょう

介
かい

され、日本ブーム「ジャポニスム」が巻き
起こった。扇

せん

子
す

や着物、浮
うき

世
よ

絵
え

などが人気を集
め、やがて 19世紀後半に登場する「印象派」な
どに大きな影

えい

響
きょう

を与
あた

えた。

22 欧
おう

米
べい

の影
えい

響
きょう

を受ける日本の芸術

　欧米文化の流入で、文明開化（→ p.64）とよばれる生活の洋風
化が進んだ。衣食住以外にも、欧米の時間制度を導入し、国が定
めた同一の時間で生活するようになるなど、生活習慣にも影

えい

響
きょう

が
及
およ

んだ。また鉄道の敷
ふ

設
せつ

や蒸気船航路の開設、郵便制度の整備な
どにより、国内外から、多くの人や情報が行き交

か

うようになった。

　開国後の日本では、技術や文化以外にも、欧米の
芸術の特質や技法が取り入れられた。また、国民意
識の高まりも影響して、日本の伝統芸術も見直され
るようになり、和洋折

せっ

衷
ちゅう

の新たな芸術が登場した。

欧
おう

米
べい

文化で変わる日本の生活11
33 欧

おう

米
べい

で起こった日本ブーム「ジャポニスム」 
アジアに広まる和製漢語

　幕末から明治初期の日本では、欧米の書物が
大量に翻

ほん

訳
やく

された。しかし、そこに登場する概
がい

念
ねん

は日本語や中国の古典にないものも多く、
人々は新たな言葉を創出しながら翻訳を進めた。
　このように日本でつくられた漢字の新語（和製
漢語）は、日

にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦争期の中国人留学生
（→ p.79）などにより中国に逆輸入され、朝

ちょう

鮮
せん

や
ベトナムにも広まった。それとともに、江戸時
代以前につくられた訓読みの和製漢語も、アジ
アに広まっていった。

世界の中の
日本

➡　 駅の様子〈立斉広重作『東京汐留鉄道舘蒸汽車待合之図』 国立国会図書館蔵〉2

生活・文化から見る日本と世界 　 2 明治期

文明開化とジャポニスム
　開国後、神

こう
戸
べ

や横
よこ

浜
はま

などの開港地に外国人居留地
ができると、さまざまな分野で欧

おう
米
べい

文化が流入し、
日本人の生活は大きく変化した。一方で、日本の美
術も海を渡

わた
り、欧米で高い人気を得るようになった。

➡　 時間制度の変化4

➡　 『横
よこ

浜
はま

毎日新聞』　海外で一
いっ

般
ぱん

的だっ
た新聞は明治時代に発行が本格化した。
当初は政論新聞として自由民権運動と
共に発展し、近代化を後押

お

しした。

3

➡　 牛
ぎゅう

鍋
なべ

を食べる男性
　文明開化の下

もと

、多く
の人々が、それまで食
べていなかった牛肉を
口にして、新聞を読み、
髪
かみ

の毛を結
ゆ

うことをや
めてざんぎり頭となっ
た。〈『安愚楽鍋』 東京大学大学
院法学政治学研究科附属近代日
本法政史料センター明治新聞雑
誌文庫蔵〉

5

➡　 狩
か

野
のう

芳
ほう

崖
がい

作『悲
ひ

母
ぼ

観
かん

音
のん

』　芳崖は、フェノロサに勧
すす

め
られ、西洋技法を取り入れた新たな日本画を描

えが

いた。
7

〈東京藝術大学蔵 1888 年 
縦 195.8cm ×横 86.1cm〉 お雇

やと

い外国人が導いた
文化財保護

未来へ活かす歴史 開発開発
とと
保全保全

　明治政府に招かれたお雇い外国人（→ p.73）の
一人、フェノロサは、当初大学で政治学や哲

てつ

学
がく

を教えていたが、日本美術にひかれて研究を始
め、その振

しん

興
こう

に携
たずさ

わった。新日本画運動を提唱
して寺社の宝物を調査し、その保護と欧米への
紹
しょう

介
かい

に努めた。法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

の秘仏・救
く

世
せ

観
かん

音
のん

を約
200 年ぶりに開帳させた逸

いつ

話
わ

は有名である。こ
れらの調査は、文化財保護行政を先導し、1897
年には古社寺保存法が制定された。これにより、
優
すぐ

れた美術品を国宝に指定し、保護の支
し

援
えん

がな
されるようになった。今日も、1950 年に制定
された文化財保護法の下

もと

、保護活動が続いている。

扌　 黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

作『湖
こ

畔
はん

』　パリに留学した黒田は、日本
の西洋画に明るい色

しき

彩
さい

の画風をもたらした。〈東京国立博物
館蔵 重要文化財 1897 年 縦 69cm ×横 84.7cm〉

6あ  外国人　和服の日本人
と洋服の外国人が混在して
いる。この後、男性は洋装
が中心となっていく。

い  建物　洋風建築の外国
領事館が建ち並ぶ。洋風建
築は、東京（→ p.11）などの
都市にも次々とつくられた。

う  馬車と人力車　欧
おう

米
べい

の
馬車が日本にももち込

こ

まれ、
それを日本風に改良した人
力車もつくられた。

え  船　海上には、日本古
来の和船に加え、欧米から
やって来た蒸気船が見られ
る。

扌　 1871 年の神
こう

戸
べ

港　神
戸や横

よこ

浜
はま

など開港地は、外国
船の来港により、急速に生活
や街の様子が変わっていった。

１

〈『摂州神戸海岸繁栄之図』神戸市立博物館蔵〉

え

う

い

あ

江戸
時代

明治
時代

・日の出と日の入りを時間の基
準とする（不定時法）

・季節や地域で時間が異なる

・太陽暦（西暦）の採用
・1日を均等に24時間に分ける
（定時法）

たいようれき せいれき

➡　 ジェームズ＝ティソ作『日本の品々を眺
なが

める娘
むすめ

たち』〈1869 年 縦 70.5cm ×横 50.2cm〉

9

扌　 ロートレック作『ディヴァン＝ジャ
ポネ』　この多色刷りのポスターには、
遠近法を無視した色使いや、大

だい

胆
たん

な構図
などに、浮

うき

世
よ

絵
え

からの影
えい

響
きょう

がみられる。
ロートレックらの芸術は「アール＝ヌー
ヴォー」（新しい芸術）とよばれ、従来の
様式にとらわれない芸術が目指された。

〈1893 年 縦 79cm ×横 60cm〉

10

➡　 英語と日本・中国・朝
ちょう

鮮
せん

における翻
ほん

訳
やく

語　そ
れぞれ現在使われている表記である。
11

チョン チ

キョン ヂェ

  サ フェ

クォル  リ

ムン ミョン

 ヨク サ

ジョンジィ

ジンジィ

シュウフイ

チュアン リィ

ウェンミン

リィ シイ

英語
politics

economy
society
right

civilization
history

日本語
政治
経済
社会
権利
文明
歴史

中国語
政治
经济
社会
权利
文明
历史

朝鮮語
정치

경제

사회

권리

문명

역사

➡　 岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

（1862 〜 1913）
とフェノロサ

（1853 〜 1908）
　岡倉はフェノロ
サの生徒で、共に
伝統保存と日本画
復興に尽

じん

力
りょく

した。

8 岡倉天心
フェノロサ

67 68

▲ p.67-68

開国後の日本では、欧
米の影響が生活だけで
なく芸術にも及んだこ
とがわかるようにして
います。

3

日本の文化が世界に影
響を与えたことも紹介
することで、世界側、日
本側の双方の視点から
歴史をとらえられるよ
うにしています。

4
開国により世界の影響
を受けて変化した生活
の様子がわかるように
しています。

2

【生活・文化から見る日本と世界】
ページ タイトル 時代

p.25-26 成熟する江戸文化 江戸後期
p.67-68 文明開化とジャポニスム 明治期
p.117-118 大衆社会の出現と都市生活の欧米化 大正期
p.139-140 軍国主義による国民生活の変化 戦中期
p.173-174 一億総中流社会から生まれる文化 高度経済成長期

特色
① 世界と日本の相互の関係がとらえられる「生 活・文化から見る日本と世界」

●日本と世界の文化的なつながりを、ビジュアルな資料と文章で紹介しています。
●生徒の興味を引く豊富な絵画や写真資料で、生活・文化を視覚的にとらえるこ
とができるようにしました。
●当時の日本の人々の生活・文化がどのように世界の影響を受け、また、世界にど
のような影響を与えたのかがわかるようにしました。

導入として、当時の日本
の人々の生活が具体的
にわかる絵画や写真と
その解説を掲載してい
ます。

1

世界と日本の歴史的なつながり が見える教科書
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体
構
成

特
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ン
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ン
ツ

14 15

　東アジアは、ユーラシア大陸東部の中国を中心として、
朝
ちょう
鮮
せん
半島や、日本列島などからなる。その北部の砂

さ
漠
ばく
・

草原地帯では遊牧が、東北部の森林地帯では狩
しゅ
猟
りょう
が営ま

れ、黄
こう
河
が
流域と中国東北部の平原地帯では畑作が中心と

なり、あわやきびなどの雑
ざっ
穀
こく
が栽

さい
培
ばい
される。一方、長

ちょう
江
こう

流域やそれより南、日本・朝鮮半島南部などは、季節に
よって風向きが変化するモンスーン（季節風）の影

えい
響
きょう
を受

ける温暖・湿
しつ
潤
じゅん
の地域であり、水田稲

いな
作
さく
が発達した。

　殷
いん
で生まれた甲

こう
骨
こつ
文字を源流とする漢字、漢

かん
代に広

まった儒
じゅ
教
きょう
、内陸アジアを通じて伝来し中国化した仏教、

法制度における律
りつ
令
りょう
制などの中国文化は、やがて東アジ

ア諸地域や、ベトナム北部にも波
は
及
きゅう
して、共通の文化要

素をもつ東アジア文化圏
けん
を形成することになった。

中国の文化を共有する文明
─東アジアの風土と人々

　中国の春
しゅん

秋
じゅう

時代に生きた孔
こう

子
し

は、
家族への愛情を基

き

礎
そ

として、その家
族道徳を国家まで広げる思想を説い
た。孔子の教えや行動は、弟

で

子
し

によ
り『論

ろん

語
ご

』としてまとめられ、その教
えは発展した（儒

じゅ

家
か

）。漢
かん

代には、官
かん

僚
りょう

が学ぶべき教えに定められ、民衆
にもその考えが広まった。その後、
儒教は東アジア諸国にも広まり、影

えい

響
きょう

を与
あた

えた。
　　　　孔

こう

子
し

（前 551？～前 479）創始者

儒
じ ゅ

教
きょう

東アジアの風土と人々1

東アジアの文明前近代資料
地域の歩み❶

ポタラ宮

姫路城

首里城跡

京都
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鼓浪嶼
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しん し こうてい

たいざん

こう し びょう

りゅうきゅう

しゅ  り

八幡製鉄所

富岡製糸場

ベンガル湾

長江
ちょう こう

黒
アム
ル
川

ー
竜
江

黄
河

こう

が

淮河
わい  が
黄海
こうかい

東シナ海

日

本

海

太

平

洋

こ
く
り
ゅ
う

う
こ

ソウル

北京

洛陽西安

ラサ

敦煌

上海

香港

平壌 東京

ウランバートル

成都

南京

寧波

広州

杭州

とんこう

せい と

せいあん
らくよう

ナンキン シャンハイ

ニンポー

ペ キン

ホンコンこうしゅう

ピョンヤン

こうしゅう

澳門
マカオ

たいわん
台湾

ふっけん

カントン

福建省

広東省

かんしゅく
甘粛省

こ ほく
湖北省

こう そ
江蘇省

チベット
　 　 高 原

脈

タリム盆地タ

脈

ヒ
マラヤ山

漠
ク
ラマカン砂

天 山 山

てん

さ ばく

ざん

ゴビ砂漠

興こ
う

安あ
ん

嶺れ
い

山
脈

大だ
い

原
高ルゴンモ

ロシア連邦ロシア連邦

カザフスタンカザフスタン

モンゴルモンゴル
朝鮮民主主義
人民共和国
朝鮮民主主義
人民共和国

日本日本
大韓民国大韓民国
だいかんみんこくだいかんみんこく

ちょうせんちょうせん

中華人民共和国中華人民共和国
ちゅう  かちゅう  か

れん ぽうれん ぽう

インドインド

ベトナムベトナム
ラオスラオスタイタイ

ミャンマーミャンマー

バングラデシュバングラデシュ

ブータンブータン

ネネ
ルル

パパ
ーー

８

５

１

6

９7

２
４

川によるさまざまな地域名
江は長江のことで、江南はその下流域の南側の地
を指す。ほかにも、黄河の南北を指す河南・河北や、
淮河（淮水）の南北を示す淮南・淮北などがある。

わいなん

こうなん

わいほく

か なん か ほく

わいすい

時代を超える運河（→巻頭15）
隋の皇帝は政治の華北と経済の江南を
結びつけようと運河を開削したが、それ
が滅亡の原因ともなった。運河の建設
は唐・宋と引き継がれ、元の時代に完成
し、その後も中国の物流を支えた。

か  ほく こうなん

かいさく

ずい

めつぼう

とう そう げん

東西交流の道「シルクロード」
西安から西に延びる陸路は、アジ
アとヨーロッパを結ぶ東西交通
路として大いに栄えた。しかし、時
代が進むにつれ、東西交通は海上
ルートが中心となっていった。

主な陸上ルート　　主な遺跡
主な海上ルート　　主な世界文化遺産

　～　、　～　は写真やグラフの位置を示す1 ２ ４ ９

0 500km

扌　 東アジアの風土3　孔
こう

子
し

は言った。人々を導
く際に法律や制度のみを
用いて、統制のため刑

けい

罰
ばつ

ば
かりを行えば、人々はその
抜
ぬ

け道を恥
はじ

もなく探すだ
ろう。徳（思いやり、愛情）
をもって人々を導き、礼
（敬意、礼

れい

儀
ぎ

）をもって統制
すれば、人々は恥を知り、
みずから身を正すだろう。

論
ろん

語
ご

（為
い

政
せい

第二 三）

➡　 水田を耕す農耕民（中国南部）１ ➡　 草原地帯の遊牧民（モンゴル）2

➡　 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（日本）　607年に聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
と

王
おう

）が建
こん

立
りゅう

し
たと伝えられる仏教寺院。金

こん

堂
どう

（左）と五
ご

重
じゅうの

塔
とう

（右）は、現
存する世界最古の木造建築として有名である。

9

世界
遺産

➡　 孔
こう

子
し

廟
びょう

（中国）　儒
じゅ

教
きょう

の祖である孔子をまつる
孔子廟は、中国はもとよ
り世界各地に建てられて
いる。写真は孔子旧宅が
あった場所に建てられた
最初の孔子廟で、歴代の
中国皇

こう

帝
てい

によって代々保
護された。

8世界
遺産

➡　 石
せっ

窟
くつ

庵
あん

（韓
かん

国
こく

）　新
しらぎ

羅
の時代に建てられたこの
寺院は、新羅美術の最高
傑
けっ

作
さく

とされている。同時
期、石窟寺院や石仏が中
国・インドでも数多くつ
くられていた。

7

世界
遺産

➡　 上
シャン

海
ハイ

5➡　 ウランバートル4 ➡　 東京6

1 4 7 10月1 4 7 10月

ウランバートル
（モンゴル）

上海
（中国）

1 4 7 10月
年平均気温 0.3℃
年降水量 278㎜

年平均気温 17.2℃
年降水量 1212㎜

年平均気温 15.8℃
年降水量 1598㎜

東京
（日本） ㎜
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ノルマン人（ヴァイキング）の故郷
氷河によってつくられたフィヨル
ドなどがノルマン人の拠点だった。
彼らは地中海まで進出し、北アメリ
カ大陸にも到達していた。

ヨーロッパの玄関口　アジアとヨー
ロッパの境にあるイスタンブルは古
代から交通の要衝として栄え、また
何度も侵略を受けた。現在はトルコ
共和国にある。

オランダの風車は西アジア生まれ？
オランダ名物である風車は、堤防
内の水を排水するためのものだが、
そもそもは水の少ない西アジアで
水車の代わりに水をくみ入れるた
めに発明されたものだった。

ようしょう

しんりゃく

きょてん

1～7、9～10は
写真やグラフの位置を示す
主な世界文化遺産

0 500km

➡　 ヨーロッパの風土8　ヨーロッパはユーラシア大陸の西
せい
端
たん
を占

し
め、日本よりも高

緯
い
度
ど
にあるが、大西洋の暖流と偏

へん
西
せい
風
ふう
の影

えい
響
きょう
で気候は比

ひ
較
かく
的

温和である。
　アルプスより南の地中海の気候は、一年中温暖で夏季の雨
は少なく土

ど
壌
じょう
がやせていて、オリーブやかんきつ栽

さい
培
ばい
などに

適している。地中海で生まれた明るく開放的なギリシア・ロー
マの文明は、後のヨーロッパ文明に影響を与

あた
えた。北部はか

つては森林が広がっていたが、開
かい
墾
こん
を行ったり、時には干

かん
拓
たく

も行ったりして農地を拡大していった。これは、農業だけで
はなく、他の産業を発展させる基

き
盤
ばん
にもなった。

　ヨーロッパに社会的精神的な共通性がつくり出され、独自
の文化が発展するうえで、キリスト教は極

きわ
めて重要な役割を

果たしてきた。

さまざまな民族の交流が育んだ文明
─ヨーロッパの風土と人々

　　　　　　　
　ローマ教皇を最高指導者とし、
世界的な信者数は 12億人を超

こ

え
る。ヨーロッパの海外進出に伴

ともな

い、
世界各地に広まった。

カトリック

　　　　　　　
　宗教改革によって誕生し、世界
的な信者数は約 6億人。プロテ
スタントは、「（信

しん

仰
こう

の弾
だん

圧
あつ

に）抗
こう

議
ぎ

する」の意味をもつ。

プロテスタント

　　　　　　　
　ローマ帝

てい

国
こく

の東西分立以降、東
ローマ帝国で発展。現在の信者数
は東

とう

欧
おう

・ロシアを中心に約 3億人。
信
しん

仰
こう

では聖画像が重要視される。

正教会

ヨーロッパにおけるキリスト教

ヨーロッパの風土と人々1

ヨーロッパの文明前近代資料
地域の歩み❹
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16世紀

➡　 礼拝の様子（イタリア）2

➡　 礼拝の様子（ドイツ）3

➡　 礼拝の様子（ウクライナ）4

➡　 中世の円形都市ネルトリンゲン（ドイツ）１
➡　 聖ピエトロ大聖堂　カトリック
の総本山。16世紀、この地の大聖堂
を改築するため、贖

しょく

宥
ゆう

状（→巻頭 29）
が売り出された。

9
世界
遺産

聖ピエトロ
広場

ヴァティカン宮殿

システィナ
礼拝堂

聖ピエトロ
大聖堂

謁
えっ
見
けん
ホール

➡　 聖週間の祭り（スペイン）　カト
リックにとって重要な行事で、町に
はキリストや聖母マリアの像を乗せ
た山

だ

車
し

のパレードがにぎわう。
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ヨ
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ロ
ッ
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25巻頭 26巻頭

臣の統制に利用した。そして、外国との関係では、幕府が長崎を
中心とした管理体制を整備し、キリスト教の禁止を徹

てっ

底
てい

した。
● 泰

たい

平
へい

の世へ
　島

しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

の後、大きな争いがなくなり社会は安定したが、
17世紀前半は小氷河期で飢

き

きんが頻
ひん

発
ぱつ

した。年
ねん

貢
ぐ

米
まい

を徴
ちょう

収
しゅう

する
幕府は、百

ひゃく

姓
しょう

の営みを安定させるため、さまざまな政策を打ち出
した。こうした結果、耕地面積が拡大し、人口も大

おお

幅
はば

に増加した。
　また、戦乱がなくなり、社会秩

ちつ

序
じょ

が安定してくると、幕府の政
治方針は、武力ではなく学問や秩序・礼節を重んじたもの（文

ぶん

治
ち

政
せい

治
じ

）へと転
てん

換
かん

した。

● 江戸幕府の成立と支配体制の整備
　秀吉の死後、徳

とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が台頭し、関
せき

ケ
が

原
はら

の戦いで豊臣家を支持
する勢力に勝利した。家康は将軍となって、全国統一政権の江戸
幕府を開き、江戸時代が始まった。その後、豊臣家を滅

ほろ

ぼし、幕
府の支配が確立した。
　国内では、幕府が直接支配する直

ちょっ

轄
かつ

地と、大名が独自に支配す
る藩

はん

に分けられ（幕
ばく

藩
はん

体制）、支配階級である武士を中心に身分制
が固められた。大名は武

ぶ

家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と

などを通じて統制されることと
なり、妻子を江戸にとどめ、定期的に江戸へ滞

たい

在
ざい

する参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

を
行い、全国の工事にも従事した。同時に、大名も幕府の権

けん

威
い

を家

● 戦乱の世と西洋との出会い
　15世紀半ばの応

おう

仁
にん

の乱のころから、各地の戦国大名がそれぞ
れの地域を治める戦国時代が始まった。一方で、大航海時代（→
巻頭 29）が始まりヨーロッパ商人が日本に到

とう

来
らい

すると、戦国大
名は彼

かれ

らと貿易を行った（南
なん

蛮
ばん

貿易）。鉄
てっ

砲
ぽう

などさまざまな西洋の
文物が日本に伝わり、キリスト教も九州を中心に広まった。
　16世紀半ば、戦国大名の織

お

田
だ

信
のぶ

長
なが

は、連
れん

携
けい

を深めていた大名
や寺社勢力を屈

くっ

服
ぷく

させて全国統一に乗り出し、その路線を引き継
つ

いだ豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が統一を完成させた。秀吉は、太
たい

閤
こう

検地によって全
国の土地を数値で把

は

握
あく

して管理し、兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

を進めた。

● 広がる庶
しょ

民
みん

の文化
　社会の安定化により貨

か

幣
へい

の流通も活発になり、年貢米を収入と
する武士に対して、町人や百姓たちのなかから商売を通して経済
力をつける人々が登場した。江戸時代の初めは武士や朝

ちょう

廷
てい

が文化
を担

にな

ったが、18世紀近くになると上
かみ

方
がた

の大商人たちが経済力を
背景に文化の中心となり、町人の世界を描

えが

く作品も登場した。
　しかし、19 世紀になると経済の中心は江戸に移った。特に
19世紀初めは大飢きんや災害が少なく比

ひ

較
かく

的豊かな時代だった
ことから、庶民たちが落語や浮

うき

世
よ

絵
え

、寺社参
さん

詣
けい

の旅行といった娯
ご

楽
らく

を楽しむことができるようにもなっていった。

日本の歴史②3

扌　 ポルトガル人の地図に記された石
いわ

見
み

銀山　
17世紀初めには、日本は世界の銀の約 3分の 1
を産出したといわれ、その多くは中国に輸出され
た。主要な銀山であった「石見」の地名は、ヨーロッ
パにまで広まった。

１

〈『日本図』 TOPPANホールディングス株式会社 印刷博物館蔵〉

➡　 豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

（1537〜 98）
　信

のぶ

長
なが

の死後、家臣の秀吉は
日本国内の統一を果たした。
兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

を進め、刀
かたな

狩
がり

で民衆
の武器を没

ぼっ

収
しゅう

した。その後、
大陸進出を目指した秀吉は、
朝
ちょう

鮮
せん

に攻
せ

め込
こ

み、そのさなか
に亡

な

くなった。〈重要文化財 宇和
島伊達文化保存会蔵〉

2

扌　 江戸城　江戸幕府の代々の将軍が暮らした。左下には朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

（→ p.19）が描
えが

かれている。天
てん

守
しゅ

は 1657年に焼
しょう

失
しつ

し、そ
の後は再建されなかった。〈『江戸図屛風』（部分） 国立歴史民俗博物館蔵〉
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室町
時代 江 戸 時 代

16001500
安土桃山時代戦 国 時 代

1467
応仁の乱
（～77）

○
下剋上が
盛んになる

○
銀生産が盛んになる1

○
朱印船貿易が
盛んになる

○
江戸幕府、禁教・貿易
統制を進める67

○
各地で
一揆が起こる

1543
鉄砲伝来

南蛮貿易開始

1573
織田信長、
室町幕府を
滅ぼす

1635
武家諸法度、

参勤交代を制度化
5

1615
豊臣氏が滅びる
（大阪の陣）

1637
島原・天草
一揆（～ 38）

1590
豊臣秀吉、
全国統一
　　　2 1603

徳川家康、
征夷大将軍になる
（江戸幕府）34

1600
関ヶ原の
戦い

1582
太閤検地が
始まる

1592、97
豊臣秀吉の
朝鮮侵攻

1549
ザビエルにより
キリスト教伝来

さか

ほろ

18001700
江 戸 時 代

1683
武家諸法度、
文治政治への転換を明確化

○
農具の改良、
新田開発が進む8

○
上方で元禄文化が
栄える

○
国内の交通網が
整備される

○
蘭学の発展

○
百姓一揆・
打ちこわしが
増える

○
江戸で
化政文化が
栄える

1732
享保の飢きん

1716
享保の改革
（～ 45）

1772
田沼意次の改革

（～86）
1782
天明の飢きん
（～ 87）

1787
寛政の改革
（～ 93）

1774
「解体新書」出版

てんかん

もう
き

➡　 江戸時代の人々と
町・村　人口の８割以
上を占

し

める百
ひゃく

姓
しょう

は、村
で耕作に励

はげ

んで年
ねん

貢
ぐ

米
まい

などを納め、労働力を
提供した。１割程度の
職人や商人は都市に居
住し、土地の税金や労
働力、技術を提供した。
武士は都市に集まり、行
政を担

にな

った。

4

町

村

（武士の指示で
町人が一定の
自治を行う）

武士
・藩全体の政治に
関わる

・名字・帯刀など
の特権をもつ

百姓
主に農業を営む

町人
（職人・商人）

（武士の指示で
百姓が一定の
自治を行う）

税・労働力

年貢米・諸作物・労働力

はん

たいとう

ねん ぐ

扌　 絵
え

踏
ふみ

の様子　キリスト教徒ではないことを
証明するため、九州など信者の多い地域ではキリ
ストの絵像を毎年踏

ふ

んだ。日本独自の制度として
世界に知られ、『ガリバー旅行記』にも記述がある。

〈オランダ ライデン国立民族学博物館蔵〉

6

役人

絵を踏む人

順番を
待つ家族

扌　 江戸時代のさまざまな農具　江戸時代の農民は、少人数で限られ
た土地を効率的に耕すために農具を改良した。〈『老農夜話』 東京大学史料編纂所蔵〉

8

唐
とう
箕
み
（もみの選別）

千歯こき（脱
だっ
穀
こく
）

からさお
（脱穀）

銀鉱山

石見

➡　 踏
ふみ

絵
え

〈重要文化財 東京国立博物館蔵〉7

扌　 参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

　参勤交代は、大名の負担となったが、大勢の人が行き交
か

う
ことで、交通の活性化や文化の伝

でん

播
ぱ

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。
5

〈会津若松市デジタルアーカイブより転載〉

日
本

13巻頭 14巻頭

日本を含む東アジアの
国々が、漢字や儒教など
中国の文化の影響を受け
てきたことがわかるよう
にしています。

ヨーロッパ諸国の国境の
変遷や、キリスト教の解説
を確認することで、本編
の学習を補完できるよう
にしています。

1

2

地域の風土ページ

地域の概説ページ

地域の風土ページ

【前近代資料　地域の歩み】
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巻頭9-10

東アジアの文明

東アジアの風土と人々
巻頭11-12 日本の歴史①
巻頭13-14 日本の歴史②　 拡充

巻頭15-16 東アジアの歴史
巻頭17-18

南・東南アジアの文明
南・東南アジアの風土と人々

巻頭19-20 南・東南アジアの歴史
巻頭21-22

西アジア・北アフリカの文明
西アジア・北アフリカの風土と人々

巻頭23-24 西アジア・北アフリカの歴史
巻頭25-26

ヨーロッパの文明
ヨーロッパの風土と人々

巻頭27-28 ヨーロッパの歴史①
巻頭29-30 ヨーロッパの歴史②
巻頭31

南北アメリカの文明
南北アメリカの風土と人々

巻頭32 南北アメリカの歴史

▲ 巻頭9-10

▲ 巻頭25-26

▲ 巻頭13-14

中学校で学習した日本の歴史を確認してから、「近代化」の
学習に入れるようにしています。

3

特色
①

●必須の学習事項ではない資料ページとして、世界や日本の前近代史を本編の
前に設置し、必要に応じて中学校で学習した事項の確認や、近現代の学習の補
完ができるようにしています。
●地域の風土ページでは、風土を表す地図や写真、解説から、各地域の特徴をイ
メージできるようにしています。
●地域の概説ページでは、左右を貫く年表を軸に、さまざまな資料を用いて各地
域の古代史～近世史をビジュアルに紹介しており、各地域の大きな歴史の流れ
を確認することができるようにしています。

世界と日本の前近代史がコンパクトにまと まった「前近代資料　地域の歩み」

世界と日本の歴史的なつながり が見える教科書
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➡ 阿
あ

部
べ

正
まさ

弘
ひろ

　1843 ～
55 年まで老中を務め
る。水野の対外政策を
引き継

つ

ぎ、慣例を破っ
て大型船建造の禁止を
解く。

幕府の対外交
こう

渉
しょう

をどう評価するか

読み解き  資料●❶・●❷を読んで、正し
いと思う方に〇をしよう。
ポイント　幕府は海外の情報を、

（ 得ていた　得ていなかった ）。 
このため、海岸の防備が、

（ 必要と考えた　不要と考えた ）。

読み解き  資料●❸において問題となる条文はあるだろうか。ま
た評価すべき条文はあるだろうか。

読み解き  資料●❹を踏
ふ

まえ、ハリスの演説は幕府にどのような
影
えい

響
きょう

を与
あた

えたと考えられるだろうか。
読み解き  資料●❺において問題となる条文はあるだろうか。また評価すべき条
文はあるだろうか。

歴史家たちは、幕府が行った交渉について、主に
以下のような評価を下している。あなたはどちらだ
と考えるだろうか。

質問 1 あなたが資料●❸・●❺の条約のなかで「評価 1 の根
こん

拠
きょ

になる」と考える条文はどれか。
質問 2 あなたが資料●❸・●❺の条約のなかで「評価 2 の根拠になる」と考える条文はどれか。
質問 3 あなたはこの幕府の対外交渉をどう評価するか、学習課題での考えを再検証しよう。評価 1 と評価 2 の根拠と

なる条文にもそれぞれ触
ふ

れて、あなたの考えを説明しよう。また、グループになり、考えを発表し合い、どのよ
うな意見の相

そう

違
い

があるか議論しよう。

補�足①　第２条により、下田・箱館（函館）の開港が認めら
れたが、漂流民の保護、薪水・食料・石炭の供給に限定
したもので、従来の薪水給与令と変わらなかった。
補�足②　第９条は、片

へん

務
む

的最
さい

恵
けい

国
こく

待
たい

遇
ぐう

の承
しょう

認
にん

であり、欧
おう

米
べい

諸国では双
そう

務
む

的に結ぶことが一
いっ

般
ぱん

的になっていたこ
とから、不平等な内容となっていた。

補�足③　第 11条における領事の駐留については、日本語
文では双

そう

方
ほう

が、英語文は一方が必要とした場合となっ
ており、結果的に領事が下田に置かれることとなった。

補�足①　第４条により、関税自主権を失ったが、1866年の改正までは、
日本に有利な税率となっていた。商品別に値段か重さかで税率が定め
られたが、後の貿易の急増で、重さによる税率の方が対応しきれなく
なった。アヘンの禁止も重要であった。
補�足②　第６条は領事裁判権についてで、当時の日本の刑

けい

罰
ばつ

は欧
おう

米
べい

に比
べてかなり重く、このままでは欧米からの大

おお

幅
はば

な干
かん

渉
しょう

が予想されたた
め、幕府側もこの形を望んだ。

補�足③　第７条で外国人の歩ける範
はん

囲
い

を決めたことにより、外国人商人は
居留地以外での商売ができず、日本の国内市場を守ることにもつながった。

①�まずは「検証 A 幕府側
の考え」を検証
②�次に「検証 B 日米和親

条約の内容」を検証
③�「検証 C ハリスとのや

り取り」を検証
④�「検証 D 日米修好通商

条約の内容」を検証
⑤�「最終課題」で考えを
まとめよう！

手順

幕府側の考え検証 A
資料●❶ 水

み ず

野
の

忠
た だ

邦
く に

が得ていたアヘン戦争情報 資料●❷ 阿
あ

部
べ

正
ま さ

弘
ひ ろ

の諸大名への説明

評価 1
日本はこの不平等条約の
内容に苦しんだ。幕府の
交渉は失敗である。

評価 2
当時の状

じょう

況
きょう

下で最大限の努力をし、
結果的に日本は植民地化をまぬか
れた。交渉は失敗とはいえない。

資料●❸ 日米和親条約 （1854 年）

資料●❹ アメリカ総領事ハリスの
演説（1857 年）

資料●❺ 日米修好通商条約 （1858 年）

日米和親条約の内容

ハリスとのやり取り 日米修好通商条約の内容

扌 ペリーの神奈川（横
よこ

浜
はま

）上陸

　清
しん

国がアヘンの取り引きを厳禁にしたことにより、
イギリス人は不平を抱

いだ

き、軍
ぐん

艦
かん

40 隻
せき

余りを寧
ニン

波
ポー

に向
かわせ、戦争を開始。寧波の一部が奪

うば

いとられたと
のことを来

らい

舶
はく

者より聞いた。異国のことだが、これ
は自国の戒

いまし

めにすべきである。浦
うら

賀
が

の防
ぼう

御
ぎょ

について
の建議が未定になっているが、行き届いていない。
� 〈1841年１月�佐渡奉行への手紙より現代語訳〉

　つまりは和戦の二字に帰着した。…近海をはじめ防
ぼう

御
ぎょ

は万
ばん

全
ぜん

ではない。
彼
かれ

ら（アメリカ）が…来年渡
と

来
らい

しても要望の許否は明言せず、なるべく平
へい

穏
おん

に取り計らうつもりである。しかし彼らが乱暴に及
およ

ばないとも限らない。
その時になって覚

かく

悟
ご

がなくては国
こく

辱
じょく

ものになるだろう。…万が一戦いに
なった場合には、…心力を尽

つ

くし忠勤に励
はげ

むべしとの将軍のおおせである。
� 〈1853年11月1日�『幕末外国関係文書之三』より現代語訳〉

第 ２条　�伊
い

豆
ず

の下
しも

田
だ

、松
まつ

前
まえ

の箱
はこ

館
だて

（函館）の両港は、アメ
リカ船が薪

しん

水
すい

・食料・石炭など欠
けつ

乏
ぼう

している品
を日本で調達するために限って渡

と

来
らい

することを、
日本政府は許可する。

第３条　�アメリカ船が日本沿岸に漂
ひょう

着
ちゃく

したときは救助し、漂
ひょう

流
りゅう

民を下田
または箱館に護送し、アメリカ人が受けとれるようにする。

第９条　�日本政府は、現在アメリカ人に許可していないことをほかの外
国人に許可するときは、アメリカ人にも同様に許可する。

第11条　�両国政府は、やむをえない場合には、合衆国の領事を下田に駐
ちゅう

留
りゅう

させることがある。もっともそれは条約調印から 18か月後
でなくてはならない。� 〈要約〉

①�アメリカは日本を親友と思ってお
り、かつ、アメリカは戦争で領土
を獲

かく

得
とく

したことはない。
②�西洋各国は貿易を盛

さか

んに行ってお
り、アメリカの希望は外交官の江
戸への駐

ちゅう

留
りゅう

と自由貿易である。
③�アロー戦争が終

しゅう

盤
ばん

になり、イギリス・フランスの脅
きょう

威
い

が迫
せま

っており、アヘン貿易による害悪も危
あや

ぶまれる。
④�アメリカとの条約があれば、欧

おう

州
しゅう

諸国との確
かく

執
しつ

が起
こった際、アメリカ大統領が仲立ちをする。� 〈要約〉

第３条　�下
しも

田
だ

・箱
はこ

館
だて

港のほか、神奈川と長崎、新潟、兵庫を開港する。
神奈川開港の６か月後に下田は閉

へい

鎖
さ

する。
第４条　�日本に対する輸出入の商品には、別記のとおり日本政府へ関

税を納めること。…アヘンの輸入は禁止する。
第６条　�日本人に対して法を犯

おか

したアメリカ人は、アメリカ領事裁判
所で調べたうえ、アメリカの法律で罰

ばっ

する。アメリカ人に対
して法を犯した日本人は、日本の役人が調べたうえで、日本
の法律で罰する。

第７条　�開港場においてアメリカ人の歩ける範
はん

囲
い

は…神奈川、六
ろく

郷
ごう

川
筋を限界とし、そのほかは各方面 10里とする。� 〈要約〉

歴史に迫る！
ワークシート歴史に

迫る！ 2
検証 B

検証 C 検証 D

学習
課題

最終
課題

➡ 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

　1834 ～ 43 年まで老中を
務め、天保の改革を進める。この発言後、
水野は西洋兵学の研究を進め、薪

しん

水
すい

給
きゅう

与
よ

令
れい

（→ p.55）を発布する。

歴史家たちの評価

扌 ハリス　アメ
リカの初代日本
駐
ちゅう

在
ざい

総領事。

積極開国派の意見
　神奈川・横

よこ

浜
はま

を
開港し、欧

おう

米
べい

諸国
からさまざまなこ
とを吸収して、幕
府の富国強兵を成
し遂

と

げるべき。

消極開国派の意見
　「アメリカは非侵

しん

略
りゃく

国」と言っ
ているが、風説書によれば事実
ではない。また、アヘンを中国
に輸出している事実もある。拒

きょ

絶
ぜつ

すれば戦争になるので、当分
は穏

おん

便
びん

な処置で対応すべき。

➡ ペリー

着色
図版

　1853 年、ペリーが軍
ぐん

艦
かん

4 隻
せき

を率
いて浦

うら

賀
が

沖に現れた。「鎖
さ

国
こく

」のさな
かにあった日本は、この黒船来航を
きっかけに、1854 年に日米和親条
約、1858 年に日米修好通商条約を
結んで、開国に踏

ふ

み切った（→p.56）。
しかし、この二つの条約には不平等
な内容があり、その改正は日本の大
きな目標となっていった。

〈ウイリアム〈ウイリアム＝＝ハイネ原画『ペリー提督・横浜上陸の図』�横浜開港資料館蔵〉ハイネ原画『ペリー提督・横浜上陸の図』�横浜開港資料館蔵〉

上陸用ボート

ペリー

警備の武士

出迎える役人

日本側の屋形船
アメリカ艦船

星条旗

応接所

57 58

条約を読み解くためのヒン
トとなる「補足」を掲載す
ることで、より深く考えら
れるようにしています。

3

幕府の対外交渉に対する
評価の根拠を資料から選
び、生徒自身が評価を下す
ことで、思考力・判断力・
表現力を養えるようにして
います。

4

主体的に歴史を考察する力が身 につく教科書特色
② アクティブ・ラーニングで思考力・判断力・ 表現力を育む「歴史に迫る！」

幕府の対外交渉について、
歴史家たちの相反する評
価を示すことで、多面的・
多角的な思考を促すように
しています。

2

QRコンテンツにワークシ
ートを収録し、特設ページ
の学習に取り組みやすくし
ています。

1

●ある歴史上の出来事について、それをどのように評価できるかや、そこに至っ
た要因・問題点などを、複数の資料を読み解きながら、当時の状況も踏まえて
考察できるようにしています。

●その時代への理解を深めながら、アクティブ・ラーニングを通して思考力・判断
力・表現力を養えるようにしています。

【歴史に迫る!】
ページ タイトル

p.33-34 フランス革命は人権宣言の理念をどこまで実現できたのか
p.57-58 幕府の対外交渉をどう評価するか
p.97-100 二十一か条要求の何を問題とすべきか
p.125-126 チェンバレンの政策をどう評価するか
p.165-168 なぜキューバ危機は回避できたのか　

▲ p.57-58
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近代国家が求めた地図

統合統合
とと
分化分化

開発開発
とと
保全保全

究探
レポート4

日本地図の変化

・��図　の地図はまだ十分な調査が行われておらず不正確だが、図�
　の地図は、図　と比べて正確になっている。

・��日本近海に外国船が進出した危機感（→ p.53）から江戸幕府が
探検隊を派

は

遣
けん

し、北方の調査を行った。また、海岸の防備を整
えるために、幕府は日本列島の正確な地図を求め、伊

い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

ら
により『大日本沿

えん

海
かい

輿
よ

地
ち

全
ぜん

図
ず

』（伊能図）がつくられた。

2

3 2

・�日本の地図をオランダ商館医のシーボルトがもち帰ったことで、
日本と周辺の姿が欧

おう

米
べい

諸国に伝わり、ペリー（→ p.55）ら欧米
使節も使用した。一方でシーボルトに地図を渡

わた

した人物は、幕
府によって処

しょ

罰
ばつ

された。
地図からみるイギリスの植民地意識

・�産業革命を果たした欧米諸国は、市場を求めて植民地を広げて
いった（→ p.45）。図　の地図では、イギリス本国と、その自
治領や植民地が赤で塗

ぬ

られている。
・�下部中央には、イギリスを擬

ぎ

人
じん

化した女
め

神
がみ

が描かれている。そ
の周囲にはイギリスの植民地にあったアメリカ先住民やアボリ
ジニ（オーストラリアの先住民）などが描かれている。
・�19 世紀のイギリスは、産業革命による工業力をもとに、世界
各地に植民地を広げていた。イギリスはこれを先住民の文明化
を促

うなが

す行
こう

為
い

ともとらえた（→ p.72）。この地図では、こうした
イギリスの植民地拡大をたたえていると考えられる。

4

　図　のイギリスの地図に描かれているアメリカ先住民
やアボリジニが、この地図を見たらどう思うかについて
も気になったな。

4

　地図に描かれることで、知らない間に住む権利が奪
うば

わ
れてしまっている場合もあるんだね。新聞記事の地図に
描かれていた台湾についても調べてみたいな。

　近代国家がつくられるなかで、地図は経路や地形を確
かく

認
にん

する以外の役割も担
にな

っていたんだね。
Ⓐ

　日本の領土として描かれた北海道や樺
から

太
ふと

には、アイヌ
民族が住んでいたよ（→ p.66）。日本の地図にもイギリス
と同じことがいえるかもしれないね。

考えよう  下線Ⓐの意見について、レポートでは地図のどのような役割が
挙げられているか、具体的な例を挙げて説明しよう。

➡　 1901 年 11
月 2 日（左）と 11
月 3 日（右）の新聞
記事〈『日本』〉

1

〈了仙寺蔵〉
➡　 1744 年にヨーロッパでつく
られた日本周辺の地図　右下に日
本が描

えが

かれ、北海道が樺
から

太
ふと

や大陸
とつながる形になっている。

2

➡　 シーボルトの日本地図　1832
年からオランダ商館医のシーボル
トが順次刊行した日本の解説書に、
伊
い

能
のう

図をもとにした地図が掲
けい

載
さい

さ
れた。〈福岡県立図書館デジタルライブラリ〉

3

扌　 『イギリス帝
てい

国
こく

地図』　この地図は 1886 年に刊行された雑誌の
付録としてつくられた。
4

イギリスを
擬
ぎ
人
じん
化した女神

アメリカ先住民

アボリジニ　昔の新聞記事を見つけたよ。新聞紙名の背景にある
地図には、11 月３日の記事だけ台

たい

湾
わん

が描
えが

かれている
ね。どのような意図でこの地図は変

へん

更
こう

されたのかな。
地図の役割について調べてみたよ。
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社会の変化と女性のファッション

自由自由
とと
制限制限

平等平等
とと
格差格差

究探
レポート5

　現代でも、ファッションの流行は目まぐるしく変
わっているね。ファッションの変

へん

遷
せん

は、時代や社会の
変化をどのように映すのだろう。20世紀前半の女性
の服装に着目して調べてみたよ。

第一次世界大戦後の女性
・�第一次世界大戦（→ p.94）中、兵士として召

しょう

集
しゅう

された男性に代
わり、女性が軍隊の補助員、工場労働者やバスなどの運転手、
電線技師などの仕事に就

つ

いた。
・�戦後、ほとんどの職場において、戦時動員された女性労働者は
復員した男性に仕事を明け渡

わた

した。一方、「女性ならではの感
性」が活かせるとみなされた、タイピスト、事務系職員、店員、
電話交

こう

換
かん

手などの「女の仕事」に就く若
じゃく

年
ねん

女性は急増した。この
ような女性労働者は賃金が安く、また結

けっ

婚
こん

すれば退職するのが
普
ふ

通
つう

であった（→p.150）。
・�女性による働きやすい環

かん

境
きょう

への要求は、女性の衣服を変える大
きな力となったばかりでなく、女性の社会的地位の向上を目指
すことにもつながった。

「新しい女」像とファッション
・�戦間期には、母でも妻でもない、自立した未

み

婚
こん

女性という「新
しい女」のイメージが生まれた。

・�1920 年代のアメリカでは、「フラッパー」とよばれる若い女性
がマスメディアに頻

ひん

繁
ぱん

に取り上げられた。彼
かの

女
じょ

らは、短
たん

髪
ぱつ

や丈
たけ

の短いスカート姿でダンスホールなどに通い、自由な恋
れん

愛
あい

を楽
しみ、流行に敏

びん

感
かん

な存在であるというイメージでメディアに取
り上げられた。このような女性のスタイルは1930年代には「モ
ダンガール」とよばれ世界各地の都市部で流行した（→p.118）。

・�保守的な人々の間では、「モダンガール」は既
き

存
そん

の社会規
き

範
はん

を否
定する存在として批判された。また、同時代の女性参政権活動

家などからも、「目先の大量消費に興じて政治に無関心である」
と批判されることもあった。

・�同じころ、ココ＝シャネルは、それまでの身体を締
し

めつける動
きにくい服に替

か

わり、「シンプルで着ごこちがよく、無
む

駄
だ

のな
いこと」をコンセプトに、1920年代の「シャネル＝スーツ」など
数々の革新的デザインを生み出した。

・�現代の日本では、ジェンダーレス制服など、性別による服装の
固定化をなくそうとする取り組みも行われるようになった。

　そう言い切れるのかな。確かに女性の存在感は高まっ
ていたけれど、「職業婦人」となったのは都市の未

み

婚
こん

女性
だけで、賃金も低かったみたい。女性の幸せは結婚とい
う価値観も変わらなかったんじゃないかな。

　ところで、どの資料にも若い白人女性しか写っていな
いね。たとえば、アメリカの黒人や、南

なん

欧
おう

・東
とう

欧
おう

系移民
の女性はどんな服装をしていたんだろう。同時代の資料
を調べてみたいな。

　図　～　のようなファッションの大きな変化は、社会
進出が進んだ女性が解放されて、より自由になったこと
を示しているんだね。

Ⓐ
1 3

　調べていて図　を見つけたよ。けれど、雑誌に載
の

って
いるライフスタイルは大衆の気を引くための広告で、実
際の生活を表しているとは限らないのかも。

4

考えよう  下線Ⓐに対し、あなたならどの程度賛同するだろうか。あなた
の意見とその根

こん

拠
きょ

を説明しよう。

➡　 第一次世界大戦中、軍
ぐん

需
じゅ

工場で働く女性たち（1916
年）　軍需工場で働く女性た
ちは、働きやすいひざ下丈

たけ

の
ストレートスカートに作業着
をはおっていることが多かっ
た。

1

扌　 シャネル＝スーツを着たコ
コ＝シャネル（1928 年）
3

➡　 イギリスの女性向け書
しょ

籍
せき

の表紙
（1929 年）　この時代、ウェディン
グドレス姿の女性が表紙を飾

かざ

ること
が多かった。

4

扌　 チャールストンを踊
おど

る「フラッ
パー」（1923 年）
2

QR
動 画
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特色
② 身近な題材から時代を考察できる「探究 レポート」

レポートで紹介してい
る事例は、本編の学習
とも関連させており、
該当する部分にはリン
ク先のページを記載し
ています。

1

●身近な「もの」や「出来事」、「概念」といったテーマに関するレポートと生徒の
会話文を通じて、時代を考察できるようにしました。

●多くの資料と解説にふれることで、資料を読み解く力を養えるようにしています。
●2～４部の振り返りページ（➡本資料p.26-27）で、「現代的な諸課題」につ

いて調べる際の参考にもなるようにしています。

学習指導要領で示された５
つの観点のうち、このペー
ジに該当する観点をアイコ
ンで示しています。

2

会話形式の文章と資料から考察する問い
にすることで、大学入学共通テストの出
題形式の対策にもなるようにしています。

3

ページ タイトル 観点

p.27 綿織物の普及と経済的支配 平等と格差

p.41 国民国家の形成と学校教育 平等と格差/統合と分化

p.59 国家の威信を示した博覧会 対立と協調

p.69 近代国家が求めた地図 統合と分化/開発と保全

p.107 社会の変化と女性のファッション 自由と制限/平等と格差

ページ タイトル 観点

p.119 大衆社会のなかの災害 統合と分化

p.131 植民地での搾取を促したゴム 自由と制限/平等と格差

p.175 人類を脅かす核兵器 開発と保全

p.187 世界の一体化と感染症 開発と保全

主体的に歴史を考察する力が身 につく教科書

【探究レポート】

▲ p.69 ▲ p.107
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唱え、中国への進出をもくろむアメリカは、ロシアの満洲支配を批判して

日本を支
し
援
えん
し、一方フランスとドイツは、ロシア側についた。こうして、

戦争は列強諸国を巻き込
こ
んだ争いに拡大した。戦争を優位に進めた日本 

だったが、戦争の長期化により国力は消
しょう
耗
もう
し、ロシアでも民衆の不満が高

まり、情勢不安に陥
おちい
った。戦争継

けい
続
ぞく
が難しくなった両国は、日本海海戦で

の日本の勝利を機に、アメリカの調停でポーツマス条約を結び、講和した。
日本は南樺

から
太
ふと
の割
かつ
譲
じょう
、遼

りょう
東
とう
半島南部（関東州）の租借権、南満洲鉄道の利権

の譲
じょう
渡
と
をロシアから得たが、賠償金は得られなかった。このため、日本国

内では不満をもった民衆により日
ひ
比
び
谷
や
焼き打ち事件などの暴動が起こった。

　　　　　　　　　新政府は、旧幕府が欧米諸国と結んだ不平等条約の改

正を訴
うった
え続けていた。交渉は難航したが、ロシアを警戒

するイギリスと 1894 年に結んだ日英通商航海条約を契
けい
機
き
として、各国と

の間で領事裁判権の撤
てっ
廃
ぱい
を含

ふく
む改正が実現し、99年に発効した。併

あわ
せて

日本政府も、外国人の国内行動の自由を認めた。横
よこ
浜
はま
・神
こう
戸
べ
などの外国人

居留地は廃
はい
止
し
され、日本人との雑

ざっ
居
きょ
が始まった。また関税自主権も、条約

の有効期間が満期を迎
むか
える 1911 年に完全に回復された。これらの条約改

正により、日本は近代国家として国際社会に認められるようになった。

　また、下関条約によってばく大な賠償金を手にした日本は、重工業の発

展を目指し、1901 年に八
や
幡
はた
製鉄所の操業を開始して、国内や中国の石炭

を使い鉄鋼を国産化した。これにより、これまで輸入に頼
たよ
っていた鉄道や

戦
せん
艦
かん
の国内生産が可能になった。また、さまざまな分野の企

き
業
ぎょう
を経営し、

産業経済界を支配する財
ざい
閥
ばつ
が登場した。重工業の発展は、軍備の増強を促

うなが

し、日本の帝
てい
国
こく
主義政策を支えた。

4

5

p.95

1905

巻末 1

1905

条約改正と
重工業の進展

p.56、58

（明治 27） 6

p.62、118

p.76

p.12

p.74

QR

p.84

　日露戦争に際し、さまざまな意見が新聞や雑誌に掲
けい

載
さい

された。国民の心をとらえた
のは開戦論で、発行部数が多い新聞は政府の姿勢を軟

なん

弱
じゃく

と批判する主張を展開し、世
論に大きな影

えい

響
きょう

を与
あた

えた。他方で、非戦論を主張する人々もいた。内
うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

がキリス
ト教の信

しん

仰
こう

心から戦争反対の立場をとり、社会主義者の幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

は反戦を訴
うった

える『平
へい

民
みん

新
しん

聞
ぶん

』を創刊するなど、彼
かれ

らは世論に流されず、信念を貫
つらぬ

いた。

日露戦争に関するさまざまな意見

 　　　  開戦派と
反対派の主張は、
それぞれどのよう
な理由から生まれ
たのだろうか。

考えよう

歴史の
選択肢

２
部
６
章

　　　　日本とロシアが対立した理由と、
日露戦争の結果、日本が獲

かく

得
とく

したものにつ
いて、本文から書き出そう。

確認

　　　　日本の条約改正が成功した要因に
ついて、説明しよう。
説明

❹1905年5月
日本海海戦
日本がロシアの
バルチック艦隊を撃破

バルチック艦隊発見の知ら
せが、宮古島から手こぎ
漁船で石垣島へ届けられ、
電信で東京へ送られた。

❸1905年3月
奉天会戦
最大の陸戦、ロシア軍退却

❷1905年1月
ロシア軍最大
の基地が降伏

❶1904年2月
日露戦争の始まり

ウラジオストク
会寧
かいねい

釜山
プ サン

 漢城
かんじょう

平壌
ピョンヤン

長春

哈爾浜
ハ ルビン

ちょうしゅん

北京
ペ キン

大連
だいれん

奉天

旅順

下関 広島しものせき

東京

日 本 海日 本 海

太　平　洋太　平　洋東シナ海東シナ海

か
い
か
い海海
こ
う
こ
う黄黄

ロシアロシア

日本日本

韓国韓国
かんこくかんこく

清清
しんしん

宮古島
みや こ じま

石垣島
いしがきじま台湾

たいわん

遼東半島
りょうとう

りょじゅん

ほうてん

満洲
まんしゅう

山東
半島

さんとう

日本軍の進路

バルチック艦隊
（ロシア）の進路
❶～❹は
起こった順序

かんたい

げき は

たいきゃく

こうふく

0 500km

扌　 日露戦争の推移5

➡　 陸
む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

（1844
〜 97）　 第 ２ 次 伊

い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

内閣の外務大臣で、
イギリスとの条約改正
に成功した。日

にっ

清
しん

戦争
の開戦と講和、三

さん

国
ごく

干
かん

渉
しょう

の処理にもあたり、
その功績は「陸奥外交」
とたたえられている。

6

　ロシアは朝
ちょう

鮮
せん

に問題を起こそうとしている。なぜなら、争い
の中心を朝鮮にすれば、満

まん

洲
しゅう

はもうロシアの勢力範
はん

囲
い

にあると
皆
みな

が思うからだ。…この開戦の機会を逃
のが

したら、日本はその存
立をもあやしくしてしまうのだ。その場しのぎに終始して、決
断を長引かせれば、結局待つのは自

じ

屈
くつ

の運命にほかならない。
� 〈『東京朝日新聞』1903 年 6月 24日より要約〉

東京帝
てい

国
こく

大学などの教授七名の共同意見

　私は日露戦争だけではなく戦争そのものに絶対に
反対する者である。戦争は人を殺すことであり、そ
れは大悪罪である。…戦争の利益は強

ごう

盗
とう

の利益であ
る…世の正義と人道と国家とを愛する者よ、この主
義に賛成せよ。
� 〈『万朝報』1903 年 6月 30日より要約〉

内
うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

の意見

　日本とロシアの両政府は自分たちの過失を認めず、
戦争の責任を押

お

しつけ合っている。…私たち平民は、
何の責任もないのに、その負担をすべて請

う

け負わな
ければならない。…われら平民は戦争を認めず、防
止し、速

すみ

やかに平和の回復を祈
いの

らなければならない。
� 〈『平民新聞』1904 年 2月 14日より要約〉

幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

の意見
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オランダ風
ふう

説
せつ

書
がき

に
記されたフランス革命

　1794年のオランダ風説書に、フランス革命
の情報が初めて記述されている。しかし、当時
はヨーロッパ内も混乱していたため、日本へ伝
わるのは革命から5年後となった。なお図　は
唯
ゆい

一
いつ

の現物である 97年の風説書だが、ほぼ同
様の内容が書かれている。また、日本に新た
に伝わった「革命」という言葉の翻

ほん

訳
やく

は難しく、
さらに風説書ではオランダ側にとって不利な
情報が省かれていた。そのため幕府は、中国
との貿易（→ p.19）や漂

ひょう

流
りゅう

民、輸入された地理
書などから得た情報を、オランダの提供した
情報と照合し、当時の世界情勢を確

かく

認
にん

した。

6

世界の中の
日本

　国民公会では、しだいにロベスピエールを中心とする急進共和派が主導
権を握

にぎ
り、内外の危機を乗り切ろうとした。民衆の生活安定を図

はか
る一方、

反対派を次々に処刑し、恐
きょう
怖
ふ
政治を行った。しかし、戦局が好転し危機が

遠ざかると、種々の統制や独裁への不満が表面化し、94年、ロベスピエー

ルらは逮
たい
捕
ほ
・処刑された。95年には、新憲法の下

もと
、総裁政府が成立した。

　　　　　　　　フランス革命は、身分の違
ちが
いで人間を差別した封建制を

廃止し、生命・財産の保障、思想・信
しん
仰
こう
・言論・出版・結社

の自由などの基本的人権を平等にもつ個人（市民）によって構成される市民
社会を理想として、その実現を目指した。啓

けい
蒙
もう
思想で唱えられた人権思想

が、フランス革命によって社会制度として展開し始めたといえる。

　しかし革命期に人権を享
きょう
受
じゅ
できたのは、革命の指導的勢力であった人々、

財産と教養をもつ一部の男性市民のみだった。従来、歴史の表舞
ぶ
台
たい
で政治

権力を握
にぎ
ることがほとんどなかった都市民衆や農民は、革命では大きな役

割を果たしたが、選挙権をはじめ政治的権利などの人権を十分に保障され

なかった。また、グージュが『女性および女性市民の権利宣言』で男性中心

主義の人権思想を批判したが、法的な女性の地位は低いままであった。

　　　　　　　　　フランス革命は、封建制度下での法や慣習、度
ど
量
りょう
衡
こう
な

どが地域ごとに異なる状態から、国家という一定の領域

に共通の法や制度を導入し、人々の生活全体を統合して国民としての一体化

を図るという、国民国家が成立する画期となった。また、フランス革命で示さ
れた国民主権、自由と平等、基本的人権の尊重といった普

ふ
遍
へん
的な理念は、日

本を含
ふく
む世界各国に広まり、これらの獲

かく
得
とく
を目指す運動は、第二次世界大戦

後のアジア・アフリカの植民地の独立に至るまで広まっていった。

1758 〜 94 QR

1795 〜 99

人権思想の
展開

p.30

p.34QR

革命が世界に
与えた影響

7

p.38、巻末１

p.133

p.145、169

２
部
３
章

扌　 度
ど

量
りょう

衡
こう

の統一を知らせるパンフレット
　　　   左から、それぞれ何についての単位を
示しているだろうか。また、度量衡の統一は、
国民国家形成にどのような役割を果たしたのだ
ろうか。

7

読み解き

　　何らかの基準を設け選挙権をもつ者を限定
して行う選挙で、この憲法では一定以上の財産
を有する、人口の約２割の人のみに選挙権を与

あた

えた。これに対し、性別・財産・身分・教養など
による制限を設けないのが普

ふ

通
つう

選挙である。

2

　　　　市民とはどのような人々か、本文
から書き出そう。
確認

　　　　フランス革命によって、政治と社
会はどのように変化したのか、説明しよう。
説明

扌　 処
しょ

刑
けい

前に家族に別れを告げる国王ルイ 16
世　ルイ 16 世の処刑後、王

おう

妃
ひ

マリ＝アントワ
ネットも処刑された。長女は生き残ったもの
の、王太子は監

かん

禁
きん

生活の後、10 歳
さい

で亡
な

くなった。

5

マリ＝
アントワネット 　フランス国臣下の者共徒党仕

つかまつ

り、国王并
ならびに

王
子を弑

しい

し＊、国中乱
らん

妨
ぼう

におよび申し候
そうろう

に付き…
� ＊目上の者を殺害すること〈読み下し〉

オランダ風説書（1794年）

➡　 オランダ風説書〈重要文化財 江戸東京博物館蔵〉6

フランス革命について
書かれている部分
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地方への利益誘
ゆう
導
どう
や汚

お
職
しょく
が盛
さか
んになるなど、政党政治の発展には負の側面

もあった。また、反対する党の外交や財政政策を互
たが
いに批判するなど、政

党が政権獲
かく
得
とく
という党の利益を優先したことは、かえって国民の政党への

信
しん
頼
らい
感を低下させ、後に軍部への期待を高めていく結果となった。

　　　　　　　　第一次世界大戦後のパリ講和会議やワシントン会議に際

して、日本が国際協調外交路線で臨
のぞ
むことを決定したのは、

原内閣であった。この路線はその後、1920 年代後半に長く外
がい
相
しょう
を務めた

幣
しで
原
はら
喜
き
重
じゅう
郎
ろう
に継
けい
承
しょう
された（幣

しで
原
はら
外交）。原や幣原は、それまでの軍事力を背

景とした中国での勢力拡張政策から、列強との協調、中国への内政不干
かん
渉
しょう
、

経済重視を柱とする外交政策に転
てん
換
かん
した。

　1927 年に就任した軍人出身の田
た
中
なか
義
ぎ
一
いち
首相は、不戦条約を締

てい
結
けつ
するな

ど国際協調を放
ほう
棄
き
したわけではなかったが、幣原外交を批判し、中国の北

ほく

伐
ばつ
に際して居留民保護を目的とした山

さん
東
とう
出
しゅっ
兵
ぺい
を行った。その結果、日中両

軍が衝
しょう
突
とつ
する事件や反日運動が起こった。また、日本の陸軍軍人が満

まん
洲
しゅう
の

実力者張
ちょう
作
さく
霖
りん
を爆
ばく
殺
さつ
する事件も発生し、中国との関係が悪化していった。

　続く浜
はま

口
ぐち

雄
お

幸
さち

内閣は、悪化した中国や欧
おう
米
べい
との関係を立て直そうとした。

中国に対しては、幣原外相の指導の下で内政不干渉を徹
てっ
底
てい
した。海軍軍縮 

にも取り組み、30年には、英米などとの間で、補助艦
かん
の保有量を制限す

るロンドン海軍軍縮条約を締結した。しかし、日本の補助艦保有量が、会
議前に日本が目標としていた対英米 7割に届かなかったため、海軍内の

強
きょう
硬
こう
派や野党、一部のメディアは内閣が統

とう
帥
すい
権を干

かん
犯
ぱん
していると批判した。

p.127

国際協調
外交の展開

p.94 p.101 p.103

5 QR QR

（昭和 2） 在任 1927〜 29 p.111

p.104

1875 〜 1928

在任 1929〜 31

p.104

史料

p.127

　日本では日
にち

露
ろ

戦争後から普通
選挙運動が本格的に始まった。
1911年には、貴族院で否決さ
れたものの、普通選挙法案が初
めて衆議院を通過した。しかし、
問題は導入の時期であった。第
一次世界大戦後、日本でも導入
の議論が高まったが、有権者の
急増は政治を不安定にする、教
育の普

ふ

及
きゅう

が不十分などの理由か
ら、時期尚

しょう

早
そう

だという主張も存
在した。

男子普
ふ

通
つう

選挙をめぐる意見

 　　　  原
はら

内閣の時には認め
られなかった男子普通選挙が、
加
か

藤
とう

内閣で実現できたのには、
どのような社会背景の変化が
あったからだろうか。

考えよう

歴史の
選択肢

３
部
３
章

　　　　「憲
けん

政
せい

の常
じょう

道
どう

」に関する説明を本文
から書き出そう。
確認

　　　　大正時代の日本で民主主義は実現
したといえるか、あなたの考えとその理由
を説明しよう。

説明

３章の
振り返り

大衆社会の成立は、各国の政治や社会をより良くしたといえるか、あなたの考えを説明しよう。

➡　 原
はら

敬
たかし

（1856 〜 1921）
　苦学して新聞記者にな
り、外交官などを経て立

りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

に入った。伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

（→ p.65）、西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

の
後を継

つ

いで 3 代目の総裁
となり、藩

はん

閥
ばつ

政治から政党
政治への転

てん

換
かん

を推進した。

3

➡　 加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

（1860 〜
1926）　イギリス流の政
党政治実現を目指して政
界に入り、大

おお

隈
くま

内閣では
外
がい

相
しょう

として二十一か条要
求を推

お

し進めた（→ p.97）。
憲
けん

政
せい

会
かい

を、立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

に
対
たい

抗
こう

する二大政党の一
いち

翼
よく

に育て上げた。

4

➡　 幣
しで

原
はら

喜
き

重
じゅう

郎
ろう

（1872 〜
1951）　外務省きっての
英語の名手といわれ、駐

ちゅう

米
べい

大使などを歴任した後、
5 年以上にわたって外

がい

相
しょう

を務めた。

5

　今次の海軍条約は、殆
ほと

んど陛下の帷
い

幄
あく

機関
を完全に無視し去

さ

って調印せられたものであ
る� 〈『日本及日本人』より抜粋〉

　今度の海軍協定に至りては、最初海軍々
ぐん

人
じん

中に異論あることを十分予期しながら、断然
その確信を以

もっ

て決行したのであるから、濱
はま

口
ぐち

内閣としては頗
すこぶ

る上出来であったものとして、
我
わが

輩
はい

は其
その

勇断を認めた所であるのに、これが
議会の問題と為

な

るや、言を左右にして明答を
免
まぬか

れんとするに至った其豹
ひょう

変
へん

は、全く軍部に
対する卑

ひ

屈
くつ

の遠
えん

慮
りょ

に外
ほか

ならないのである。
� 〈『時事新報』1930 年５月９日付社説より抜粋〉

ロンドン海軍軍縮条約に対する世論

　いずれ国内情勢がふさわしい状
じょう

況
きょう

に至れば、いわゆる普
通選挙もそこまで心配することではない。しかし、（社会
主義思想に基

もと

づく）階級制度打破というような、（資本主義
に基づく）現在の社会組織に対して打

だ

撃
げき

を試みようとする
考えから、納税資格を撤

てっ

廃
ぱい

するというようなことは、非常
に危険なことだ。� 〈『原敬日記』より現代語訳〉

原
はら

敬
たかし

の男子普通選挙に対する考え

　学制発布以来、実に 50年余りを過ぎた今
こん

日
にち

においては、
国民の知見も大変進み、国民教育の普

ふ

及
きゅう

やその程度におい
ては、世界列強と比べて特に劣

おと

っているとも考えられませ
ん。…地方自治の開始以来、国民が政治的経験をすること
もまた 50年近くたっており、政治的責任の自覚やその普
及においても誠

まこと

に徹
てっ

底
てい

していると認めます。･･･ 政府はこ
の時代精神の傾

けい

向
こう

をみて、広く国民に国家の義務を負担さ
せ、すべての国民に政治上の責任に参加させること…が、
現在最も急務であると認めたのです。� 〈現代語訳〉

加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

の男子普通選挙に対する考え
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➡　 胴
どう

上げされる長
なが

嶋
しま

茂
しげ

雄
お

（1965年）　王
おう

貞
さだ

治
はる

・長嶋を擁
よう

し、黄
金期を迎

むか

えた巨
きょ

人
じん

軍
は、この年から９年
連続で日本一を達成
した。テレビ放送の
開始と相まって多く
のファンが熱中した。

6

➡　 黒
くろ

澤
さわ

明
あきら

監
かん

督
とく

作品『七
しち

人
にん

の侍
さむらい

』（1954年）　1950
年代の映画全

ぜん

盛
せい

期に放
映され、綿密な時代考
証に基

もと

づいた、迫
はく

力
りょく

あ
る戦

せん

闘
とう

シーンは国内外
の映画業界に多大な影

えい

響
きょう

を与
あた

えた。

5

　第二次世界大戦後、人々が手軽に楽しめる娯
ご

楽
らく

として、漫
まん

画
が

が急速に広がり、漫画
雑誌が次々と創刊された。また、テレビの登場によって、雑誌とテレビアニメが連

れん

携
けい

するメディアミックスも盛
さか

んになった。日本のポップカルチャーは世界から注目を集
め、21世紀初頭からは「クールジャパン」を掲

かか

げた文化外交戦略が展開されている。

22 マスメディアの発達と大衆文化
　テレビの登場によって、映像による情報が瞬

しゅん

時
じ

に、かつ多くの人に
届けられるようになった。また、マスメディアが伝える事件や著名人
に人々は関心を寄せ、流行が次々と生み出された。1963年には、通
信衛星を用いた衛星放送も始まり、世界的なニュースが映像を通じて
即
そく

時
じ

に共有される時代を迎
むか

えた。

33 日本から世界へ広がったポップカルチャー 世界に広まる
日本のポップカルチャー

　アニメ、漫
まん

画
が

、ゲーム、ライトノベルをはじめと
する日本発のポップカルチャーは、海外の若い世代
を中心に人気を集めている。アニメや漫画は多くの
言語に翻

ほん

訳
やく

され、ゲームも言語を選
せん

択
たく

できるように
なっている。これらに触

ふ

れることで、日本に興味や
親近感を抱

いだ

き、観光や留学にやって来る外国人も多
い。ポップカルチャーは、伝統文化と並んで日本を
代表する文化の一つとなっている。

世界の中の
日本

➡　 海外コスプレイヤー（2024年、ロシア）11

➡　 手
て

塚
づか

治
おさ

虫
む

作『鉄
てつ

腕
わん

アトム』　21世紀を舞
ぶ

台
たい

にロ
ボット少年のアトムが活

かつ

躍
やく

する漫
まん

画
が

で、1952年に
連
れん

載
さい

が始まった。63年には日本初の連続長編テレ
ビアニメとして放映された。〈©手塚プロダクション〉

9

➡　 家庭用ゲーム機の普
ふ

及
きゅう

（1980 年代）　当初は
子供や若者がブームの中心だったが、性別や年

ねん

齢
れい

、
国を超

こ

えて多くの人々が楽しむようになった。

10

扌　 ビートルズの日本公演（1966 年）　イギリスの人気ロックバンド
のビートルズが日

にっ

本
ぽん

武
ぶ

道
どう

館
かん

でコンサートを行い、多くの若者が集まった。
8

扌　 街頭テレビに集まる人々　日本のテレビ放送は 1953年から始ま
り、特にスポーツ中

ちゅう

継
けい

が人気を博した。
7
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特色
② 多面的・多角的な視点が身につく3つのコラ ム

「考えよう」では、着眼
点を提示し、多面的・多
角的な視点で考察する
ことを促しています。

1

●学習している時代に国内外で議論となった歴史上の出来事を取り上げ、当時の
人々の意見と選択を考察できるようにしています。

●当時の人々の立場を踏まえて考察することで、思考力・判断力を養うことができます。

●当時の日本がどのように世界と結びついていたのかについて、わかるように
しています。

歴史の選択肢 世界の中の日本

幕府はオランダや中国
との貿易を通じて、フ
ランス革命などの世界
情勢を把握していた
ことがわかります。

2

◼日本も巻き込んだイギリスとロシアの対立(➡︎p.40)
◼海外から学んだ日本の立憲体制(➡p.66)
◼日本の国際連合加盟(➡p.162)　

……………など全27テーマ

◼お雇い外国人が導いた文化財保護(➡p.68)
◼犠牲を伴ったトルコ共和国の建国(➡p.106)
◼地域紛争の調停に成功したASEAN(➡p.184)

……………など全49テーマ

【歴史の選択肢】
ページ タイトル

p.56 受け入れか拒絶か　海外対応をめぐる論争
p.78 日露戦争に関するさまざまな意見
p.104 中国の民族自決をめぐる意見
p.116 男子普通選挙をめぐる意見
p.122 世界革命論か一国社会主義論か
p.128 中国大陸進出に対する日本国内の反応
p.148 全面講和と多数講和
p.162 旧安保条約の課題と改定をめぐる闘争
p.180 沖縄の本土復帰は達成したか —沖縄の基地問題から「沖縄の本土復帰」を考える

5

10

15

20

新聞の発行による情報伝達

未来へ活かす歴史 統合統合
とと
分化分化

　印刷技術の発達によって、イギリスでは
1840年代に挿

さし

絵
え

入りの週刊新聞が登場した。
この新聞は、大型の挿絵をふんだんに用いる
ことで人気を博し、60 年代には週 30 万部
以上を発行するようになった。1851年には、
第１回万

ばん

国
こく

博覧会の会場となったクリスタル
パレス（→ P.59）を建設の段階から詳

しょう

細
さい

に報
道し、人々の関心
を高めた。新聞の
発達は、人々の考
え方の統合を進め
る面もあった。

ヴィクトリア時代の
女性たち

未来へ活かす歴史 平等平等
とと
格差格差

　この時代のイギリスでは、社会の流動化に
伴
ともな

い中流階級が台頭してくるようになった。
労働者階級の女性は従来通り賃金労働に従事
し家計を補い、一方で中流階級の女性は賃金
労働に従事せず、妻や母として家庭を守り、
余
よ

暇
か

は趣
しゅ

味
み

や慈
じ

善
ぜん

活動の時間にあてることが
理想とされた。しかし、男性の晩

ばん

婚
こん

化や、海
外軍役に就

つ

いたり植民地に赴
おもむ

いたりする男性
の増加などにより、独身で無職の女性が増え
たことで、そのような理想の実現は難しくな
り、男性との格差は拡大した。このような状

じょう

況
きょう

から、女性への高等専門教育や女性参政権
などを要求する運動が活発になっていった。

の自治領としてカナダ連
れん
邦
ぽう
が成立し、その後の自治領のモデルとなった。

　　　　　　　　　　産業革命に伴
ともな
う都市化と国際分業体制の展開は、世

界の農業も変えた。フランスや西部ドイツ、アメリカ

などは自営農による農業が中心で、激増した食料需
じゅ
要
よう
に技術革新で応じ、

自国の産業革命を支えた。特にアメリカ西部では、機械による大規模農業

が発展した。一方東ヨーロッパは、イギリス方面への穀物供給地となり、

同時にイギリスで生産された工業製品の市場となった。ロシアなどでは封
ほう

建
けん
的な農

のう
奴
ど
制に基

もと
づく農業が続いた。

　はるかに離
はな
れた生産地と消費地の結びつきを可能にしたのは、交通革命 

によってであった。砂糖入りのコーヒーや紅茶を欧
おう
米
べい
の人々が楽しめるよ

うになった反面で、国際分業体制の展開は、熱帯・亜
あ
熱帯地域の農業に特

に大きな影響を与えた。16世紀に砂糖やコーヒーの生産から始まったプ
ランテーション農業が、19世紀以降の植民地化の進行につれて綿花や茶、
天然ゴムなどの生産にも広がった。同時に、本国や欧米への輸出向けの特

定の農産品に依
い
存
そん
する、モノカルチャー経済化も進んだため、地域の伝統

的農業が廃
すた
れ、それまで成り立っていた経済的自立が困難となった。この

経済的自立は、今日なおこれらの地域の課題となっている。

　一方、プランテーションでは黒人奴
ど
隷
れい
が使

し
役
えき
されていたが、人道主義の

立場から廃
はい
止
し
論が主張されるようになり、イギリスでは 1833 年、フラン

スでは 48年に本国と植民地双
そう
方
ほう
で奴隷制が廃止されるなど、欧米諸国を

中心に廃止の動きが広がった。その後奴隷に代わって、主にイギリスの植

民地やアメリカでは、インドや中国出身の移民が労働力として導入された。

国際分業体制の
展開

p.40

p.43

p.24

p.52、巻末 1 p.47 p.2

p.131

巻末 1

p.24

p.36

p.72

２
部
４
章

　　　　国際分業体制によって、各地域の
経済構造がどのように変化したのか、書き
出そう。

確認

　　　　国際分業体制の形成は、今の社会
にどのような問題を生じさせたと考えられ
るか、説明しよう。

説明

扌　 イギリスの輸出入品目の比率の変化
　　　   産業革命の前後で、イギリスの輸出品
と輸入品はどのように変化しているだろうか。

5

読み解き

1750年

1850年

輸出品
毛織物
45.9%

穀物
19.6

その他
34.5

その他
47.9

綿製品
39.4

毛織物 12.7

1750年

1850年

輸入品
織物
21.3%

その他の
織物原料
31.2

その他
46.6

その他
56.0

原綿
21.1

穀物
10.8

織物 2.7 その他の織物原料 9.4

原綿 0.9

〈『イギリス歴史地図』〉

扌　 ヴィクトリア女王（1819 〜 1901）　「パ
クス＝ブリタニカ（イギリスの平和）」とよばれ
たイギリス最盛期に君臨し、在位期間は 60 年
以上に及

およ

んだ。夫アルバートとの模
も

範
はん

的な家
庭生活は、中産階級の理想の家族像となった。

6

➡　 万
ばん

国
こく

博覧会
の会場建設を伝
える記事

7

46

5

10

15

20

黒人差別の撤
てっ

廃
ぱい

を目指して

未来へ活かす歴史 統合統合
とと
分化分化

　アメリカでは、第二次世界大戦後も黒人の子供が白人と同じ教室で授業を受
けられず、バスでも乗車拒

きょ

否
ひ

や黒人専用席を設けられるなど、人種隔
かく

離
り

の差別
が続いた。1955年に黒人女性のローザ＝パークスがバスのなかで白人に席を譲

ゆず

ることを拒否して逮
たい

捕
ほ

された。これに反対して始まったバスのボイコット運動
のなかに、キング牧師はいた。1963 年 8月 28 日、キング牧師らは、政府に
対して、人種差別撤廃を掲

かか

げる公民権法成立を後
あと

押
お

しするため、ワシントンに
向けて大行進を行った。リンカン記念堂には 25万人の賛同者が集まった。
　2009 年にはオバマがアフリカ系として初のアメリカ大統領に就任した。し
かし、人種差別はいまだ根絶されておらず、2010年代以降のブラック・ライブ
ズ・マター運動のように、人種差別の撤廃を求める運動は続いている。

反戦フォークソング

　1969 年、アメリカで開かれたウッドス
トックロックフェスティバルで、ロック音楽
を通じて「愛と平和」が訴

うった

えられたように、
60年代の反戦運動の中心には音楽があった。
日本では、特に歌詞に反戦の気持ちを込

こ

めた
フォークソングが、若者文化として定着し、
若者たちの結びつきを強めた。

世界の中の
日本

た。しかし、べトナム戦争の拡大による軍事費の増大や国内の反戦運動な

どもあり、改革は未完成に終わった。

　この時期、アメリカ国内ではベトナム反戦運動と公民権運動、環
かん
境
きょう
保護

運動などが結びつき、各地で大規模な反戦集会が組織された。若者たちも

討論集会やロックコンサートなどで反戦を訴
うった
え、こうした運動を機に、若

者独自のファッションやライフスタイルなどの多様なカウンターカル
チャー（対

たい
抗
こう
文化）も生まれた。この社会的問題意識に根ざした抗議運動や

文化活動は、若者人口が急増した 60年代に世界的な広がりをみせた。日

本でも学生運動やベトナム戦線の基地があった沖縄県での反戦運動など、

幅
はば
広
ひろ
い社会運動に影

えい
響
きょう
を与

あた
えた。

　　　　　　　　　　ジョンソンの後に就任したニクソン大統領は、膨
ぼう
張
ちょう

する軍事費や経済援助などによって悪化したアメリカ

経済を立て直すために、1971 年、新経済政策の一
いっ
環
かん
としてドルと金の交

こう

換
かん
を停止した。世界の通貨制度は、ドルを基準として交換比率を固定する

固定相場制から、そのつど交換比率の変わる変動相場制に移行し、ドルの
地位は低下した。「ニクソンショック」とよばれるこの政策は、アメリカ中
心のブレトンウッズ体制の崩

ほう
壊
かい
を意味し、世界経済は不安定性を高めた。

　また、ベトナム戦争を終わらせるために、アメリカは中国への接近をは

かり、ソ連との関係が悪化していた中国もこれに応じた。71年に国際連

合での中国代表権が、台
たい
湾
わん
の中

ちゅう
華
か
民国から中華人民共和国に移り、72年

にはニクソン大統領が中国を訪問して、米中和解が実現した。これによっ

て東アジアの国際情勢も大きく変化していくことになった。

日本

ニクソンショックと
世界への影響

在任 1969〜 74 QR

p.143

2

４
部
３
章

　　　　1960 ～ 70 年代のアメリカが抱
かか

えていた国内の問題と国外での問題を、そ
れぞれ書き出そう。

確認

　　　　ベトナム戦争は国際社会にどのよ
うな影

えい

響
きょう

を与
あた

えたのか、説明しよう。
説明

　　ニクソンにより、米中国交正常化が急進展
したことも「ニクソンショック」とよばれる。
2

　私には夢があるのです。それは、いつの日か、ジョージア州の赤土の丘
おか

で、
かつての奴

ど

隷
れい

の息子たちとかつての奴隷所有者の息子たちが、同
どう

胞
ほう

として同じ
テーブルに着くという夢なのです。

ワシントン大行進でのキング牧師の演説

➡　 フォークソング集会（1969年、新宿駅）6

扌　 リンカン記念堂前の広場に集まる人々とキング牧師（1963
年 8月）
5

QR
動 画

178

●これからの未来を考えるうえで、参考にしてほしい事項について紹介しています。
●学習指導要領で示されている、「自由と制限」「平等と格差」「開発と保全」
「統合と分化」「対立と協調」の観点を踏まえて取り上げています。

未来へ活かす歴史

「現代的な諸課題」に関連する歴史
的な事象を紹介し、歴史を学ぶ意義
を感じられるようにしています。

3

主体的に歴史を考察する力が身 につく教科書

▲ p.174

▲ p.78

▲ p.116

▲ p.32

▲ p.178▲ p.46



全
体
構
成

特
色
①

特
色
②

特
色
③

見
開
き
構
成

単
元
紹
介

関
連
教
材

コ
ン
テ
ン
ツ
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1910 1930 1950

1917
ロシア革命

1919
パリ講和会議

1920
国際連盟設立

日
本

世
界

1915
二十一か条要求の提出

1918
シベリア出兵

大正デモクラシー

第二次世界大戦第一次世界大戦

1931
満洲事変

1932
五・一五事件

1936
二・二六事件

1933
国際連盟脱退を表明

1937
日中戦争の開始

1928
不戦条約

1929
世界恐慌

1933
ニューディール政策（米）
ナチ党の政権掌握（独）

1925
男子普通選挙法の成立

1946
日本国憲法の公布

1941
大西洋憲章

1945
国際連合設立

冷戦の始まり

1951
サンフランシスコ講和会議

1
4 7

太平洋戦争 5 6

歴
史
年
表
大
正・昭
和
初
期

扌　 大正時代の日本橋（1922年）1

➡　 美
み

濃
の

部
べ

達
たつ

吉
きち

（1873～
1948）　天皇機関説を唱え
（→ p.113）、政党政治を
支えた。しかし、軍国主義
の風潮が強まると批判され
るようになり、著書は発売
禁止となった。

2

➡　 市
いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

（1893～1981）
　平

ひら

塚
つか

らいて
ちょう

うらと共に新
婦人協会を設立し（→p.114）、
女性の政治参加を求めて、
本格的な運動に取り組んだ。

3

扌　 日本の国際連盟脱
だっ

退
たい

を知らせる新聞（1933年）4 扌　 ぜいたくを戒
いまし

める看板（1939年）5

扌　 初の女性国会議員（1946 年）　戦後のGHQによ
る民主化改革の一つとして、女性の参政権が認められた。

7

着色
図版

➡　 日本軍の真
しん

珠
じゅ

湾
わん

攻
こう

撃
げき

によって炎
えん

上
じょう

するアメリカの
戦
せん

艦
かん

（1941 年）　
この奇

き

襲
しゅう

後、日本
はアメリカ・イギ
リスに対して宣戦
布告し、ここに太
平洋戦争が始まっ
た（→p.135）。

6

QR
動 画

を開き、そこでは中国の状
じょう

況
きょう

を大戦前に戻
もど

す動きや軍縮が進めら
れ、日英同盟も解消された。この体制はワシントン体制とよばれた。
高まるデモクラシーの意識 （→ p.109 ～ 118）

　大戦後、日本では民衆の政治参加を求める声が高まった。そう
して成立した、政党の党員が内閣の大部分を占

し

める政党内閣の下
もと

で、男子普
ふ

通
つう

選挙も実現し、軍縮や国際協調も進められた。また、
労働者や小作人、女性などによる社会運動も活発になった。こう
した時代の風潮は、大正デモクラシーとよばれた。
行き詰

づ

まる日本と第二次世界大戦（→ p.121 ～ 140）

　1929年にアメリカで世界恐
きょう

慌
こう

が起こると、国際協調は大きく

第一次世界大戦と日本（→ p.93 ～ 106）

　1914年に第一次世界大戦が始まった。戦争は世界規模の総力
戦となり、日本も日英同盟を理由に参戦した。アメリカの参戦や
ロシアの離

り

脱
だつ

を経て、ドイツなど同盟側の敗北で戦争は終結した。
　大戦後、パリで講和会議が開かれ、ドイツはばく大な賠

ばい

償
しょう

金を
負った。また、大戦の反省から国際連盟がつくられ、国際協調が
目指された。この体制はヴェルサイユ体制とよばれた。
　一方、朝

ちょう

鮮
せん

では独立を求める三・一独立運動が、中国でも日本
が大戦中に突

つ

きつけた二十一か条要求の取り消しを求める五・四
運動が起こった。大戦後に台頭したアメリカはワシントンで会議

揺
ゆ

らぐこととなった。欧
おう

米
べい

諸国は、本国と植民地の関係を深め、
イタリアやドイツではファシズムが台頭した。日本も恐慌により
大きな打

だ

撃
げき

を受け、不景気からの回復を目指すなかで、31年、
日本の関東軍は満

まん

洲
しゅう

事変を起こした。日本の内閣はこれを止めら
れず、五・一五事件や二・二六事件なども経て政党は弱体化した。
軍部主導となった日本は、国際連盟を脱

だっ

退
たい

して国際的に孤
こ

立
りつ

し、
同じように連盟を脱退したドイツやイタリアと接近した。
　39 年にヨーロッパで第二次世界大戦が始まり、41 年には、
日中戦争に行き詰まった日本がアメリカの石油・鉄の禁輸などに
対して太平洋戦争を起こし、東・東南アジアを広く占

せん

領
りょう

した。

国際秩
ちつ

序
じょ

の変化や
大衆化と私たち3部

　しかし、ソ連の抵
てい

抗
こう

やアメリカの参戦により、ドイツや日本は
しだいに追い込

こ

まれた。45年にドイツは降
こう

伏
ふく

し、日本も本土空
くう

襲
しゅう

や沖縄戦、原子爆
ばく

弾
だん

の投下を受けて降伏し、戦争は終結した。
敗戦から立ち直る日本 （→ p.141 ～ 148）

　第二次世界大戦の反省から、戦後新たに国際連合が成立した。
しかし、しだいにアメリカとソ連は対立し、冷戦が始まった。
　日本では、アメリカの占領下で民主化政策が進められ、1946
年には日本国憲法が制定された。冷戦下の世界各地で紛

ふん

争
そう

が起こ
るなか、日本は朝鮮戦争の特

とく

需
じゅ

により経済復興が進み、51年に
はサンフランシスコ平和条約を結んで、国際社会に復帰した。

「国際秩序の変化や大衆化」を学ぶ前に中学校の学習を確
かく

認
にん

しよう！

85 86

読み解き  「植民地の独立」に関する資料を
見て、気がついた点や気になった点を挙げ
よう。例えば、p.88 の史料「ウィルソンの
十四か条」とこのページの史料「国際連盟規
約」を比

ひ

較
かく

しよう。

読み解き  「大衆の政治
的・経済的・社会的地
位の変化」に関する資
料を見て、気がつい
た点や気になった点
を挙げよう。例えば、
図　と図　にはどの
ような関連があるか
考えよう。

10 11

読み解き  「生活様式の変化」に関する資料を見
て、気がついた点や気になった点を挙げよう。
例えば図　から、現代まで続く娯

ご

楽
らく

にどのよ
うなものがあるか考えよう。

14

大衆の政治的・経済的・社会的地位の変化キーワード❸

生活様式の変化キーワード❹

植民地の独立キーワード❺

５つのキーワードに関する資料を見て気がついた点を整理して、問いを考えよう。

この問いを念頭に置いて、これから「国際秩序の変化や大衆化」の学習を進めていこう。

キーワード「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」 （と「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」）

に関する資料を見て気がついた点・気になった点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から考えた問い

問いを立てよう

第 22 条
　先の戦争の結果これまでの支

し

配
はい

国の統治を離
はな

れた植民地や領
土で、近代世界の苛

か

烈
れつ

な条件の
下
もと

でまだ自立しえない人々が居
住しているところに対しては、…
先進国に委任し、連盟に代わる
受任国としてその国に後見の任
務を遂

すい

行
こう

させることである。
� 〈木畑洋一訳�『世界史史料 10』より〉

国際連盟規約（1920年）
第 76 条
　信

しん

託
たく

統治制度の基本目的は、…
次のとおりとする。
　（b）信託統治制度の住民の政治的、
経済的、社会的及

およ

び教育的進歩を
促
そく

進
しん

すること。…且
か

つ、各信託統
治協定の条

じょう

項
こう

が規定するところに
従って、自治または独立に向

むか

って
の住民の漸

ぜん

進
しん

的発達を促進するこ
と。 〈旦祐介訳�『世界史史料 11』より〉

国際連合憲章（1945年）

101946 50 60 70 80 90 2000 20年

件
12000

10000

8000

6000

4000

2000
0

〈厚生労働省「労働争議統計」〉

女性業　種 男性 総計
製鉄・金属・機械
電機
化学
繊維
木材
食料品・嗜好品
被服
建築

476.1
480.5
450.4
73.7
117.9
101.6
59.5
279.3

95.5
84.0
117.4
33.8
51.7
52.8
34.5
56.1

118.4
145.1
155.6
54.8
61.6
75.3
47.7
62.3

せん  い

し  こう

ひ  ふく

〈『ジェンダーから見た世界史』〉

※1914年６月の数を100とした時の、17年10月の指数を表す

➡　 産業別就
業者数の変化

（ドイツ）

11

➡　 円タクや路面電車が停車する名
な

古
ご

屋
や

駅
前（1929 年）　円タク（1 円均一タクシー）
は 1924 年に大阪で登場し、全国に広まった。

17

扌　 労働争議の発生件数の推移12 扌　 戦後初のメーデーの様子（1946 年）13

扌　 第一回非同盟諸国首脳会議の参加者を示したポスター（1961 年）18

扌　 植民地の独立を表した風
ふう

刺
し

画19

植民地面積／本国面積の比率
1960 19701939 1950

日本
イタリア
イギリス
フランス
オランダ
ベルギー
スペイン
ポルトガル
アメリカ

0.8
11.3
27.8
22.0
57.7
80.4
0.7
23.6
0.2

0.0
0.0
21.1
20.7
16.5
76.8
0.7
22.7
0.2

0.0
0.0
15.4
4.6
17.3
0.0
0.6
22.7
0.0

0.0
0.0
2.0
0.2
4.0
0.0
0.5
22.7
0.0

〈国際連盟資料ほか〉

扌　 各国の本国面積に対する植民地面積の
比率　1939 年の植民地面積には、国際連盟
の委任統治領を含

ふく

むが、1950 年以降の面積
には、共同統治領や国際連合の信

しん

託
たく

統治領は
含まない。

21

1945 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 2000 11

か国 %
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アジア・アフリカ
諸国が国連に
占める割合（％）

アジア・アフリカ諸国
の国連加盟数

〈国際連合資料〉
年

➡　 アジア・アフリカ
諸国の国連加盟数とその
割合

20

扌　 トマス＝ハート＝ベントン作『ダンス
ホールのある都市の活動』
14

年25 301920

400
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0
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40

20

0

万台 %

車所有
世帯

販売台数

〈常松洋著『大衆消費社会の登場』〉

扌　 アメリカの自動車の販
はん

売
ばい

台数と所有世帯の割合
15

扌　 電気冷蔵庫の広告（1935 年、ド
イツ）
16

➡　 軍
ぐん

需
じゅ

工場で働く
女性たち（1918 年、ド
イツ）

10

QR
動 画

89 90

特色
③

見通し・振り返りの充実で学習内 容が着実に深まる教科書
資料をもとに問いを立てられる各部の導入

●各部の導入は、 中学校の学習を振り返るページに加えて、 各部を読み解くキ
ーワードと資料をもとに問いを立てられるページを大幅に充実させました。

●キーワードに関連する資料を多数掲載することで、当時の人々の生活や社会の
変化をとらえ、生徒がみずから疑問をもてるようにしています。

▲ p.85-86 ▲ p.89-90

QRコンテンツには、ワークシートを収録し
て、部の学習を見通し、問いを設定する活動
に取り組みやすくしています。

「国際秩序の変化や大衆化」に関わる、中学校の既習事項を
資料、年表、文章で端的に振り返ることができるようにしてい
ます。
部の学習に関連する中学校の学習事項を確認することで、　
生徒がスムーズに学習に向かうことができます。

2

写真やグラフなど、多様な資料を掲載すること
で、多くの資料を根拠に考察できるようにしてい
ます。
また、「読み解き」を設置することで、資料読解力
を養えるようにしています。
キーワードに沿って資料の読み解きを進め、気づ
いたことから問いを考えることができます。

3 4

（教科書p.85-86）
（教科書p.87-90）

ステップ 1 ステップ 2

（教科書p.91）

「国際秩序の変化や大衆化」を学ぶ前に中学校
の学習を確認しよう!

「国際秩序の変化や大衆化」に
関する5つのキーワードから
問いを考えよう

立てた問いを踏まえ
「国際秩序の変化や大衆化」
が進む世界を眺めよう

各部の導入資料を日本橋付近の
様子に統一することで、時代の変
化を感じられるようにしています。

1
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章の学習課題 欧米諸国の産業革命と世界進出は、世界の国々にどのような影
えい

響
きょう

をもたらしたのだろうか。

章の振り返り 産業革命を経験した欧米諸国の進出は、アジア諸国にどのような成果と課題を生み出した
か、あなたの考えを説明しよう。

　　    産業革命に
よって発生した社会
の 変 化 は、 世 界 の
歴史に何をもたらし
たのだろうか。

1 節

　　    ヨーロッパ諸国の進
出によって、 西アジアの社
会はどのように変化したのだ
ろうか。

4 節
　　    世界市場の形成
によって、各地域の経済
はどのように変化したの
だろうか。

2 節 　　    ヨーロッパ諸国
の進出によって、南・東
南アジアの社会はどのよ
うに変化したのだろうか。

5 節

　　    アメリカ合衆国
の統一と工業化は、世界
の動きとどのように結び
ついていたのだろうか。

3 節 　　    日本は、欧米
諸国の進出に対して
どのように対応したの
だろうか。

7 節

産業革命による欧
おう

米
べい

とアジアの変化4章

節の学習課題

産業革命と
欧米諸国の世界進出

西・南・東南アジアの動き

東アジアの動き

➡　 イギリスの紅茶メーカーリ
プトンの広告（1896年）
１

➡　 フェアトレード承
しょう

認
にん

商品
　フェアトレードは、「公平・
公正な貿易」と訳される。発展
途
と

上
じょう

国の原料や製品を適正価格
で継

けい

続
ぞく

的に購
こう

入
にゅう

することで、途
上国の生産者や労働者の生活改
善と自立を目指す取り組みとし
て行われている。

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在、私たちは、世界各地で生産された紅茶や砂糖、コーヒーなどを安価な値段で楽しむ
ことができる。一方で、生産国と販売している企

き

業
ぎょう

の国が異なるのはなぜだろうか。
　２部４章では、19世紀の欧米諸国とアジアの動きについて学んでいく。産業革命を経た欧米諸国の進出に対し、アジア諸国はどのよう
に対応していったのか、その様子に注目して学んでいこう。

４章の学習内容と現在とのつながり

西洋の
衝
しょう
撃
げき

　　    清
しん

は、ヨーロッパ諸
国の進出に対してどのように
対応したのだろうか。

6 節

着色
図版

ワークシート

42

特色
③ 学習の流れを把握して見通しを立てられる 「章扉」

●各章のはじめには 「章扉」 を設置して、 章のタイトルや章の学習課題、 章の
学習に関連する資料を確認することで、各章の流れや押さえるべきポイントが
把握できるようにしました。

▲ p.42

導入資料に関連する現在の写真を掲載することで、生徒が学習内容と現在とのつながりを感じられるよ
うにしています。

2

章の学習内容と現在のつながりについて確認することで、生徒が歴史を学ぶ意義に気づいたうえで学習に
入れるようにしています。

3

章の問いと節の問いの関連性を示しています。章の構成を構造図にすることで、生徒が章の学習の全体像
を把握しやすくするとともに、学習の進度を調整しやすくしています。

4

「章の振り返り」では、「あなたの考え」を問うものにすることで、生徒がみずからの考えを表現できるよう
にしています。

5

QRコンテンツにはワークシートを収録し、生徒が章のはじめに立てた学習課題に対する仮説を、章の終わ
りで検証できるようにしています。また、先生方が生徒の「主体的に学習に取り組む態度」を評価しやすい
ようにしています。章を振り返る際には、部の見通しで立てた問いを見直す活動ができるようにしてい
ます。

1

学習の見通し・振り返りシート 

2 部 4章 産業革命による欧米とアジアの変化 

■問いの確認 

「近代化」を学習する際に立てた「あなたの問い」を書き出そう。もし、前章の学習でリライト（書き直し）した問いが

あれば、そちらを書き出そう。 

この章を学習するにあたっての「あなたの問い」： 

 

 

 

 

■章の学習課題 

2 部 4 章の学習課題：欧米の産業革命と世界進出は、世界の国々にどのような影響をもたらしたのだろうか。 

章の学習課題に対するあなたの予想： 

 

 

 

■節の学習課題 

各節を学習した後に、節の学習課題に対する回答を書き込もう。 

1 産業革命で変わる社会 2 イギリスの繁栄と国際分業体制 

学習課題：産業革命によって発生した社会の変化は、世

界の歴史に何をもたらしたのだろうか。 

学習課題：世界市場の形成によって、各地域の経済はど

のように変化したのだろうか。 

解答： 
 

解答： 
 
 
 
 

3 アメリカの拡大と科学技術の発展 4 「西洋の衝撃」と西アジアの変化 
学習課題：アメリカ合衆国の統一と工業化は、世界の

動きとどのように結びついていたのだろうか。 

学習課題：ヨーロッパ諸国の進出によって、西アジアの社

会はどのように変化したのだろうか。 

解答： 
 

解答： 
 
 
 
 

 
 

       年    組    番 

名前 

5 南・東南アジアの植民地化 6 ヨーロッパの日本接近とアヘン戦争 

学習課題：ヨーロッパ諸国の進出によって、南・東南アジ

アの社会はどのように変化したのだろうか。 

学習課題：清は、ヨーロッパ諸国の進出に対してどのよう

に対応したのだろうか。 

解答： 
 
 

解答： 
 
 
 
 

7 黒船の来航と日本の対応  

学習課題：日本は、欧米諸国の進出に対してどのように

対応したのだろうか。 

 

解答： 
 
 
 
 

 

■章の振り返り 

2 部 4 章の振り返り：産業革命を経験した欧米諸国の進出は、アジア諸国にどのような成果と課題を生み出した

か、あなたの考えを説明しよう。 

章の振り返りに対するあなたの考え： 
 
 
 
★ステップアップ課題 

（1）この章を学習して、p.13 にある「近代化」を考える際の 6 つのキーワードのうち、新たな発見をしたり、理解を深
めたりしたキーワードがあれば□にチェックしよう。また、この章を学習して新たに気づいた点や疑問に思った点があれば
書き出そう。 

6 つのキーワード： 

□ 交通と交易     □ 産業と人口     □ 権利意識と政治参加や国民の義務 

□ 学校教育        □ 労働と家族     □ 移民 
気づいた点や新たな疑問： 
 

（2）このワークシートの冒頭に書き出した「あなたの問い」と、（1）で浮かんだ疑問とを照らし合わせて、次の章に進

むための「あなたの問い」をリライト（書き直し）しよう。リライトせずにそのままの問いで次の章に進む場合も、下の欄

に書き出して問いを確認しよう。 

次の章に進むための「あなたの問い」： 

 
  

見通し・振り返りの充実で学習内 容が着実に深まる教科書
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「近代化」を振
ふ

り返り
現代的な諸課題と結びつけて考えよう7章

ワークシート

ア�．2部１章であなたが立てた問いを確認し、2
部の学習を通じて、問いについてわかったこと
やわからなかったことを書き出そう。そして、
書き出した内容をほかの人と話し合い、意見を
交
こう
換
かん
しよう。

イ�．意見交換を踏
ふ
まえ、2部の学習で新たに生じ

た疑問点や追究したいことを挙げよう。その
際、部の最初にあなたが立てた問いとどのよう
な関連があるか、また問いがどのように変化し
たか、振り返ろう。

　ステップ①を踏
ふ
まえ、「近代化」に関連する現代

の課題を一つ選び、右ページの事例を参考にしな
がら、さらに詳

くわ
しく調べよう。その際、右に挙げ

た５つの視点のうち一つ以上の視点を活用しよ
う。また、調べる際には、以下の点を踏まえよう。
・�選んだ現代の課題が「近代化」の動きのなかでど
のように発生したのか。

・�当時の人々がどのように受け止め、どう対処し
たのか。

・�さまざまな対処がなされていたにもかかわら
ず、なぜ現在まで残っているのか。

　…（インディアン＊）の保留地に居住するインディアンに、単独所有のための土地を…割
り当てる権限をもつことを、この法によって定めることとする。
第�五条　内務長官は、…被

ひ

割当人名義の譲
じょう

渡
と

証書を発行するものとする。…被割当人であ
るインディアンにのみ、…その使用と利益が認められる土地として、25年間委

い

託
たく

管理す
ることを宣言する。この期限満

まん

了
りょう

を以て、合衆国は、その土地の相続不動産権を、当
とう

該
がい

インディアンもしくはその相続人に…譲渡する。
第�六条　…土地を割り当てられた合衆国領内に居住するインディアン、また合衆国領内に
生まれ、部族から離

はな

れて自発的に居住場所を選び、文明生活の習慣を選んだすべてのイ
ンディアンは、ここに合衆国市民であることを宣言され、市民としてのすべての権利、特
権、そして免

めん

除
じょ

の資格を有するものとする。�＊アメリカの先住民を指す〈白井洋子訳『世界史史料７』より〉

ドーズ法（1887 年 2 月 8 日制定）

　旧土
ど

人
じん

（アイヌ民族）が居住している土地は、その種類に関係なく、当分すべてを官有地に
編入する。…山、林、沢

さわ

、原野などはすべて官有地として、差
さ

し支
つか

えない場合は、人々の要
望により有料で貸し渡

わた

し、または売り渡してもかまわない。� 〈現代語訳〉

北海道地券発行条例（1877 年 12 月 13 日制定）

　2 部の主題「近代化」について振り返り、あなたの考えをまとめよう。その際 QR コンテンツに収録されているワークシートを活用しよう。

ほかの人と話し合いながら、２部で学習した内容を振り返ろうステップ 1

２部で探究したい現代の課題を設定し、より深く調べようステップ 2

の 　　　　　　 国民国家の形成と先住民探究事例ステップ 2

最後に「近代化」とは何か、あなたの言葉で説明しようステップ 3

「近代化」とは、「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」である。

意見交換の手順
1.�問いについてわかったことやわからなかったこ
とを、ほかの人と共有しよう。

2.�出し合った意見のなかで、「近代化」の考察にあ
たって効果的な視点や現代の課題につながる視
点はあるか、話し合おう。

移民について、
p.72 では…

➡ より深く調べるための 5 つの視点とその例
1. 自由と制限
自由な貿易を進めるか、何らか
の制限をかけるかといった、国
内や国家間での対立、など。

4. 統合と分化
領土内の人々を「国民」として統
合していく際に伴う対立、など。

5. 対立と協調
国家間や国内における政治問題に対して、対立したり、
それを避

さ

けるための努力がなされたりすること、など。

2. 平等と格差
国家間や国内における
政治的・経済的な格差
やその是

ぜ

正
せい

、など。

3. 開発と保全
工業化が進展していくこと
に伴

ともな

い、自然環
かん

境
きょう

や生活環
境が悪化したこと、など。

※それぞれの視点に示された二つの要素にも必ず触
ふ
れるようにしよう。

関連する探究レポート

・綿織物の普
ふ

及
きゅう

と経済的支配→p.27	 ・国民国家の形成と学校教育→p.41
・国家の威

い

信
しん

を示した博覧会→p.59	 ・近代国家が求めた地図→p.69

　5つの視点を示すアイコンがある「未来へ活かす歴史」のコラムや
「探究レポート」も参考にしよう。

統合統合
とと

分化分化

「先住民」に関して、現代社会ではどのような問題が起こっているだろうか。1

「近代化」の時代において、「先住民」はどのような扱
あつか

いを受けてきたのだろうか。2

関連資料�　アメリカ独立革命→ p.29、故郷を追われる先住民→p.48、
「国民国家」のなかのアイヌ民族→p.66、植民地支配と人種主義→p.72

扌　 先住民の土地販
はん

売
ばい

ポスター（1911年）3

➡　 デモ行進をする先住民（2023年、ブラジル）　土地開発を
進める政府に対し、現地の先住民は、自分たちの土地と権利の
保護を求めてデモを起こした。

１

➡　 先住民の権利（先住
権）について訴

そ

訟
しょう

を起こし
たアイヌ民族（2020 年、
日本）　明治時代から禁止
されていた河

か

川
せん

での�さけ
漁は、アイヌの伝統であ
り、アイヌ側は先住権の
確
かく

認
にん

を求めた。

2

扌　 北海道で行われた政策4

主な出来事年
1869

1871

1873
1874
1875

1877

1886
1899
1901

開拓使を設置（東京）
→蝦夷地を「北海道」に改称
戸籍法公布
開拓使庁を設置（札幌）
地租改正公布
屯田兵の設置
樺太・千島交換条約
→樺太のアイヌ民族を北海道に強制移住
北海道地券発行条例公布
→北海道の土地所有権を明確にする
北海道庁設置
「北海道旧土人保護法」公布（～1997）
北海道庁、旧土人児童教育規程を公布
→アイヌ民族だけの学校で日本語を習得

（→p.63）

（→p.63）

（→p.66）

（→p.66）

史料

え ぞ

かいたく し

ち そ

とんでんへい

からふと ち しま

こ せき

さっぽろ

かいしょう

どじん

➡　 明治初期のアイヌ民族の戸
こ

籍
せき

　明治新政府は、1871 年に、
税制や徴

ちょう

兵
へい

制の実
じっ

施
し

のため、また、
人民の保護を目的として、戸籍法
を公布し、アイヌ民族の戸籍登録
を始めた。
　青字は、アイヌ名
　赤字は、日本名

5
山
越
郡
内
の
戸
籍

　一八
七
三
年

第
○
番
屋
敷
居
住

　父土
人

　マカ
シ
カ
モ

　
　
　
　
　トサ
ン
ロ
ク
事

　漁業　
　
　戸桟
録
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　何

　何年

　妻

　ニシ
ユ
ツ
事

　
　
　に

　し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　何年

　男

　クチ
ヤ
シ
キ
事

　
　口

　弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　何年

　男

　口弥
妻
ス
フ
チ
事

　す

　う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　何年

　男

　口弥
女

　
　
　
　
　は

　る

　
　
　
　
　
　六年
三
月
何
日
出
生

産
土
神
稲
荷
社

神

　葬

　祭

※アイヌ民族のこと

※

�　　　��現在起こっている先住民の問題は、どのような歴史的経
けい

緯
い

で生まれたのか、あなたの言葉で表現しよう。
考えよう

【事例１】 国民国家のなかのアメリカの先住民

【事例２】 明治時代のアイヌ民族

１章（→p.16）で立てた
問いを書き出そう！

１章（→p.16）で立てた
問いを書き出そう！

81 82

「歴史総合」を振
ふ

り返り
現代的な諸課題の形成と展望を考えよう5章

　歴史総合について振り返り、あなたの考えをまとめよう。その際 QR コンテンツに収録されているワークシートを活用しよう。

ア�．４部１章であなたが立てた問いを確認し、４
部の学習を通じて、問いについてわかったこと
やわからなかったことを書き出そう。そして、
書き出した内容をほかの人と話し合い、意見を
交
こう
換
かん
しよう。

イ�．意見交換を踏
ふ
まえ、４部の学習で新たに生じ

た疑問点や追究したいことを挙げよう。その
際、部の最初にあなたが立てた問いとどのよう
な関連があるか、また問いがどのように変化し
たか、振り返ろう。

　２～ 4部で学習した内容や５つの視点を活用した
各部のまとめを踏

ふ
まえて、自分が調査したい「現代

的な諸課題」を設定し、詳
くわ
しく調べよう。

　「現代的な諸課題」の設定や、歴史総合の学習を振
り返って仮説を考える際は、右ページの表も参考に
しよう。

　現代の諸課題を設定するにあたって、私たちの身の回りや世界で起こっている課題にどのようなものがあるか考えよう。そして、そ
の課題について、歴史的経

けい
緯
い
や原因は何か、下の表も参考にして仮説を立てよう。

　「現代的な諸課題」探究ワークシートを活
用して、自分の調べたいことをまとめよう。
　また、考察する際には、以下の二つの点を
踏
ふ

まえて考えよう。
　 1    なぜ自分がそれを調べようと思ったかの

疑問を明確にする。
　 2    抱

いだ
いた疑問に対する仮説を立ててから、

それを検証するための調査に取り組む。

「グローバル化」とは何か、あなたの言葉で説明しようステップ 2

ほかの人と話し合いながら、4 部で学習した内容を振り返ろうステップ 1

探究したい「現代的な諸課題」を設定し、より深く調べようステップ 3

意見交換の手順
1.�問いについてわかったことやわからなかったこ
とを、ほかの人と共有しよう。

2.�出し合った意見のなかで、「グローバル化」の考
察にあたって効果的な視点や現代の課題につな
がる視点はあるか、話し合おう。

➡ より深く調べるための 5 つの視点
1. 自由と制限 4. 統合と分化 5. 対立と協調2. 平等と格差 3. 開発と保全

東
とう
欧
おう
の

民主化は…

「グローバル化」とは、「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」である。

ワークシート

「現代的な諸課題」探究ワークシート

例　過去を踏まえたメディアとのつきあい方について

課題設定

課題設定の理由
例　近現代史を学ぶなかで、戦争や紛争では、新聞やラジオ放送、テレビなどのメディ

アが大きな影響力を発揮してきたことを知り、今の自分も、メディアに影響を受けて

いると思うので、私たちはどのようにメディアとつきあっていくべきかを知りたいから。

例　過去にメディアが歴史的な出来事に大きく影響した例を調べ、メディアと当時の

人々の関係を参考にすれば、今後のメディアとのつきあい方が分かるのではないか。

私の仮説

★は内容のまとまりを示す。◯はコラム「未来へ活かす歴史」を、◎は特設「探究レポート」を示す。５つの視点で歴史総合を振り返ろう参 考

の 　　　　　　歴史総合の学習を踏
ふ

まえて、課題と仮説を立てよう参考資料ステップ 3

自由と制限 平等と格差 開発と保全 統合と分化 対立と協調

２
部
　
近
代
化
と
私
た
ち

★貿易における自由と制限 ★国内の政治・経済的格差やその是正 ★自然環境や伝統文化への働きかけ ★国民国家成立に伴う統合と分化 ★�他民族や他国との協調の動き、多
国家間の対立

・�江戸幕府の貿易統制→p.19
・�清の冊封と互市貿易→ p.21
・�イギリスによる世界市場の形成
→p.45
・�アメリカの自由貿易と保護貿易
　→p.47
・�清の開港→ p.54
・�日本の開国→ p.55
・�帝国主義と植民地化→ p.71
・�世界の一体化と移民→ p.72

・�江戸時代の身分制と一体性→p.19
・�清の多民族統治→ p.21
・�イギリス名誉革命・アメリカ独立
戦争→p.29
・�フランス革命→ p.31 ～ 32
○�植民地の奴隷解放とハイチの独立
→p.36
・�七月革命と二月革命→ p.37
・�ロシアの農奴解放令→ p.40
・�労働運動と社会主義思想→p.44
○�ヴィクトリア時代の女性たち→p.46
○�産業革命下の過酷な労働→p.74

○�アイヌ民族の歴史と文化→p.20
○�産業革命による生活の変化と環境
悪化→p.44
・�プランテーション農業とモノカル
チャー経済→p.46
◯�お雇い外国人が導いた文化財保護
→p.68
◎近代国家が求めた地図→p.69
・�第２次産業革命→ p.71
・�日本の産業革命→ p.73 ～ 74

・�ナショナリズムと国民国家→p.38
○�国民国家形成の陰で→p.38
○�国民国家形成と反ユダヤ主義
→p.38
・�イタリア・ドイツの統一→p.39
◎国民国家の形成と学校教育→p.41
○�新聞の発行による情報伝達→p.46
・�アメリカの奴隷解放宣言→p.48
○�故郷を追われる先住民→p.48
・�オスマン帝国のタンジマート
→p.49
・�パン = イスラーム主義→ p.50
・�｢日本国民｣ の創出→ p.63
○� ｢国民国家｣ のなかのアイヌ民族
→p.66
○�植民地支配と人種主義→p.72
○�中国の民族問題の始まり→p.80
・�日本とアメリカの先住民→p.82

・�清の多民族統治→ p.21
・�アジア諸国の結びつき→p.22
・�イスラーム王朝の繁栄→p.23
・�七年戦争→ p.29
・�フランス革命・ナポレオン戦争
　→p.31 ～ 36
・�ウィーン体制→ p.36
・�クリミア戦争→ p.40
・�イギリスとロシアの
　｢グレートゲーム｣ → p.40
○�幕末社会のほころび→p.53
◎国家の威信を示した博覧会→p.59
・�アフリカの植民地化→p.71
・�義和団戦争→ p.77
・�日露戦争→ p.77 ～ 78

★国家間の政治・経済的格差やその是正

・�大西洋三角貿易→ p.24
◎綿織物の普及と経済的支配→p.27
・�イギリスによる植民地統治
→p.29、45
・�オスマン帝国の衰退→ p.49
・�南・東南アジアの植民地化→p.51
・�日本の不平等条約の改正→p.78
・産業革命と工業化の広がり→p.83

３
部
　
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

★参政権の拡大と制限 ★男女の社会進出状況 ★自然景観の保護や利用促進 ★国家形成や民族自決の動き ★近代の国際協調のあり方と課題

・�欧米諸国における大衆の政治参加
→p.112
・�イギリスの女性参政権運動
→p.112
○�女性による社会運動→ p.114
・�日本における男子普通選挙と治安
維持法→p.115
・�日本の女性参政権の付与�
→ p.142、150

○�第一次世界大戦に動員される人々
→p.94
◎�社会の変化と女性のファッション
→p.107
・�日本の女性運動→ p.114
・�日本の国防婦人会→ p.136
・�「大衆化」のなかの女性の社会進出
と格差→p.150

・�第一次世界大戦の塹壕戦などによ
る環境破壊→p.95
・�大量生産・大量消費→p.109
・�原爆で破壊された広島→p.137

○�ロシアが抱える民族問題→p.96
・�中国・朝鮮の民族自決→p.103
・�中東・インドの民族自決�
→ p.105 ～ 106

○�犠牲を伴ったトルコ共和国の建国
→p.106
○�朝鮮半島に現れた独裁政権
→p.146

・�ヴェルサイユ体制→ p.101
・�国際連盟発足→ p.102
・�ワシントン体制→ p.104
・�不戦条約→ p.111
・�日本の国際協調外交→p.116
○�経済危機からの教訓→p.122
・�ミュンヘン会談→ p.124、125
・�満洲事変と国際連盟→p.127
○�高橋財政と軍事費→ p.128
・�大西洋憲章→ p.134
○�一般市民への爆撃→ p.135
○�戦場となった沖縄→ p.136
○�各国の「終戦日」→ p.138
○�戦禍をまぬかれた「青い目の人形」
→p.140
・�国際連合発足→ p.143
・�東西冷戦の始まり→ p.143
・�戦争の変化と平和への努力
→p.151

★ファシズムと軍国主義 ★人種差別と是正の動き ★人種・移民などを理由とした対立

・�ナチ党の政権掌握→ p.123
・�日本の軍部の台頭→ p.129
・�日本の総力戦と国民生活→p.130
○�国会議員による「反軍演説」
→p.130
・�戦争によって変わる国民生活
→p.139

○�人種差別撤廃の提案→ p.102
・�アメリカでの日本人移民排斥
→p.110
◎�植民地での搾取を促したゴム
→p.131

・�パレスチナ問題の始まり→p.106
・�アメリカでの排外主義の台頭
→p.110
○�アイヌの伝承の見直し→p.118
◎大衆社会のなかの災害→p.119
○�ホロコーストの悲劇→p.134
・�日本の皇民化政策→ p.135
・�シベリア抑留と中国残留日本人孤
児→p.138
・�敵国文化の排除と占領地に広がる
日本の習慣→p.140

★報道の自由と制限 ★社会主義運動・経済格差

・�二十一か条要求と国内世論
→p.100
・�マスメディアの発達と大衆社会
→p.110
○�新聞報道と米騒動→ p.114
・�日本の検閲と世論操作→p.130

・�社会主義国家の誕生→ p.96
○�福祉国家の誕生→ p.111
・�日本の社会運動の発展→p.114
○�戦後の西欧の福祉政策→p.148

４
部
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち

★冷戦後の民主化の動き ★国内の政治・経済的格差やその是正 ★公害・環境問題への取り組み ★人種・移民などを理由とした対立 ★他国との協調・対立

・�東欧革命とソ連の解体→p.189
・�天安門事件・一国二制度→p.191
○�台湾の民主化→ p.192
・�開発独裁の崩壊→ p.192
○�アラブ社会と新しいメディアの力
　→p.194
○�情報通信技術 (ICT) の成長と課題
→ p.197

・�日本の高度経済成長→ p.164
・�一億総中流社会から生まれる文化
→p.173
○�イスラームの教えと女性の服装
→p.186
○�ダイバーシティの実現を目指して
→p.198

・�日本の公害問題→ p.164
・�第１次石油危機→ p.172、181
・�第２次石油危機→ p.181、185
◎人類を脅かす核兵器→p.175
・�ベトナム戦争による環境汚染
　→p.177
・�対抗文化と環境保護運動→p.178
・�チェルノブイリ原発事故→p.186
◎世界の一体化と感染症→p.187
・�パリ協定と SDGs → p.198

・�パレスチナ問題→ p.171、193
○�西ドイツの戦後補償→p.163
○�黒人差別の撤廃を目指して
→p.178
○�ユーゴスラヴィアの解体→p.190
・�アパルトヘイトの撤廃→p.191
◯�欧米社会に暮らすムスリム
→p.194

・�平和共存への動き→ p.161
・�キューバ危機から核軍縮へ→p.163
○�米ソ対立と地域紛争→p.164
・�日本とアジア諸国との関係改善
　→p.179、184
・�日米経済摩擦とプラザ合意→p.182
・�アジアの経済発展と日本の貢献
　→p.182
○�地域紛争の調停に成功した
　ASEAN→ p.184
○�自衛隊の海外派遣→ p.195
○�日本の領土と周りの国々→p.196
◯�ロシアのウクライナ侵攻と国際社
会→p.198

★国家間の政治・経済的格差やその是正 ★地域統合の進展

・�第三勢力の形成→ p169
○�独立後のアフリカの課題と取り組
み→p.170
・�南北問題・南南問題→ p.170

・�ヨーロッパ共同体の発足�
→ p.164
・�ASEANの誕生→ p.183
○�拡大するヨーロッパ連合（EU）
→ p.190

1 章（→ p.158）で立てた
問いを書き出そう！

1章（→p.158）で立てた
問いを書き出そう！

199 200

特色
③ 「現代的な諸課題」と結びつけて考えられる 「振り返りページ」

●2～４部の最後には振り返りページを設けています。4部の最後は、「歴史総
合」全体の振り返りができるようにしました。

●学習内容を、各部の導入で立てた問いとともに振り返りながら、 「現代的な
諸課題」と結びつけて考えることができます。

▲ p.81-82 ▲ p.199-200

QRコンテンツには、ワーク
シートを収録して、生徒が部
の振り返り活動に取り組み
やすくしています。また、取
り組みの成果物としてワー
クシートがあることで、先生
が「主体的に学習に取り組
む態度」を評価しやすくして
います。

ステップ１では、部のはじめに立てた問いを確認し、わかったことや
わからなかったことについて意見交換を行います。
ステップ２では、学習指導要領で示されている観点を参考に、探究
したい現代の課題を設定します。
ステップ３では、「近代化」とは何か、みずからの言葉で説明します。

1

3

右側のページでは、ステップ２で課
題を設定する際の探究事例を紹介
しており、具体的な探究課題の参考
になるようにしています。

2
４部「グローバル化と私たち」の振り返りペー
ジでは、歴史総合全体を振り返って、探究した
い「現代的な諸課題」を設定する活動を設けて
います。

4
学習指導要領で示されている５つの視点が、教科書
のどのページで扱われているのかを示す表を設置し
て、「現代的な諸課題」を探究する際に活用できるよ
うにしています。

5

見通し・振り返りの充実で学習内 容が着実に深まる教科書
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ホロコーストの悲劇未来へ活かす歴史
統合統合
とと
分化分化

　ホロコースト（近年は「ショア」ともよばれる）とは、ナチ党の支配した
ドイツにより 500〜 600 万人のユダヤ人が殺害されたことを指す。ユ
ダヤ人という理由だけで彼

かれ

らは捕
つか

まり、アウシュヴィッツ収容所だけで
も 100 万人以上が殺された。犠

ぎ

牲
せい

者はユダヤ人だけでなく、ポーラン
ド人・ロマ人・ソ連軍捕

ほ

虜
りょ

などにも及
およ

んだ。この歴史を記
き

憶
おく

に刻むため
の活動の一つに、犠牲者が住んでいた場所で「つまずきの石」というプ
レートを残していく運動がドイツなどで進められている。

　　　　　　　　　東
とう
欧
おう
への侵

しん
攻
こう
を進め、チェコスロヴァキアを解体した 

ドイツは、イギリス・フランスに不信感をもつソ連と独
ソ不

ふ
可
か
侵
しん
条約を結び、1939 年 9月、ポーランドに侵攻した。これに対し

てイギリス・フランスがドイツに宣戦布告して、第二次世界大戦が始まっ
た。ソ連もポーランドに攻

せ
め込

こ
み、ドイツと領土を分

ぶん
割
かつ
した。

　40年になると、ドイツはフランスのパリをも占
せん
領
りょう
した。降

こう
伏
ふく
したフラ

ンスでは中部のヴィシーにおいてドイツに協力的な政府（ヴィシー政府）が

樹立するなど、ファシズムはヨーロッパで勢力を拡大した。こうした動き

に対し、ド＝ゴールは亡命先のロンドンからフランス国民にレジスタンス 

（抵
てい
抗
こう
運動）を呼びかけた。イギリスも、チャーチル首

しゅ
相
しょう
の下

もと
で、連日の激

しいロンドン空
くう
襲
しゅう
に耐

た
えてドイツ軍の本土上陸をはばんだ。

　　　　　　　　　　イタリアが 1940 年にドイツ側で参戦し、フランス

がドイツに屈
くっ
すると、日本ではドイツとの提

てい
携
けい
を強化

する機運が高まった。そして、同年 9月に日独伊
い
三国同盟が結ばれ、枢

すう

軸
じく
国陣

じん
営
えい
が形成された。ドイツはユーゴスラヴィア・ギリシアの制圧後、

41年 6月、不可侵条約を破って、ソ連への侵攻を開始した（独ソ戦）。ナ
チ党の人種主義に立つドイツの占領政策は、東欧やソ連領内で過

か
酷
こく
を極

きわ
め、

ユダヤ人迫
はく
害
がい
も強制移送や収容所での強制労働から大量殺りくへとエスカ

レートした。しかしソ連はドイツに屈せず、イギリスとアメリカがそれを

ヨーロッパの
動向

p.124

1939 3 QR 4

1939 〜 45

2

1

1940 〜 44 QR

1890 〜 1970 p.163 QR QR

在任 1940〜 45、51〜 55 p.144

p.135

日独伊
三国同盟の締結

QR

5

QR

p.123

未来

支
し
援
えん
した。アメリカは、41年 8月、イギリスと共通の戦争目的をうたっ

た大西洋憲章を発表した。この憲章では、第一次世界大戦後の国際秩
ちつ
序
じょ
を

継
けい
承
しょう
し、枢軸国の侵

しん
略
りゃく
から解放して民主主義を守り、みずからも領土の拡

大を求めないことなどが掲
かか
げられた。こうして大戦はファシズム勢力とそ

れに反対する反ファシズム勢力との戦いという性格を強めた。

　　　　　　　　日本は、行き詰
づ
まった日中戦争を打開するため、蔣

しょう
介
かい
石
せき

 

と和平交
こう
渉
しょう
をしたが進まず、イギリス・アメリカなどが行

う中国への物資支援ルートを遮
しゃ
断
だん
しようと、仏領インドシナ北部に兵を進

めた。一方で北方の脅
きょう
威
い
を除去するため、1941 年 4月に近

この
衛
え
文
ふみ
麿
まろ
内閣が

日ソ中立条約を結んだ。6月に独ソ戦が始まると、同内閣の松
まつ
岡
おか
洋
よう
右
すけ
外
がい
相
しょう

は北進して対ソ戦に参加することを主張したが、陸海軍は南進による東南

アジアの資源獲
かく
得
とく
に関心を向けていた。そのため日本は、7月に仏領イン

ドシナ南部へ進
しん
駐
ちゅう
した。これらに反発したアメリカが日本への石油と鉄の

禁輸に踏
ふ
み切ったことで、日米関係は著

いちじる
しく悪化した。

　高まった緊
きん
張
ちょう
を緩
かん
和
わ
するため、日米両国は41年 4月から外交交渉を行っ

た。近衛首相は、みずからが渡
と
米
べい
してローズヴェルト大統領との間で直接

交渉することも打
だ
診
しん
したが、日米間の立場の隔

へだ
たりは大きく、アメリカが

難色を示したため、近衛は首相を辞任した。11月、アメリカはハル国務

長官の名前で、日本軍の中国および仏領インドシナからの全面撤
てっ

退
たい

などを

求める覚書を日本に提示した。東
とう
條
じょう
英
ひで
機
き
内閣はこれを最後通

つう
牒
ちょう
だと受け止

め、開戦への決意を固めた。

史料 p.141

p.123

日米交渉の
決裂

p.104

p.52

（昭和 16） p.130

在任 1940〜 41
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第二次世界大戦、独ソ不可侵条約、日独伊三国同盟、日ソ中立条約

第二次世界大戦の始まりと拡大

　　　   枢
すう

軸
じく

国側の勢力の範
はん

囲
い

は、どのように変化していったのだろうか。読み解き

３
部
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章

中学校との関連

1 第二次世界大戦は、どのようにして世界規模の
戦争になっていったのだろうか。

学習
課題

　　　　不
ふ

可
か

侵
しん

条約を結んだドイツの目的
とソ連の考えを、それぞれ本文から書き出
そう。

確認

　　　　なぜ、日本は中国とだけではなく
アメリカとの戦争に至ったのか、説明しよ
う。

説明

１.　アメリカとイギリスの領土その他の拡大の否定
２.　両国の領土の変

へん

更
こう

における関係する人民の意思の尊重
３.　人民が自国の政府の体制を選

せん

択
たく

する権利の尊重
４.　自由貿易体制の拡大
５.　経済分野における国家間の協力への展望
６.　すべての人を恐

きょう

怖
ふ

と欠
けつ

乏
ぼう

から解放する平和の確立
７.　平和確立のための航行の自由の必要性
８.　恒

こう

久
きゅう

的な安全保障制度の確立� 〈要約〉

大西洋憲章（1941年 8月）

・�日本軍の仏領インドシナおよび中国全土から
の無条件撤

てっ

収
しゅう

・�重
じゅう

慶
けい

国民政府以外の中国の政権の否
ひ

認
にん

� �
（満

まん

洲
しゅう

国、汪
おう

兆
ちょう

銘
めい

政権の否認）
・中国での治外法権の撤

てっ

廃
ぱい

・�日独伊
い

三国同盟の実質的廃
はい

棄
き

� ＊交渉にあたったアメリカ国務長官の名前に由来する

覚書（ハル＝ノート＊）の主な内容
（1941年 11月 26日）

扌　 パリに入城するドイツ軍騎
き

兵
へい

（1940 年 6 月）　第二次世界
大戦が始まると、ドイツは後に「電

でん

撃
げき

戦」とよばれる短期戦の連続
で、次々に占

せん

領
りょう

地域を増やしていった。

１ 扌　 第二次世界大戦中のヨーロッパ2
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0 500km

扌　 独ソ不
ふ

可
か

侵
しん

条約の風
ふう

刺
し

画（アメリカ）
　　　   この絵は、独ソ不可侵条約をどのよう
にみなしているだろうか。

3

読み解き

扌　 ポーランド侵
しん

攻
こう

時に抵
てい

抗
こう

し、降
こう

伏
ふく

・処
しょ

刑
けい

さ
れた人々の手形をモチーフとした追

つい

悼
とう

の壁
かべ

（ポー
ランド グダンスク）

4

➡　 第二次世界大戦時の国際
関 係　 日・独・伊

い

の 三 国 は、
英・仏・米が多くの従属地域を
もっていることに不満を抱

いだ

き、
「もたざる国」と称

しょう

して提
てい

携
けい

を
強めた。この枢

すう

軸
じく

国に対して、
英・仏とその同盟国を連合国
とよぶ。

5
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1939 1941
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アメリカ連合国
枢軸国
大戦中に
破棄

扌　 強制収容所の部屋でひしめき合うユダヤ人女性6

扌　 日本の資源の輸入先
　　　   日本の資源輸入先としてのアメリカは、
どのような存在であったのだろうか。

7

読み解き

鉄類
3億8500万円

石油
3億5200万円

1940年の輸入割合

69.9% 15.6

14.5

中国アメリカ合衆国

76.7%
アメリカ合衆国

7.5
英領インド

オランダ領東インド

7.0その他

8.8その他
〈『太平洋戦争の記憶 昭和15年』〉

日本 ➡ p.129、ヨーロッパ ➡ p.123、アメリカ ➡ p.121前の出来事

日本・ヨーロッパ・アメリカ ➡ p.135 次の出来事
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学習課題に対応した問いを示しています。見開き
で学習した知識を活用しながら、思考力・判断力・
表現力を用いて説明することを促しています。

説明

学習上必要な事項
を確認するよう促
しています。

確認

本文に関連する図やコラム、ページ、
QRコンテンツなどを紹介しています。

本文行間に設置されたマーク
中学校で学習した用
語を紹介しています。

中学校との関連

開いているページ
の、前後の出来事を
扱っているページを
紹介しています。

前の出来事 次の出来事

学習課題に関連の深い資料を
大きく掲載して、資料を読み解
く活動を導入としています。

資料を読み解く視
点を紹介していま
す。

読み解き

巻末３の日本の歴史
年表に対応していま
す。
印が示す年代が、そ
の見開きで扱ってい
る時代です。

見開き右端の印

各見開きで扱ってい
る地域が一目でわ
かるインデックスを
設けています。

地域インデックス

学びやすく、理解が深ま る見開き構成見開き
構成

●ワイドなAB判の判型を生かし、写真や風刺画、文章資料
などを豊富に掲載しています。学習の導入で資料の読み解
きを行うことで、学習テーマが明確になるようにしました。

見開きで押さえるべき
内容を把握

「学習課題」を意識して、
本文と資料を読解

学習の導入として、「学習課
題」に関連する資料を確認

読　解 ：本文・資料

学習内容を本文で確認し、習得した知識・技能を活用して
「学習課題」を説明

振り返り ：

学びの流れ
説明確認

各見開きにお
ける学習課題
を示していま
す。見開き右下
の「説明」と対
応しています。

学習
課題

：導　入 読み解き 学習
課題：見通し

▲ p.133-134
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扌　 フランクフルト国民議会　フランクフルト
国民議会では、統一の中心をオーストリアとす
る大ドイツ主義と、プロイセンとする小ドイツ
主義が対立し、統一はならなかった（→ p.39）。

3

着色
図版

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

国民国家形成の陰
かげ

で

未来へ活かす歴史 統合統合
とと
分化分化

　ドイツ統一からはじき出されたオーストリアは、ハンガリー人（マジャール人）
に自治を認める妥

だ

協
きょう

をして、オーストリア―ハンガリー（二重）帝
てい

国
こく

を成立させた
（→ p.39）。この妥協は、支配民
族であるドイツ人と非スラヴ系の
ハンガリー人のバランスの下

もと

で帝
国内のスラヴ系諸民族を支配する
ものだった。法律上、国内の諸民
族は平等とされたが、その実現は
容易ではなかった。帝国の崩

ほう

壊
かい

後、
スラヴ系諸民族はみずからの国民
国家を建国したが（→p.102）、そ
こには多くの少数民族が含

ふく

まれ、
後に激しい民族問題を引き起こし
た（→p.190）。

国民国家形成と反ユダヤ主義

未来へ活かす歴史 統合統合
とと
分化分化

　ナショナリズムの高まりは排
はい

外
がい

主義をも引き起こした。
各地で法的平等を獲

かく

得
とく

していったヨーロッパのユダヤ人に
対し、19世紀末になると、彼

かれ

らは異なる人種であり、国
民国家の一員であるべきではないと考える人種的反ユダヤ
主義が生じた。例えば、ユダヤ人の社会への同化が進んで
いたフランスでは、ユダ
ヤ系将校ドレフュスに対
する冤

えん

罪
ざい

事件が起こっ
た（1894年）。この事件
をきっかけに、ユダヤ人
国家建設を目指すシオニ
ズム運動（→p.171）が始
まっていった。

ナポレオン 3世と
江戸幕府

　積極的な対外政策によって民衆の支持を得
ようともくろんだナポレオン３世は、貿易拠

きょ

点
てん

の確保のため、幕末期の江戸幕府にも接近し
た。幕府に対して、軍事顧

こ

問
もん

団の派
は

遣
けん

（→p.61）
のほか、横

よこ

須
す

賀
か

製鉄
所設立の支

し

援
えん

などを
行った。しかし、ヨー
ロッパ情勢への対応
などから日本への介

かい

入
にゅう

の余地がなくなり、
戊
ぼ

辰
しん

戦争では他国と
共に中立策をとった。

世界の中の
日本

　　　　　　　　　　ウィーン会議後、フランスでは王政が復活し、貴族

や教会を優
ゆう
遇
ぐう
するなどしだいに反動化して議会と対立

した。1830 年７月、民衆蜂
ほう
起
き
により国王が追放され（七月革命）、自由主

義的なルイ＝フィリップが新国王として迎
むか
えられた（七月王政）。制限選挙

制が引き継
つ
がれ、産業革命が本格化するなかで、富

ふ
裕
ゆう
な商工業者や金

きん
融
ゆう
業

者が政治的発言力を強めた。これに対し市民や労働者による男子普
ふ
通
つう
選挙

の実
じっ
施
し
と議会の改革を求める運動が広がり、48年２月、共和主義者と社

会主義者の連合によって革命が勃
ぼっ
発
ぱつ
し（二月革命）、第二共和政が成立した。

　二月革命は、ドイツ・オーストリアにも波
は
及
きゅう
した。ウィーン民衆の蜂起

でメッテルニヒが亡命し、ベルリンでも市民や労働者が蜂起して、プロイ

セン国王に憲法制定を迫
せま
った（三月革命）。これによりウィーン体制は崩

ほう
壊
かい

し、ハンガリーの独立運動やイタリアの統一運動など、各地の自由主義・

民族主義運動が高まるなか、フランクフルト国民議会が開かれ、ドイツの

統一と憲法制定について議論された。

　　　　　　　　　　1848 年は、近代ヨーロッパの転換点となった。産

業革命で後発となった国々でも資本主義が確立・展開

し、これに伴
ともな
って労働運動、社会主義運動が各国で強まった。これらの運

動との対立関係から、それまで市民革命を主導してきた資本家は、貴族な

ど旧支配層と結んで国家と産業の発展を目指すように変わっていった。ま

ウィーン体制の
崩壊

p.28

在位 1830〜 48 1830 〜 48

p.43、83

1848 〜 52

p.36

1848 p.36

1   2 1848 〜 49 3

19 世紀の節目と
なった 1848年

p.44

p.44

た、種々の集団の利害を代表する政党が生まれて議会が最も重要な政治的

決定機関となっていき、そのなかで選挙権の拡大をはじめ自由・平等の原

理が広がり、市民社会への歩みが決定的となった。

　19世紀後半に新たに政治を導いたのは、一つの民族（国民）が一つの国

家（国民国家）をつくることを理想とする、ナショナリズムだった。しかし、
実際の国家には、オーストリアのように国内に多様な民族が混じり合って

住んでおり、そのなかで一部の民族が国家を運営していた。このため、国

民国家において国境を画定し領土内のすべての人々を国民として統合しよ

うとする過程で、少数民族や少数集団が抑
よく
圧
あつ
されたり、言語や宗教を同じ

くする従来の地域的まとまりが破
は
壊
かい
されたりなどの問題が生じた。こうし

た問題は明治維
い
新
しん
期の日本にもみられ、天皇制をよりどころに近代的な国

民国家をつくるなかで、アイヌ民族や琉
りゅう
球
きゅう
の人々などが抑圧された。

　　　　　　　　　　フランスでは、二月革命後の大統領選挙で当選した

ルイ＝ナポレオンが、1852 年、国民投票により民衆

の支持を受け、皇
こう
帝
てい
ナポレオン 3世として即

そく
位
い
した（第二帝

てい
政
せい
）。彼

かれ
は国

内産業の保護・育成に努めるとともに、フランスの国際的復権を目指して、

アフリカや東南アジアなどへの海外進出を積極的に行った。しかし、普
ふ
仏
ふつ

（プロイセン―フランス）戦争の敗北により、帝政は崩壊した。屈
くつ
辱
じょく
的な講

和条件を知ったパリ民衆が蜂起し、労働者による政権パリ＝コミューンが

成立したが、臨時政府軍に鎮
ちん
圧
あつ
された。その後政治体制は安定しなかった

が、75年に共和国憲法が制定され、第三共和政が確立した。

p.32 1 未来

未来

p.63

p.20 p.22 p.66

フランス
第二帝政の成立

在位 1852〜 70 QR 1852 〜 70

日本

1870〜 71

1871 QR

1870 〜 1940

江戸幕府、徳川慶喜

1848 年～近代ヨーロッパの転
てん

換
かん

点

　　　   行進している人々が掲
かか

げているのは、ど
の国の国旗だろうか。また、なぜこれらの国々の
国旗が掲げられているのだろうか。

読み解き

２
部
３
章

中学校との関連

4 1848 年を境に、ヨーロッパはどのような社会
に変化していったのだろうか。

学習
課題

　　　　ナショナリズムについての説明を、
本文から書き出そう。
確認

　　　　1848 年を境にヨーロッパでどの
ような変化が生じたか、説明しよう。
説明

　　英語では民族・国民・国家、どれも「nation」
であり、どの意味に重点が置かれるかは状

じょう

況
きょう

に
よって異なる。チェコ・ハンガリー・ポーランド
など他民族に支配されている地域では民族主義
に、他方ドイツやイタリアでは統一国家を実現
することに重点が置かれた。

1

➡　 『諸国民の春』　この言葉は 1818 年にドイツの
自由主義者が最初に使用したが、革命と民族主義運動
が高

こう

揚
よう

するヨーロッパを象
しょう

徴
ちょう

する言葉として流行した。

１

扌　 二月革命の広まり2
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騒乱関係諸国
1848年の革命･騒乱発生地
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0 500km

➡　 官位を剝
はく

奪
だつ

され軍
刀を折られるドレフュス
5

➡　 バルカン半島の民族分布4
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ア
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太字 1914年の国名　細字 民族名
オーストリアｰハンガリー帝国
オーストリア（北）とハンガリー
（南）の境界線 0 200km

➡　 ナポレオン 3
世から贈

おく

られた軍
服を着る徳

とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

6

ヨーロッパ ➡ p.35前の出来事

ヨーロッパ ➡ p.39 次の出来事

37 38

▲ p.37-38

国民国家が形成された
ことにより起こった民
族問題を取り上げてい
ます。
学習内容と「現代的な
諸課題」との関連を意
識して学習できるよう
にしています。

3

近代化と私たち

教科書に沿って、19世紀後半には国民
国家を理想とするナショナリズムが高ま
ったことや、それに伴って起こった民族
問題などについて押さえる。また、フラ
ンスにおいては二月革命後から、普仏戦
争などを経て第三共和政が確立するま
での流れを押さえる。

展開2導入

4節 1848年〜近代ヨーロッパの転換点

授業
展開例 教科書に沿って、ウィーン体制の崩壊の経緯を確認させ

る。資料 2「二月革命の広まり」を用いながら、フランス
で起きた革命が、ヨーロッパ各地にどのような影響を与
えたのかを押さえる。改めて導入の資料１を確認させ
て、この絵は、支配されていたり、統一国家を実現できて
いなかったりした国の人々が、独立や統一を目指して国
旗を掲げている様子であることを解説する。

3～4人のグループになり、コラム「未来へ
活かす歴史」や本文記述を確認しながら、
国民国家が形成されたことによる、「現代
的な諸課題」について話し合わせる。
いくつかのグループに発表させて共有
し、本時の授業と現代との関連を意識さ
せる。

「確認」の問い「ナショナリズムにつ
いての説明を、本文から書き出そ
う。」に取り組ませる。また、「説明」
の問い「1848年を境にヨーロッパ
でどのような変化が生じたか、説明
しよう。」に取り組ませて、「見通し・
振り返りシート」に記入させる。

導入の資料１を提示して、「読み解き」の「行進
している人々が掲げているのは、どの国の国
旗だろうか。また、なぜこれらの国々の国旗が
掲げられているのだろうか。」を予想させる。
「1848年を境に、ヨーロッパはどのような社
会に変化していったのだろうか」を学習するこ
とを予告する。

展開1 展開3 まとめmin
5

min
5

フランスの「二月革命」
を象徴する絵画を導入
資料とし、その読み解き
を行うことで、1848年
頃のヨーロッパへの関
心が高まるようにしてい
ます。

1

国民国家やナショナリ
ズムなど、時代を理解す
るうえで重要な用語に
ついては、本文で定義
を明確にするほか、側注
でも補足しています。

2

単元
紹介

3章

世界史が中心となる
ページでも、本文やコ
ラムで日本とのつなが
りを紹介することで、世
界と日本が相互に関連
していることがわかる
ようにしています。

4

min
10

min
15

min
15

2部「近代化と私たち」では、欧米で「国民国家」が生まれ「工業化」
が進み、近代化に向かう様子や、それらがアジアや日本にも波及して

いったことが、因果関係とともに理解できるようにしました。また、日本・アジア・欧米
諸国の動きが互いに関わり合っていたことを、時系列で学習できるようにしています。

単元の
ポイント

2部
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　　　　　　　　中国の内戦において共産党の優勢が明らかになり、アジ

ア各地で共産主義者の運動が活発になるなか、1948 年秋

からアメリカの占
せん
領
りょう
政策は、日本を共産主義に対する防

ぼう
壁
へき
とするため、民

主化改革から経済復興を目指すものへ転
てん
換
かん
した。アメリカは、日本経済を

自立させるために厳しい財政の引き締
し
めを命じ、１ドル 360 円の単一

為
かわせ
替レートを設定した（ドッジ＝ライン）。これにより一時は景気が悪化し

たが、インフレーションの抑
よく
制
せい
に成功した。その後、朝

ちょう
鮮
せん
戦争が始まると

「国連軍」の補給拠
きょ
点
てん
となった日本に朝

ちょう
鮮
せん
特
とく
需
じゅ
がもたらされ、経済復興が急

速に進んだ。一方、アメリカ軍が朝鮮半島に出
しゅつ
撃
げき
した後の国内治安を保つ

ため、GHQの指令で警察予備隊が創設された。
　　　　　　　　　　朝鮮戦争に中国が参戦し、緊

きん
張
ちょう
が高まるなか、日本

の戦略的価値を重視したアメリカは、日本を西側陣
じん
営
えい

の一員として確立させるために、早期に占領を終わらせ平和条約を締
てい
結
けつ
す

る方針を固めた。吉
よし
田
だ
茂
しげる
内閣は、さまざまな議論があるなか、中国やソ連

を含
ふく
めた全面講和を諦

あきら
め、西側諸国との講和（多数講和）を決定した。

　1951 年 9月、サンフランシスコ講和会議が開かれ、日本と 48か国と

アメリカの
政策変更

p.145

（昭和 23）

巻末１ 1

巻末１ p.146

4

p.142 QR

平和条約と
日本の独立回復

QR在任 1946〜 47、48〜 54 選択肢

（昭和 26）

の間でサンフランシスコ平和条約が締結された。同条約は翌 52年 4月に
発効し、日本は独立国家として主権を回復した。しかし、沖縄などは日本

から分
ぶん
離
り
されたうえ、会議に不参加だったアジア諸国や条約調印を拒

きょ
否
ひ
し

たソ連との講和が課題として残された。一方、平和条約と同時に締結され

た日米安全保障条約で、日本の独立後もアメリカ軍が引き続き日本国内に
駐
ちゅう
留
りゅう
することが決まった。日本はその後も本格的な再軍備を行わず、アメ

リカに安全保障を依
い
存
そん
することとなった。

　　　　　　　　　1950 年代になると、西ドイツは西側諸国の一員とし

て国家の主権を回復した。マーシャル＝プランの援
えん
助
じょ
も

あり経済復興を遂
と
げ、1955 年には再軍備とともにN

ナトー
ATOに加盟した。

これに危機感を抱
いだ

いたソ連は、同年に軍事同盟であるワルシャワ条約機構 

を結成して対
たい

抗
こう

した。

　一方、東ドイツは共産党への権力集中による社会主義体制をとったが、

経済再建に苦しみ、多くの市民が西ベルリンを経由して西側に亡命した。

61年、東ドイツ政府は西ベルリンの周囲に「ベルリンの壁
かべ
」を築き、市民

の流出による問題に対処した。「ベルリンの壁」は冷戦の象
しょう
徴
ちょう
となり、東西

ドイツの分断は、固定化された。

　経済体制については、ソ連を中心とした東側諸国が社会主義思想に基
もと
づ

く計画経済体制をとったのに対し、西側は自由主義的な市場経済体制を

とった。しかし西
せい
欧
おう
諸国では行き過ぎた競争を規制し、社会保障を守るた

めに国家が介
かい
入
にゅう
すべきとの考えも生まれ、福

ふく
祉
し
国家への道が模

も
索
さく
された。

1

p.179

3

2

p.162

東西両陣営の
展開

p.144

p.144

（昭和 30） p.144

QR

p.44、巻末 1

5 p.189

p.44、巻末 1 QR

未来

朝鮮特需、警察予備隊、吉田茂、サンフランシスコ平和条約、日米安全保障条約、ワルシャワ条約機構

冷戦の展開と日本の独立

　　　   サンフランシスコ平和条約で定まった日本の領域と、
現在の日本の領域とで異なっているところはあるだろうか。
読み解き

　日本が第二次世界大戦の交戦国と平
和条約を結ぶにあたっては、アメリカ
などの西側諸国とまず講和を締

てい

結
けつ

すべ
きという多数講和（単独講和）論と、中
国やソ連を含

ふく

めたすべての国と締結を
目指すべきという全面講和論の二つの
論が生じた。これをめぐり、人々の間
では大きな論争が起こった。

全面講和と多数講和

 　　　  ❶全面講和派の人々は、
多数講和をすることによって、何
が起こると思ったのか考えよう。
❷多数講和派の人々が、全面講和
を主張しなかった理由を、これま
での３部５章の学習を踏

ふ

まえて考
えよう。

考えよう

歴史の
選択肢

３
部
５
章

中学校との関連
５章の
振り返り

第二次世界大戦の経験と国際連合の設立は、国際協調を進めたといえるだろうか、あなたの考えを説明しよう。

7 冷戦は、日本に対する占
せん

領
りょう

政策や東西ドイツの
動きにどのような影

えい

響
きょう

を与
あた

えたのだろうか。
学習
課題

　　　　日本と西ドイツが経済復興を果た
せた要因について、それぞれ書き出そう。
確認

　　　　東西冷戦の展開によって、日本と
東西ドイツにはそれぞれどのような課題が
残されたのか、説明しよう。

説明

　　冷戦が激化するなか、GHQは日本共産党幹
部の公職追放を指令し、その後、官庁や経済界
でも共産党員やその支持者の解

かい

雇
こ

や追放が広
がった（レッド＝パージ）。

1

日
本

　…全面講和を望むことはわれわれとしては当然であるが、
現在は逐

ちく

次
じ

事実上の講和を結んでゆく以外にない
� 〈『毎日新聞』�1950 年 5月 4日〉

　…米国などとの事実上のいわゆる単独講和はすでにでき
ている、米国からのあらゆる面での援

えん

助
じょ

がそれを如
にょ

実
じつ

に示
している、…われわれとしてはこの事実上の講和をまず法
的に条約締

てい

結
けつ

というところに推
お

し進めてゆかねばならない
…� 〈『朝日新聞』1950 年 5月 9日〉

内閣総理大臣 吉
よし

田
だ

茂
しげる

の考え

　…中立不
ふ

可
か

侵
しん

も国際連合への加入も、凡
すべ

て全面講和を前
提とすることは明らかである。単独講和または事実上の単
独講和状態に附

ふ

随
ずい

して生ずべき特定国家との軍事協定、特
定国家のための軍事基地の提供の如

ごと

きは、その名目が何で
あるにせよ、わが憲法の前文及

およ

び第九条に反し、日本及び
世界の破

は

滅
めつ

に力を藉
か

すものであって、われわれは到
とう

底
てい

これ
を承

しょう

諾
だく

することは出来ない。…� 〈『世界』1950 年 3月号〉
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北方領土

サンフランシスコ平和条約
での日本の領土
第二次世界大戦前の
日本の領土
アメリカから日本に施政権
が返還された年

数字

0 500km

扌　 サンフランシスコ平和条約で定まった日本
の領域　沖縄・奄

あま

美
み

群島・小
お

笠
がさ

原
わら

諸島などの島
とう

嶼
しょ

部はアメリカの施
し

政
せい

権下に置かれ、日本への施
政権返

へん

還
かん

は遅
おく

れた（→ p.179）。竹島は、日本が
放
ほう

棄
き

した領土に含
ふく

まれていない（→ p.196）。

3

会議を
欠席

会議に
招かれず

インド（1952）
ビルマ（1954）
ユーゴスラヴィア（1952）

調印を
拒否

ソ連（1956 ➡p.162）
ポーランド（1957）
チェコスロヴァキア（1957）

平和条約
を調印

アメリカ、イギリス、
オーストラリアなど
計48か国

（　）内は日本と各国が国交を結んだ年

中華人民共和国
（1972 ➡p.180）
中華民国（1952）

ちゅう　か

きょ  ひ

※中華人民共和国を認める英と認めない米が対立したため
※

➡　 サンフランシ
スコ平和条約におけ
る交戦国の調印・非
調印の状

じょう

況
きょう

2

日本 ➡ p.141、ヨーロッパ・アメリカ ➡ p.143前の出来事

日本・ヨーロッパ・アメリカ ➡ p.161 次の出来事

戦後の西
せい

欧
おう

の福
ふく

祉
し

政策

未来へ活かす歴史

　国民の戦争中の負担と戦後の苦境を前に、
各国政府は、教育・住宅・医

い

療
りょう

などでの社会
的サービスの給付と、社会的保障としての保
険給付を、国家の役割と考え、社会立法に取
り組んだ。イギリスがこの政策に熱心に取り
組み、「揺

ゆ

りかごから墓場まで」という理想を
実現しようとした。しかし福祉国家にはばく
大な費用がかかる。大きな政府（→巻末１）を
目指す福祉政策は財政負担となり、1970年
代には不

ふ

況
きょう

と国民の労働意欲の低下が重なっ
て、社会と経済の停

てい

滞
たい

をもたらした。

➡　 国民保
健サービス

（NHS）によ
る予防接種

（1950 年、
イギリス）

6

平等平等
とと

格差格差

吉田茂首相

扌　 サンフランシスコ平和条約に署名する吉
よし

田
だ

茂
しげる

首
しゅ

相
しょう

（1951年、アメリカ）１

QR
動 画

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

南
北
ア
メ
リ
カ

扌　 輸出を待つアメリカ軍用トラック（1952年
1月、愛知）　朝

ちょう

鮮
せん

戦争に参加するアメリカの軍
事物資の調達を日本が引き受けたことで、日本
国内の工場に注文が相次いだ。

4

扌　 東ベルリンから逃
のが

れる兵士（1961年
8月15日）　1961 年 8月 12日の深夜か
ら 13日にかけて、西ベルリンは鉄条網

もう

と
厳しい監

かん

視
し

によって突
とつ

然
ぜん

周囲から遮
しゃ

断
だん

され、
その後「壁

かべ

」が築かれていった。

5

QR
動 画

147 148

▲ p.147-148

国際秩序の変化や大衆化と私 たち

３～４人のグループになり、コラム「歴史の選択肢」の「考えよう」①②
に沿って、全面講和派、多数講和派それぞれの主張について話し合
わせる。特に多数講和派に関しては、平和問題談話会の意見を参照
させ、結果的に日本が選択した道について、3部5章の学習内容を振
り返りながら考察するよう促す。いくつかのグループに発表させて、
意見を共有させる。

展開2導入授業
展開例 教科書に沿って、「アメリカの政策変更」「平和条

約と日本の独立回復」「東西両陣営の展開」につ
いて押さえる。
特に、サンフランシスコ平和条約が締結された
背景やその後の課題、東西ドイツの動きについ
て解説する。

「確認」と「説明」の問いに取り組ませて、「見通し・振り
返りシート」に記入させる。
最後に、3部５章の学習を振り返り、「第二次世界大戦
の経験と国際連合の設立は、国際協調を進めたとい
えるか」について、みずからの考えをまとめさせる。

導入の資料１、2、3を提示して、サンフランシス
コ平和条約で定まった日本の領域と現在の領域
とで異なっているところを確認させる。また、サ
ンフランシスコ平和条約における調印・非調印
の国を確認させる。「冷戦は、日本に対する占領
政策や東西ドイツの動きにどのような影響を与
えたのだろうか」を学習することを予告する。

展開1 まとめmin
5

min
10

３部「国際秩序の変化や大衆化と私たち」では、日本などで起こった大
衆化による社会の変容と、同時に進んだ世界における国際秩序の変

化が理解できるようにしました。また、二度の世界大戦それぞれにおいて、その始まり
から、その後の世界に与えた影響までを一連の流れで学習できる構成にしています。

単元の
ポイント

QRコンテンツには、本
文や図版に関連する当
時の映像を収録してお
り、歴史的事象を視覚
的にも理解できるよう
にしています。

3

解説文では、「日本の領
土」に関連するページ
(p.179、p.196)を示し
ており、日本の領域の変
遷や、現在の領土をめぐ
る問題についても認識
できるようにしていま
す。

1

サンフランシスコ平和
条約と日米安全保障条
約が締結された背景に
は、冷戦を意識したアメ
リカの思惑が影響して
いることがわかるよう
にしています。

2

単元
紹介

章末ページの右下には、
「章の振り返り」を設け
ています。
「章の学習課題」に対し
て、みずからの考えを説
明するよう促していま
す。

4

min
15

min
20

7節 冷戦の展開と日本の独立5章3部
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東
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南
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南
ア
ジ
ア

南
北
ア
メ
リ
カ

地域紛
ふん

争
そう

の調停に
成功したA

アセアン

SEAN

未来へ活かす歴史 対立対立
とと
協調協調

　ASEAN は、ベトナム戦争下の 1967 年に結
成された。結成当初は、アメリカの支

し

援
えん

による
反共軍事同盟の側面が強かったが、68～69 年
のマレーシア・フィリピン間の領土紛争を沈

ちん

静
せい

化させるなど、しだいに地域の平和と安定およ
び経済開発を目指す側面を強めていった。
　ASEANが掲

かか

げる、民主主義、人権、法の支配、
紛争の平和的解決などの原則は、その後の加盟
国の増加と地域の安定化につながり、2015 年
には政治安全保障・経済・社会文化の 3分野から
なるASEAN経済共同体（→ p.192）の設立を宣
言するまで発展した。約 6億 6000 万の人口と
高い購

こう

買
ばい

力をもち、アジアの海上交通の要
よう

衝
しょう

で
もあるASEANの安定と発展は、国際経済や安
全保障における重要度を高めており、日本も同
地域への投資や協力関係の強化に努めている。

南米の日系社会

　約 120 年前に始まるブラジルへの日本人
移民（→ p.110）は、第二次世界大戦による
国交断絶で中断するも、1951年の国交回復
により再開され、現在、その子孫を含

ふく

め約
270 万の日系人が暮らしている。日本との
政治・経済・文化的交流も深く、90 年代に
入るとブラジルから日本への「出

で

稼
かせ

ぎ」も増加
した。

世界の中の
日本

　　　　　　　　　　1960 年代から韓
かん

国
こく

でも高度経済成長が進んでいた

が、一方で政治面では朴
パク

正
チョン

熙
ヒ

大統領による事実上の独

裁が展開していた。朴正熙は 1979 年に暗殺されたが、93 年まで軍人政

権が続き、80 年には南部の光
クワン

州
ジュ

で民主化を求める運動への武力弾
だん

圧
あつ

が行

われた。また、マルコス大統領統治下のフィリピン、スハルト大統領統治

下のインドネシアでも独裁が行われ、民衆の反発を招いていた。

　このような独裁政権は、経済基
き

盤
ばん

の維
い

持
じ

と独裁の正当化を目的に、経済

開発を強行したことから開発独裁とよばれた。開発独裁は、急速な経済発

展を可能とした反面、当面の利益追求を急ぐために輸出品の生産を極
きょく

端
たん

に

優
ゆう

遇
ぐう

するなどバランスを欠いた開発を行った。また民主的な諸制度を欠い

た圧政の下
もと

で、富が一部の特権的集団に集中し貧
ひん

富
ぷ

の差や社会不安の拡大

をもたらすことにもなった。開発独裁は東南アジアのほか、南米でもみら

れ、 軍事クーデタで成立したブラジルやチリの軍事政権は、人権を抑
よく

圧
あつ

し

強権的な政策を展開した。

　　　　　　　　　　東南アジアでは、1967 年に、地域の平和・安定化

と経済発展を目指す、東南アジア諸国連合（A
アセアン
SEAN）

が結成され、経済発展が進んだ。5 か国からスタートした ASEAN は、経

済的関係を強めていた日本の仲
ちゅう

介
かい

によってベトナム・ラオス・カンボジア

が加盟し、加盟国は 10 か国に増えて同地域の安定化に貢
こう

献
けん

した。また、

東・東南アジアの
経済発展

在任 1963〜 79

p.146

こうしゅう

在任 1965〜 86 在任 1968〜 98

日本

ASEANの誕生
2

未来

70 年代末には韓国・台
たい

湾
わん

・香
ホン

港
コン

・シンガポールの国や地域が、輸出指向型

の工業化により高度経済成長を遂
と

げ、所得水準を急
きゅう

伸
しん

させたことで注目を

浴び、新興工業経済地域（N
ニーズ
IEs）とよばれるようになった。

　これらの経済発展には、先進国からの ODA や OECD による経済援
えん

助
じょ

による貢献もあった。とりわけ日本は撤
てっ

退
たい

したヨーロッパの宗
そう

主
しゅ

国
こく

に代わ

るかたちで経済援助を進め、バブル経済期に円高となってからは、ASEAN

諸国の外資導入規制緩
かん

和
わ

もあって、さらに積極的な投資がなされた。

　　　　　　　　　1970 年代後半、経済的停
てい

滞
たい

や非民主主義的な統治が

続いていた社会主義諸国では、米中の緊
きん

張
ちょう

緩和進展も

あって、体制維持のための新たな対応に迫
せま

られていた。

　中国では、毛
もう

沢
たく

東
とう

の死後、文化大革命で立ち遅
おく

れた経済などを立て直す

ため、鄧
とう
小
しょう
平
へい

を中心に国防・工業・農業・科学技術の四つの現代化が進め

られた。鄧は、共産党の一党独裁を堅
けん

持
じ

しつつ、経済特区設置などの外資

と市場経済を導入する経済政策（改革開放政策）を展開した。

　北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

では、ソ連や中国とも一線を画しつつ、金
キム

日
イル

成
ソン

を指導者とする朝

鮮労働党の一党独裁体制が確立された。金日成の死後、その権力は党や国

の手続きを経て、金
キム

正
ジョン

日
イル

に事実上世
せ

襲
しゅう

された。

　ベトナムは、1978 年末にカンボジアへ侵
しん

攻
こう

したが、89 年に撤退した。

86 年以降は、共産党独裁を維持しつつ経済活性化のためにドイモイ（刷

新）政策がとられ、開放路線に転じて ASEAN にも加盟した。

p.182 p.164

p.182

アジアの社会
主義国の変容

p.180

p.170

1904 〜 97 QR6

QR

p.146

1941 〜 2011 巻末１ p.192

1

東南アジア諸国連合（ASEAN）、新興工業経済地域（NIEs）

経済発展に取り組む東・東南アジア

４
部
３
章

中学校との関連

4 なぜ、東・東南アジアの国々は経済成長に成功
したのだろうか。

学習
課題

　　　　高度な経済成長を経験したアジア
諸国の国名を、60 年代、70 年代、80 年
代でそれぞれ、本文から書き出そう。

確認

　　　　韓
かん

国
こく

・フィリピン・インドネシア・
中国の経済発展に共通する点について、説
明しよう。

説明

➡　 日本企
き

業
ぎょう

の看板が見られるまち並み（1994 年、ベトナ
ム ホーチミン）　家庭用電気機器や精密機械をつくる日本企
業の看板があちこちに掲

かか

げられている。

１

　　　   図 2から、1970 ～ 90 年代の東南アジア各国は
どのような政治体制であっただろうか。
読み解き

➡　 ブラジルの東洋人街（サンパウロ）3

仮

➡　 1970 年を基準とした GDP
（国内総生産）の変化　
　　　   どの国の伸

の

び幅
はば

が大き
いだろうか。

5

読み解き

指数

1970
（昭和45）

（1970年を100とする指数）
※ミャンマーを除く

日本

ASEAN※

中国

インド

80 85 90
（平成２）

95 2000 05 10 12年

アメリカ

9000

8000

6000

4000

2000

0

1989年
天安門事件
てんあんもん

ほうかい

1991年
日本でバブルが
崩壊する 1999年

ASEAN加盟国が
10か国になる

2008年
世界的な
金融危機
きんゆう

〈国連資料〉

扌　 来日した鄧
とう

小
しょう

平
へい

（1978年）　周
しゅう

恩
おん

来
らい

（→p.169）
の下

もと

で活動し、文化大革命中は資本主義派とし
て批判され、生

しょう

涯
がい

に 3 度失
しっ

脚
きゃく

し 3 度復活した。
天
てん

安
あん

門
もん

事件（→ p.191）では武力鎮
ちん

圧
あつ

を行うが、
その後も改革開放政策を続行した。

6

福
ふく
田
だ
赳
たけ
夫
お
首
しゅ
相
しょう

（→p180）

➡　 東南アジア諸国連合（A
アセアン

SEAN）の拡大2

太 平 洋

イ ン ド 洋

南シナ海
１９９２年
民主化運動
→軍事政権崩壊

１９７０～９１年
カンボジア内戦

１９９８年
民主化運動激化
→スハルト政権崩壊

１９８６年
ドイモイ（刷新）
政策（社会主義
のなかで市場経
済化を進める）

１９８６年
マルコス政権
崩壊
→アキノ政権
　成立（～92）

１９８８年
民主化運動の激化
→軍事政権により弾圧
→アウンサン＝スーチー
　数次に渡る自宅軟禁

なんきん

だんあつ

ほうかい

ジャカルタ

マニラ

クアラルンプール

バンコク

ホーチミン

ハノイ

ヤンゴン
ネーピードー

フィリピン

ブルネイ

シンガポール

インドネシア

東ティモール

マレーシア

ミャンマー

タイ

ラオスベトナ
ム

カンボジア

１９６７年（結成時）
ASEANの拡大

　８４年
　９５年

  ９７年
  ９９年

0 500km

扌　 ASEAN 経済共同体の調印
式（2015年、マレーシア）
4

東アジア・アメリカ ➡ p.181、南・東南アジア ➡ p.179前の出来事

東アジア・南・東南アジア ➡ p.191、アメリカ ➡ p.185 次の出来事

183 184

▲ p.183-184

グローバル化と私たち

教科書に沿って、「ASEANの誕生」「アジアの社会主義国の
変容」について押さえる。改めて資料１を提示しながら、バブ
ル経済期の日本がベトナムなどの東・東南アジア諸国に多く
の投資をしていたことを解説する。また、中国においては、経
済政策を転換し、改革開放政策を進めたことを解説する。

展開2導入授業
展開例 教科書に沿って、「東・東南アジアの経済発展」に

ついて押さえる。3～4人のグループになり、資
料 2を提示して、「読み解き」の問い「1970年～
90年代の東南アジア各国はどのような政治体
制であっただろうか。」について話し合わせる。い
くつかのグループに発表させて、気づいたこと
を共有させる。

「確認」の問い「高度な経済成長を経験したアジア諸国の国
名を、60年代、70年代、80年代でそれぞれ、本文から書き
出そう。」に取り組ませる。「説明」の問い「韓国・フィリピン・イ
ンドネシア・中国の経済発展に共通する点について、説明し
よう。」に取り組ませて、「見通し・振り返りシート」に記入させ
る。

導入の資料１を提示して、「なぜベトナムに多く
の日本企業の看板が掲げられているのか」と問
いかけ、予想させる。
「なぜ、東・東南アジアの国々は経済成長に成功
したのだろうか」を学習することを予告する。

展開1 まとめmin
5

min
5

4部「グローバル化と私たち」では、冷戦の対立のなかで、世界の各
国がどのように政治的独立・経済的発展を目指したのかを扱っていま

す。また、冷戦の終結によりグローバル化が進展し、国際情勢や社会がどのように変化
したかが理解できるようにしています。

単元の
ポイント

本文に関連する資料と、
読み解く視点を各所に
設置することで、学習内
容への理解がより深ま
るようにしています。

3学習の導入で、ベトナム
のまち並みに日本企業
の看板が見られること
を確認することで、当時
の日本の経済的影響力
をイメージしやすくして
います。

1

独裁政権下で行われた
開発独裁は、急速な経
済発展を可能とした反
面、民主的な諸制度を
欠いた圧政により、社会
不安の拡大をもたらし
たことがわかるように
しています。

2

単元
紹介

ASEANの加盟国が増
えたことや、東・東南ア
ジア諸国の経済発展に、
日本が深く関わっていた
ことがわかるようにして
います。

4

min
20

min
20

4節 経済発展に取り組む東・東南アジア3章4部
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教科書内容の理解を助ける
充実のQRコンテンツ

QR
コンテンツ

教科書の各所に配置しているQRコードを読み取ることで、学習内容
の理解を深めるさまざまなコンテンツをご利用いただけます。   
※QR コードを読み取り、表示されたウェブサイトにアクセスした際には、通信料がかかる場合があります

※ QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です https://tks46.jp/08hs/his

地図

▼19世紀後半の世界 ▼現在の世界

スマートフォンからも
閲覧可能

年表 全1点

全10点

一問一答

用語解説 動画、NHK ONE for School

歴史に迫る！
ワークシート 全5点

見通し・
振り返りシート 全18点

外部リンク思考ツール・白地図
全20点白地図全93点思考ツール全11種

部・章の見通しページと振り返りページに対応した
ワークシートです。

教科書に掲載している重要用語などの定義や意味
を確認できます。検索機能もあり、調べたい用語を
すぐに確認できます。

18 世紀以降の、日本と世界の年表です。
日本と世界の同時代の歴史を確認できます。

各時代ごとの地図や、巻頭の現在の世界地図を収録しています。
拡大・縮小機能もあり、細部まで確認することができます。

重要用語とその意味を確認できます。ブックマーク
機能で間違えた問題だけピックアップし、繰り返し
取り組むことができます。

図版や本文に関連する当時の動画と、NHK ONE 
for School の動画へのリンクを収録しています。

主体的な学習に活用できる外部ウェブサイトの
リンク集です。

思考ツールの解説動画とワークシート、世界と日本
の白地図を収録しています。

特設「歴史に迫る！」に対応したワークシートです。

全570問

全178語 NHK ONE for School全65点動画全30点

人物紹介
世界・日本の近現代史における主要な人物について紹介しています。また、教科書に掲載していない人物も収録し
ています。検索機能もあり、調べたい人物をすぐに確認できます。

全120点

▼ QRコンテンツ トップページ



指導用教科書

授業スライド

授業プリント 教科書紙面ビューア

全
体
構
成

特
色
①

特
色
②

特
色
③

見
開
き
構
成

単
元
紹
介

関
連
教
材

コ
ン
テ
ン
ツ

38 39

関連
教材

①指導用教科書 ●�教科書紙面の縮刷版を中心に置き、その周りに本文や図版の解説や発問例
などを掲載しています。

②指導書Webサポート

●��授業をサポートするコンテンツを多数収録しています。
●帝国書院のウェブ会員ページよりお使いいただけます。

■ 教科書紙面ビューア
■ 授業スライド(.pptx/Googleスライド)				  
■ 授業プリント〈生徒用・教師用〉(.docx)				  
■ 見通し・振り返りシート〈生徒用・教師用〉(.docx/Googleスプレッドシート)	
■ 「歴史に迫る！」 ワークシート（簡単版・詳細版）〈生徒用・教師用〉(.docx)
■ 教科書本文(.txt)				  
■ 教科書掲載図版〈カラー・モノクロ〉(.jpg)				  
■ 図版アニメーション　				 
■ 年間指導計画案・評価規準例(.xlsx)				  
■ 学習課題・説明などの解答例(.txt)				  
■ 評価問題例(テスト例)(.docx)
■ 動画へのリンク
■ 一問一答のデータ(.xlsx)　
■ 用語解説のデータ(.xlsx)　
■ 白地図集(.jpg)				  
■ 参考文献リスト（.docx）				  
■ 教科書QRコンテンツへのリンク				  

③��指導用教科書・�
指導書Webサポートの使い方 ●��指導用教科書の使い方と、指導書Webサポートのコンテンツを紹介しています。

定価：28,600円（本体26,000円+税）

▶�教科書紙面の縮刷版を中心に置き、その
周りに本文や図版の解説や板書例、「学
習課題」「確認」「説明」の解答例など
を掲載しています。

5

10

15

20

なかったため、これ以降、朝廷や有力大名は発言力を強め、日本中の人々

が身分を超
こ
えて政治に高い関心をもつようになっていった。

　翌 54年、幕府は日米和親条約を結び、外国船の補給と漂流民の保護を
認めた。以後、露

ろ
・英などとも同様に条約を結んだ。アメリカから自由貿

易への要
よう
請
せい
が強くなるなか、アロー戦争の戦

せん
況
きょう
が伝えられると、幕府は開

国して貿易を行うことを決断した。こうして 58年に、日米修好通商条約 

が結ばれ、ヨーロッパ諸国とも同様の条約が結ばれた。諸条約には、関税

自主権が無く領事裁判権を認めるなど、日本に不利な不平等要
よう
項
こう
が含

ふく
まれ

ており、その解消は明治時代の外交交
こう
渉
しょう
における大きな課題となった。

　　　　　　　　　日本は、欧米との条約で、世界市場へ参入させられた。

そして、貿易が活発になると国内経済は混乱した。世界

的に不足した生
き
糸
いと
や蚕

さん
卵
らん
紙
し
が大量に輸出され、国内の絹織物業は原料不足

となり打
だ
撃
げき
を受けた。海外で人気の茶も盛

さか
んに輸出された。一方、良質で

安価な綿織物や綿糸が輸入され、国内の綿関係産業も混乱した。変化に適

応した新しい商人が台頭する一方、庶
しょ
民
みん
は苦しい生活に追い込

こ
まれた。

　人々は欧米諸国に従属することをおそれ、さまざまな政治勢力となって

日本の独立を維
い
持
じ
しようと活動した。幕府をはじめ諸

しょ
藩
はん
でも、欧米に対抗

するために軍事力強化と人材登用を中心とする近代化改革が進められた。
幕府は欧米の学問を学ぶ蕃

ばん
書
しょ
調
しらべ
所
しょ
を設置し、またオランダ人の指導で海軍

伝習も行った。これらには諸藩の家臣も参加できた。さらに幕府や薩摩藩、

長
ちょう
州
しゅう
藩は海外へ使節や留学生を派遣した。こうして欧米の文明に触

ふ
れた人

物の多くは、明治以降、近代化改革の指導者として活
かつ
躍
やく
した。

p.58

巻末１ p.54

2 2 p.58

p.78

開国の影響と
近代化改革

p.45

p.2

4

3

史料 p.54、64

　アメリカの開国要求について、幕府が意見を求めると、諸
しょ

藩
はん

や下級の幕臣からは大きく４種類の
意見が提出された。朝

ちょう

廷
てい

や天皇は、アメリカとの自由貿易の開始には基本的に反対していたが、日
米和親条約の締

てい

結
けつ

についてはしかたがないと許容した。ただし、明確な意見があったのは一部で、
多くの藩

はん

は回答せずに様子をみていた。

受け入れか拒
きょ

絶
ぜつ

か　海外対応をめぐる論争

アメリカの要求を受け入れる論
開国論：積極的に外国と交流し、貿易を行うべきだ。
許容論：アメリカの開国要求を認めざるをえないだろう。

アメリカの要求を拒絶する論
非戦論：開国は拒絶するが、戦争も避

さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論：戦争となってでも外国は追い出すべきだ。

 　　　  ❶四つの論はどのような理由で唱えられたのか、
これまでの学習をもとに考えよう。❷意見の傾

けい

向
こう

は 1853
年と 57 年で変わっているが、その理由を考えよう。

考えよう

歴史の
選択肢

２
部
４
章

４章の
振り返り

産業革命を経験した欧
おう
米
べい
諸国の進出は、アジア諸国にどのような成果と課題を生み出したか、あなたの考え

を説明しよう。

　　　　アメリカが日本に開国を求めた理
由を、本文から書き出そう。
確認

　　　　ヨーロッパへの対応について、日
本と p.53 〜 54 の清

しん

で、異なっている点
とその理由を説明しよう。

説明

扌　 幕末の物価の変
へん

遷
せん

　　　　   この
時期の物価の高

こう

騰
とう

について、どのような
原因が考えられるだろうか。

4 読み解き

　　日米修好通商条約は、開港・開
かい

市
し

地での貿易
を認めた一方、外国人の移動を厳しく制限した。
これは、国内経済の保護につながった。

2

　　困
こん

窮
きゅう

する民衆に対し、改革を理由に幕府は
次々と重税を課したため、幕府への支持は急速
に低下した。また、知識人や豪

ごう

農
のう

のなかには、
みずから集めた情報や国学などの学問を通じて
政治体制を批判する者も現れた。

3

　蒸気仕
じ

掛
か

けでさまざまな細工をする様子は、
目を驚

おどろ

かせるようなすばらしい工程で、筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見る間に百
個もできる。…この機関を我が国でも用いる
ことができれば、国益は計り知れないと思わ
れる。
� 〈村垣範正著『航海日記』より現代語訳〉

幕府使節のアメリカ視察
海軍造船所の見学（1860年）

0
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1000

7068666462605856
（明治元）

1854 年

〈『近現代日本経済史要覧』〉

1854年の価格を
100とした指数　（　　　　　　　）

米

絹織物

菜種油
な  たねあぶら

扌　 諸大名からの意見聴
ちょう

取
しゅ

の結果3

日米和親条約前の1853年
数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

はん

じょう い

〈本庄栄治郎著『日本経済思想史研究』〉
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日
本

　　　　　　　　　欧
おう
米
べい
が日本に近づくなか、幕府は、オランダ風

ふう
説
せつ
書
がき
な

ど外国からの情報や、西洋の地理書の翻
ほん
訳
やく
、帰国した漂

ひょう

流
りゅう
民からの情報を通じて、ヨーロッパ諸国の世界進出への認

にん
識
しき
を深めた。

アヘン戦争の結果が清
しん
の商人などから伝わるなか、幕府は 1842 年に薪

しん
水
すい

給
きゅう
与
よ
令を出して欧米諸国との紛

ふん
争
そう
を避

さ
ける一方、海防の強化を進めた。

　また、海外情報は蘭
らん
学
がく
者のネットワークから日本各地に広まり、海外に

高い関心をもつ大名も現れた。佐賀藩
はん
や薩

さつ
摩
ま
藩では欧米の思想や技術を積

極的に吸収して備えようという動きが強まり、水
み
戸
と
藩では尊

そん
王
のう
思想と外国

を退けようとする攘
じょう
夷
い
が結びついた尊

そん
王
のう
攘
じょう
夷
い
思想が生まれた。これらの藩

では、意見を幕政に反映させようとする動きも活発になった。

　　　　　　　　ヨーロッパで 1848 年からの動乱やクリミア戦争が起こ

るなか、アメリカがヨーロッパ各国の隙
すき
を突

つ
いて日本を目

指した。国土を太平洋岸まで広げたアメリカは、南
ナン
京
キン
条約で開港した清と

の貿易における中
ちゅう
継
けい
地点と、日本近海における捕

ほ
鯨
げい
のための補給地点を確

保するため、日本を開国させようとペリーを派
は
遣
けん
した。

　1853 年、ペリーは浦
うら
賀
が
沖に到

とう
着
ちゃく
した。アメリカ船の来航を事前にオラ

ンダから通告されていた幕府は、軍事的な対
たい
抗
こう
は難しいと判断し、開国を

勧
かん
告
こく
するアメリカ大統領の国書を受けとった。その後、回答を聞きに来る

というペリーに備え、幕府は諸大名や下級の幕臣に意見を求め、朝
ちょう
廷
てい
にも

報告した。それまで幕府が政治に関する意見をこれほど広く求めたことは

海外情報への
対応

p.53 p.19、32

p.45

p.54

QR

p.20

p.61

1 p.20

日本の開国 p.37 p.40

p.47 p.54

1794 〜 1858 p.58 QR

1   2

史料

選択肢

黒船の来航、薪水給与令、尊王攘夷、日米和親条約、日米修好通商条約、関税自主権、領事裁判権

黒船の来航と日本の対応

　　　   アメリカ船の来航前、幕府は欧
おう

米
べい

の動きにつ
いて、どのような情報を得ていたのだろうか。
読み解き

中学校との関連

7 日本は、欧
おう

米
べい

諸国の進出に対してどのように対
応したのだろうか。

学習
課題

扌　 日本で想像で描
えが

かれたアメリカ船（1854 年）〈神奈川県立歴史博物館蔵〉１

　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

、佐賀藩、長
ちょう

州
しゅう

藩を中心に、財政再
建とヨーロッパ技術の導入などの改革が進んだ。
また薩摩藩や長州藩では、実力のある下級武士が
登用された。改革の成功により、藩の軍事力は強
化され、やがて政局をも動かしていった（→ p.61）。

1

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け、清軍
の高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しま
したが、皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただ
しく、皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしか
ないと考えを変えました。

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は、交易を結ぶため日本に船
を送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

と
なったようです。…情報によれば、陸軍および攻

こう

城
じょう

の
武器をも積み込

こ

んでいるようです。
� 〈『別段風説書』より現代語訳〉

オランダから幕府にもたらされた情報

扌　 ペリーの航路と日米修好通商条約の開港・
開
かい

市
し

地　開市地では貿易が認められたが、外国
船による出入りは禁じられた。

2

清清
しんしん

樺太
からふと

朝
鮮
ち
ょ
う
せ
ん

琉球
りゅうきゅう

箱館
（函館）

はこだて

小笠原諸島
お がさわらしょとう

上海
シャンハイ

な   は

長崎

兵庫
（神戸）

新潟

江戸

大阪

神奈川
（横浜）

下田
しも  だ

うら  が
浦賀

台湾
たいわん

こう べ

よこはま

ペリー、父島に上陸し、小笠
原諸島をアメリカ領と宣言。

ちちじま

120°

150°

135°

30°

45°

那覇

ペリーの航路
（1853～54年）
日米修好通商条約
による開港地
日米修好通商条約
による開市地

0 500km

日本 ➡ p.53前の出来事

日本 ➡ p.61 次の出来事
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日本の開国は人々の生活にどのような変化をもたらしたの
だろうか。

世界市場へ参入した結果、国内経済は混乱し庶民の生活は
苦しくなったが、同時に近代化改革も進められた。

開国によって日本は世界経済の一部となった。開国後、日
本経済は大打撃を受け、欧米に支配されるおそれから、軍事力の増強
や西洋学の研究などの、近代化政策が急速に進められた。欧米諸国が
日本に与えた影響を、中学校までに学習した明治時代の知識を踏まえ
考察させたい。

発問③

解答③

ポイント

●開国の影響と近代化改革　
経済・社会の変化 世界市場への参加

　輸出：�生糸などの大量輸出により原料不足に、
海外で人気の茶を輸出

　輸入：�良質で安価な綿織物や綿糸の輸入で国
内の綿関係産業が混乱

　→�国内経済の混乱、物価が上がり庶民生活に
打撃

幕府・諸藩の変化 近代化改革の実施
　幕府：蕃書調所の設置
　　　　海軍伝習所の設置
　幕府・薩摩藩・長州藩：�海外へ使節や留学生

を派遣

発問③

図　　幕末の物価の変遷４

　❶開国論：特産品などの市場拡大や技術の導入を期待
したため。許容論：欧米諸国の軍事力から実力行使での対抗は難しいと
判断したため。非戦論：欧米諸国の軍事力を認識しつつも伝統的政治体
制を維持しようとしたため。攘夷論：尊王思想により伝統的政治体制を
維持するため。
❷非戦論の割合が減少しているのは、アロー戦争の情報により欧米に軍
事力で対抗するのが困難であるとの認識が広まったため。

要求に対する態度のうち、積極的意見（開国論と攘夷論）の場合は
選択により生じるメリットに、消極的意見（許容論と非戦論）の場合はデ
メリットに着目させる。また、意見聴取の読み取りについては聴取の時
期に注目させ、どのような事件によって意見の変化が生じたのかを考察
させる。

考えよう 解答例

解説

　海外との貿易が開始されたことで、商品の大量輸出に
よって国内物資が枯渇し、海外産の低価格な商品の輸入によって国内経
済が混乱したため。

日米修好通商条約によって、日本も世界市場の一部となった。開
港直後は海外からの需要が高かった綿織物、菜種油の価格高騰が目立つ
が、66年から米価の高騰が著しい。これは、長州征伐など国内の軍事行
動が活発になり、米の需要がさらに高まったことで米が不足したためで
ある。米を購入できない庶民が増え、大規模な一揆や打ちこわしへとつ
ながった。

読み解き 解答例

解説

アメリカの開国要求に対して幕府がとった行動は、それま
でと何が違い、どのような意味があったのだろうか。

諸大名や下級の幕臣などに広く意見を求め、朝廷にも報告
した。身分に関わらず、政治に対して意見をもつきっかけとなった。

それまで幕臣は幕府に対して政治的意見を表明することが
許されていなかった。開国要求に対応するため、諸藩の意見が政治に
反映されたことで、公議政体へ向けた端緒となった。アメリカが日本
を目指した背景と、幕府の海外対応によって国内政治にどのような変
化が生じたかを理解させる。

発問②

解答②

ポイント

●日本の開国　
（a）アメリカの日本進出
　・捕鯨の補給地点確保のため、日本開国を意図→ペリーを派遣
　・ペリーは1853年、浦賀に到着、開国を勧告する国書を幕府へ渡す
（b）幕府の対応
　・�諸大名などに意見を求め、朝廷にも報告→朝廷や有力大名の発言
力強まる
条約 締結年 主な内容

日米和親条約 1854年 外国船の補給と漂流民の保護→露・英などとも締結

日米修好通商条約 1858年 関税自主権が無い。領事裁判権の承認など→ヨーロッパ諸国とも締結

発問②

江戸幕府や諸藩は、欧米諸国のアジア進出について、ど
のように考えていたのだろうか。

幕府は欧米諸国の軍事力を脅威と考えていた一方で、欧
米諸国にならう藩や、対抗しようとする藩もあった。

当初、江戸幕府は外国船は退ける方針だったが、欧米の
軍事力を踏まえ、紛争を避ける方針へと転換した。水戸藩・佐賀
藩・薩摩藩の違いのように、欧米諸国に対する考え方には差があり、
アメリカの開国要求の際にも意見が割れた。欧米への対応をめぐっ
て、幕政への意見が認められたことに着目させる。

指導のポイント
発問①

解答①

ポイント

●海外情報への対応　
（a）外国からもたらされる情報
　・�オランダ風説書、西洋の地理書の翻訳、帰国した漂流民からの
情報など

　・清の商人…アヘン戦争で清がイギリスに敗れたことを伝える
　　→1842年、薪水給与令の発布
（b）各藩の反応
　・海外情報は蘭学者のネットワークで日本各地に広まる
　・佐賀藩・薩摩藩…ヨーロッパの思想や技術を積極的に吸収
　・水戸藩…尊王攘夷思想が生まれる
　　→意見を幕政に反映させようとする動きが活発になる

要点整理（板書例）
発問①

　　　　縮刷版上のマーカー部分を参照。
　�　　　清は抵抗して戦争を行ったのに対し、日本は開国して欧米を受
容した。この違いは欧米諸国の軍事力などに対する認識に差があった
ためである。

１．清と日本それぞれの対応を比較している。　
２．�歴史的事実を用いて、相違点の背景を説明している。

確認・説明　解答例
確認
説明

評価のポイント

１．�開国の要求に対して日本側がとった対応を、行動の主体（幕府と各
藩）に着目して理解する。

２．�清と日本の欧米諸国への対応における相違点を挙げ、その理由につ
いて考察し、表現する。

　�　　　　　　　　　　
　それまでなかった幕臣への意見聴取や、開国要求に対するさまざまな
見解を理解し、「西洋の衝撃」に対する日本の近代化改革は、試行錯誤の
なかで進行したことを理解する。
【課題の解答例】
　江戸幕府は、それまで行っていなかった諸大名や下級の幕臣への意見
聴取および朝廷への報告をしたうえで、開国という決断をした。

本時のねらいと学習課題

「章の学習課題」との対応

図　　日本で想像で描かれたアメリカ船
黒船の来航により、新しい科学技術を前提とした軍事力の存在を

民衆は驚きと興味をもって知ると同時に、対応にあたる幕府や武士階級
の混乱ぶりが民衆に露見することになった。情報は瓦版や手紙を通じて
全国に素早く伝播した。

本文　蘭学者のネットワーク
知識人である蘭学者の多くは医者であり、1850年代から種

しゅ

痘
とう

普及
のため、同じ流派の全国的なつながりをもったほか、地域のなかでつな
がりがあった。さらには教育や学問サークルなど、蘭学者以外の知識人
どうしの情報交換のネットワークができており、海外情報や政治情報ま
で情報共有がなされた。

本文　領事裁判権を認める
近世期、外国人の裁判は外国人の属する国側で行うことが多く、

また国内では、幕領と各藩で法律体系が異なり外国人への適用が複雑な
ため、交渉時に問題とされなかった。幕末期では、けんかなど軽犯罪が
主な領事裁判権の対象事例であった。明治時代になり、重犯罪への対処
から、重要な外交問題と認識されるようになった。

1
解説

解説

解説

　アヘン戦争による欧米の軍事力の脅威や、ペリーが軍
艦を率いて日本へ来ることについての情報を得ていた。

江戸幕府は長崎のオランダ商館長に、海外情勢の報告書であるオ
ランダ風説書の提出を義務づけていた。別段風説書は情勢に応じて別途
課されたもので、史料のものはアヘン戦争をきっかけに幕府が報告を命
じ、作成させたものである。

読み解き 解答例

解説

「西洋の衝撃」に対処する過程のなかで、アジア諸国で
は近代化を進めたり輸出を増加させたりするなどの変化が起

こった反面、自由貿易市場や植民地として国際的分業体制に組み込まれ、
経済的・政治的に圧力をかけられた。

イギリスを中心とした国際分業体制に組み込まれたアジア諸国に
おいて生じた、政治および経済上の変化を、良い面と悪い面に言及して
説明する。

解説

４章の
振り返り

解答例

２部４章　産業革命による欧米とアジアの変化

7　�黒船の来航と日本の対応

55 56

▶教科書本文ページ１見開きにつき、10～20枚のスライドを収録しています。加工してもお使いいただけます。
▶PowerPointとGoogleスライドの2形式で収録しています。

７ 黒船の来航と
日本の対応

1

教科書p.55～56

第２部 近代化と私たち
４章 産業革命による欧米とアジアの

変化

導入

日本は、欧米諸国の進出に対して
どのように対応したのだろうか。

2

＜学習のポイント＞
① 開国の要求に対して日本側がとった対応を、行
動の主体（幕府と各藩）に着目して理解しよう。

② 清と日本の欧米諸国への対応における相違点を
挙げ、その理由について考察し、表現しよう。

(a) 外国からもたらされる情報
•  ① オランダ風説書…
長崎のオランダ商館長に提出させた
報告書。

•  西洋の地理書の翻訳、帰国した漂流民から
の情報など。

3

海外情報への対応

•  清の商人… 
② アヘン戦争で清がイギリスに敗れた
ことを伝える。
薪水給与令の発布（1842年）…
遭難した船に燃料・食料を給与。
欧米諸国との紛争を避け、
海防を強化。

4

海外情報への対応

▶�授業スライドに対応したプリントを収録してい
ます。加工してもお使いいただけます。

授業プリント 
p. 55-56 
第 2部4章 7 黒船の来航と日本の対応 
 
学習課題 
日本は、欧米諸国の進出に対してどのように対応したのだろうか。 
＜学習のポイント＞ 
（1）開国の要求に対して日本側がとった対応を、行動の主体（幕府と各藩）に着目して理解しよう。 
（2）清と日本の欧米諸国への対応における相違点を挙げ、その理由について考察し、表現しよう。 
 
■海外情報への対応 
（a）外国からもたらされる情報 
・① オランダ風説書   …長崎のオランダ商館長に提出させた報告書。 
・西洋の地理書の翻訳、帰国した漂流民からの情報など。 
・清の商人…② アヘン戦争   で清がイギリスに敗れたことを伝える。 
     ③ 薪水給与令   の発布（1842年）…遭難した船に燃料・食料を給与。 

欧米諸国との紛争を避け、海防を強化。 
（b）各藩の反応 
・海外情報は蘭学者のネットワークで日本各地に広まる。 
・佐賀藩・薩摩藩…ヨーロッパの思想や技術を積極的に吸収。 
・水戸藩…天皇を尊び外国を退けようとする④ 尊王攘夷   思想が生まれる。 
     意見を幕政に反映させようとする動きが活発になる。 

■日本の開国 
（a）アメリカの日本進出 
・対清貿易の中継地点と、日本近海における捕鯨の補給地点を確保するため、日本を開国させようとする。 
     ⑤ ペリー   を派遣。 
・⑤は1853年⑥ 浦賀   沖に到着し、開国を勧告する国書を幕府へ渡す。 

（b）幕府の対応 
・諸大名や下級の幕臣へ意見を求め、⑦ 朝廷   にも報告    朝廷や有力大名の発言力強ま 

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年    組    番 
名前 

条約 締結年 主な内容 

⑧ 日米和親条約      1854年 外国船の補給と⑨ 漂流民   の保護。 
露・英などとも同様の条約を結ぶ。 

⑩ 日米修好通商条約    1858年 関税自主権が無い。⑪ 領事裁判権   の承認など。 
ヨーロッパ諸国とも同様の条約を結ぶ。 

 

■開国の影響と近代化改革 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学習課題 
日本は、欧米諸国の進出に対してどのように対応したのだろうか。 

（例）江戸幕府は、それまで行っていなかった諸大名や下級の幕臣への意見聴取および朝廷への報告をしたう
えで、開国という決断をした。 
 

 
確認 
アメリカが日本に開国を求めた理由が書かれた本文から書き出そう。 

教科書 p.55 13～15行目「南京条約で開港した…補給地点を確保するため」 
 
 

 
説明 
 ヨーロッパへの対応について、日本と教科書 p.53～54の清で、異なっている点とその理由を説明しよう。 

（例）清は抵抗して戦争を行ったのに対し、日本は開国して欧米を受容した。この違いは、日本はオランダから
の情報を得ていたことなど、欧米諸国の軍事力などに対する認識に差があったことによる。 

 

 

■振り返って自己採点してみよう ( A：よくできた B：できた C：あまりできなかった )  

■分かったこと、感じたことを書いてみよう 

 

経済・社会の変化 

 
 
 
 

世界市場への参加 

 輸出：⑫ 生糸   や蚕卵紙の大量輸出により国内の絹織物業は原料不足に
なった。 

    海外で人気の茶を輸出。 
 輸入：良質で安価な綿織物や綿糸の輸入で国内の綿関係産業が混乱。 

国内経済の混乱、物価が上がり庶民生活に打撃。 

幕府・諸藩の変化 
 
 
 

⑬ 近代化改革   の実施…軍事力強化と人材登用を行い欧米諸国へ対抗。 
 幕府：⑭ 蕃書調所   の設置…欧米の学問を学ぶ。 
    ⑮ 海軍伝習所   の設置…オランダ人の指導で海軍技術を学ぶ。 
 幕府・薩摩藩・長州藩：海外へ使節や留学生を派遣。 

 

▶�教科書紙面を先生方の端末でご覧いただける
ビューアです。※ダウンロードはできません
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明解歴史総合ノート 明解歴史総合図説
シンフォニア教科書に完全準拠したフルカラー

のノートです。
知識の定着とともに、資料読解問
題により、思考力・判断力・表現力
を養えます。

日本と世界の関わりがわかる
ように構成しています。
資料の読み解きを軸に、楽しく
学べる資料集です。
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シンフォニア
　シンフォニアとは「共に鳴り響く」を語源とするイタリア語。世界と
そのなかにおける日本の歴史を相互にとらえる歴史総合を理解
するために、さまざまな仕掛けを用意しました。
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主なコンテンツ

左のQRコードを読み取ると、本書
の内容に関連するコンテンツを
利用することができます。
詳しくは、本書の目次をご覧下
さい。

①チェック・振り返ろう解答
②動画14点
③史料で深めるヒストリーツアーズ史料編10点
④別冊史料－歴史総合重要史料64点
⑤日本と世界の歴史対照表
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シンフォニア　表1-4
W：428×H：257×（背8.4mm）

ご指導を支援する教科書関連教材が充実しています

14

開国の影響と近代化改革

図４ 幕末の物価の変遷 15

開国の影響と近代化改革

幕府・
諸藩の
変化

⑬近代化改革の実施…
軍事力強化と人材登用を行い欧米
諸国へ対抗。
幕府：⑭蕃書調所の設置…
欧米の学問を学ぶ。

⑮海軍伝習所の設置…
オランダ人の指導で海軍技術
を学ぶ。

幕府・薩摩藩・長州藩：
海外へ使節や留学生を派遣。

まとめ

16

（解答例）江戸幕府は、それまで行っていなかっ
た諸大名や下級の幕臣への意見聴取および朝廷へ
の報告をしたうえで、開国という決断をした。

日本は、欧米諸国の進出に対して
どのように対応したのだろうか。

まとめ

（解答例）清は抵抗して戦争を行ったのに対し、
日本は開国して欧米を受容した。この違いは、日
本はオランダからの情報を得ていたことなど、欧
米諸国の軍事力などに対する認識に差があったこ
とによる。

19

ヨーロッパへの対応について、日本と
教科書p.53～54の清で、異なっている
点とその理由を説明しよう。

指導資料・関連教材のご 案内
※ 内容は一部変更になる可能性があります



特色一覧

著作関係者　※所属・肩書は令和8（2026）年3月時点のもの

項　目 特　色

総合的な特色
・世界と日本のつながりがわかる本文や単元構成によって、世界とその中の日本の近現代史を相互的な視野で学習できる。
・豊富な特設とコラムで、興味・関心をもち、主体的に歴史を考察する力が育成できる。
・見通し・振り返りを充実させたことによって、学習内容が着実に深まる教科書になっている。

内容

・日本と世界の相互的な関係を、多面的・多角的にとらえることができるように本文や単元構成が工夫されており、各所に置かれた
コラム「世界の中の日本」によって、「世界とその中の日本」の視点をさらに深めることができるようになっている。
・各地域の風土と前近代史が、巻頭の資料「地域の歩み１～５」で簡潔に紹介されており、近現代史を理解するために必要な知識を
習得しやすいように配慮されている。
・世界を同時代的に概観する地図を多数掲載し、日本と世界のつながりが理解できるようになっている。
・1部2章「歴史の特質と資料」で、「歴史的な見方・考え方」について例示しながら解説し、資料を読み解いたり、多面的・多角的に考
察したりする際に必要な視点がわかるようになっている。
・部の冒頭にある「部の導入」では、中学校での既習事項や、学習内容と現在との関連性や相違点がわかる資料をもとに、生徒自身
が「問い」を立てられるように工夫されている。
・部の終わりにある「部の振り返り」では、「近代化」・「国際秩序の変化や大衆化」・「グローバル化」それぞれのテーマについて、「現
代的な諸課題」の形成に関わる近現代の歴史の考察、構想が３ステップで無理なくできるように工夫されている。
・特設「明解！近現代史」では、部の学習を振り返るにあたり、特に重要な事項や概念の歴史的経緯を、資料や年表、文章から大観でき
るように工夫されている。
・特設「生活・文化から見る日本と世界」では、ビジュアルな資料と文章から、日本と世界の文化的なつながりがわかるようになっている。
・テーマに沿って学習を深める特設「歴史に迫る！」やコラム「歴史の選択肢」が設けられており、アクティブ・ラーニングがしやすい
ように配慮されている。
・コラム「未来へ活かす歴史」では、これからの未来を考えるうえで、参考にして欲しい事項を紹介しており、「現代的な諸課題」と関
連づけて学習できるようになっている。
・特設「探究レポート」では、生徒に身近な「もの」や「出来事」をテーマに、重要な事象や概念について理解を深めることができるよ
うになっている。
・特設「技能を磨く」では、歴史学習に欠かせない重要な技能がまとめられ、歴史的技能を着実に習得し、歴史的な見方・考え方を働
かせられるようになっている。
・巻末の特設「歴史総合 頻出用語解説」で、重要な歴史用語が丁寧に解説されている。

構成・分量

・学習指導要領に合わせて、重要事項が適切かつ丁寧に解説されている。また、発展的な内容も学習できるように側注欄の解説や
資料、特設コーナーが充実している。
・各部、各章に設置した「部の導入・部の振り返り」、「章扉・章の振り返り」により、学習の「見通し」と「振り返り」がしやすい構成に
なっている。
・原則、1時限1見開きで構成され、分量が適量で学習計画を立てやすくなっている。
・導入資料→学習課題→展開→確認・説明と学習の流れが整理されているため、効果的に学習できるようになっている。

表記・表現及び
使用上の便宜

・AB判のワイドな判型を生かして、写真やグラフ、地図などの資料が豊富に設けられており、視覚的にも理解しやすくなっている。
・本文ページの左上には、導入資料と発問「読み解き」が設置されており、生徒が資料を読み解き、考察する力を身につけられるよ
うになっている。
・本文ページ左端には、「地域インデックス」を付しており、見開きで扱っている地域を把握できるように工夫されている。
・本文ページの右端の印は、巻末3の日本の歴史年表に対応しており、見開きで扱っている時代を把握できるように工夫されている。
・歴史事象の因果関係を丁寧に記述し、理解しやすい本文となっている。また、中学校で学ぶ漢字の読みにもふりがなを付し、重要

語句へのゴシック（太字）も効果的につけられている。
・中学校で学習した用語は、本文ページ左下の「中学校との関連」コーナーで取り上げられている。
・本文行間には、関連する事項が扱われているページの参照ページや、関連図版・コラム・QRコードへの図番号・参照マークが振ら
れている。

ユニバーサル
デザインへの対応

・本文や側注、キャプションなどの文字には、見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォント（UDフォント）が使用され、
誤読を防ぐ配慮がなされている。
・カラーユニバーサルデザインを採用し、色覚特性のある学習者にも読み取りやすい表現になっている。

その他
・紙は環境に配慮し、かつ裏写りがしない用紙となっている。
・使用期間の間、破損することがないよう、堅牢なつくりになっている。
・指導資料や準拠ノートなど、充実した関連教材が用意されている。

下記の表は、右のＱＲコードから閲覧・ダウンロードできます

特別支援教育に関する監修・校閲者
丹治　達義（筑波大学附属視覚特別支援学校教諭）
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